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「画像 と文字」:

ハングル ・デザイン史研究 の現在

藤田治彦

IMAGESANDLETTERS:

HistoryandPhilosophyofHangul

Design

FUJITAHaruhiko

国際デザイン史フォーラム「画像と文字」

lntemationalDesignHistoryForum

"lmagesandl
.etters,"2003,0saka

映像 と言語 とを扱 う「映像人文 学」の一環 をなす国

際デザイン史 フォー ラム「画像 と文字」は、それ ら二っ

の基 層にお ける関係 を探 り、両者 を繋 ぐ橋の将 来の

姿 を思、い描 こ うとい う企 画で ある。今 回の研究対象

は広義 のアジアで、各国主要 紙のロゴを配 した企 画用

のユーラシア大 陸の地図 はアジアの非 ラテン・アルファ

ベット文字使 用国だ けを取 り上げて いる ようで、 そ う

で はない。 全世 界で も、それ らの大部分 はこの地域

に集中 して〉・る[図1]。 そ の外側 では ほとん どラテ

ン・アルファベットつ まりABCが 使 われてい るが 、内

側 は後進地域 で はな く、四大文 明に代表 され る高度

な文化が存在 した地域 なので ある。しか し、それ らの

境界 地域 は紛争 の絶 えぬ地帯 であ り、私た ちのCOE

プログラムに絡め るな ら、その東西 両端で世界 は今、

インターフェイスの危 機 にあ る。 デザ インの国 際フォ

ー ラムで 政 治 に触 れ たの は危 機 意 識 を煽 るた めで

も、文字 と文 字 との 闘争 を期待す るためで もない。異

なった文字 体系 間の戦 いで はな く共存 が、画像 と文

字の競争 で はな く調和 を語 りあ うこ とが本 フォーラム

の 目的であ り、そ のプ ログラム は以下 の4つ の セッシ

ョンで構成 された。

TheInternationalDesignHistoryForum

"lmagesandLetters"isoneofourVisllal

Humanitiesprolectsinwhichwe‡rytobuilda

bridgebetweenimagesandwordsorletters,

newandoldmediaofhumanities.Amapfor

ourprojectshowsvariousnon-Latin-alphabet

logosofmalorAsiannewspapers[Figure1].

Outsidetheirregions,Latin-alphabetismostly

used.Therearecontinuousinternational

disputesalongtheborderofthesetwoareas.

Ifweapplytheideaof"interface"fromour

"InterfaceHumanities
,"aCOEprogramof

OsakaUniversity,wearefacingacrisisof

interfaceatbotheastandwestendsofthis

area,namelytheAsiancontinent.Thereason

whyIrefertopoliticalaffairshereisnotto

expectanywarsincludingletterwarsalong

theborder.Oneofmajoraimsofourforumis

toenhancemutualunderstandingandrealize

coexistenceofdifferentwritingsystems,while

improvinginterfacebetweenimagesand
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第1セ ッション「トルコの近代化 と造形芸術」で扱 わ

れ た トルコ共和 国 はEU加 盟 を望 んでい る。企 画用

の地 図に も トル コの新 聞のロゴはない。同国 は1928

年 にアラビア文字 か らラテン・アル ファベットへ 完全移

行 した。 しか し、本 フォーラムに トル コは不 可欠で あ

る。現在 ラテ ン・アルファベ ットを用 いていない 国々の

い くつ かが将 来 それ を採 用す る ように なるか もしれ

ない。特 にそ れ らの 国 々 に住 む人 々 は トル コの 「文

字革命 」 とその歴史 的意味 を理解 してお くべ きだろ

う。二人 のゲス ト・スピーカー、ジャレ・エルッェン博士

とテヴフィック・バルジュオール博士 は トルコの近代化

政策 と美術 お よびデザ インとの 関係 につ いて講 演 し

た。 エ ルッェ ン博 士 は中東 工科大 学 の教授、バル ジ

ュオール博 士 は同大学 で学位取 得後、イギ リスで教育

に携 わ り、2001年 にイスタンブールで 開催 された第3

回デザイン史デザイン学 国際会 議のオーガナイザー を

務 めるな ど、 国際的活 動 を展 開す るデザイン史家 の

一人 であ る。 司会 は社 会学 とメデ ィァ論 を専 門 とす

る人 間科学研 究科 の山中浩 司助教授 が務 め た[図2]。

第2セ ッション「アヴァンギャル ドか らマ ンガ まで」

はロシアか ら香 港 までアジア大陸 を斜 めに横切 るセ

ッションであ る。 アメリカを代表す るデザイン史家 で

ロシア・アヴァンギャル ドの専 門家、イリノイ大 学 シカ

ゴ校教授 の ヴィクター ・マーゴリン博士 と、香 港 出身

で アジアの コミック とグラフィック・デザ インを専 門

とし、現 在 トロン トのヨーク大学 で教鞭 をとるウェン

デ ィ・シュイ・ウォン博 士 をゲス ト・スピーカーに迎 え

た。司会 はロシア演劇 が専 門の文学研 究科 の永 田靖

助教授 が務 め た[図3]。

第3セ ッション「韓 国の美術 とデザ インにお ける文

字」の韓国 は、第二 次大戦 後、東 アジア共 有の漢字 か

ら独 自の文 字ハ ングルへ と移 行 した。 アラビア文 字
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letters.The"ImagesandLetters"forum

consistedofthefollowingfoursessions.

"ModernizationofTurkeyandTurkishArt"

[Figure2]:LocatedontheborderofAsiaand

Europe,Turkeyisveryimportantinthis

forum.AlthoughtheyabandonedArabicscript

andadoptedLatin-alphabetin1928,their

experienceof"LetterRevolution"shouldbe

instructiveforthepeopleofsomeAsian

countriesmovingtoadoptLatin-alphabetin

thefuture.OurguestspeakerswereProf.Jale

ErzenteachingatMiddleEastTechnical

UniversityandDr.TevfikBalciogluwho

studiedattheuniversityandnowteachingin

LondonandIzmiLThissessionwaschairedby

Prof.YAMANAKAHiroshifromtheGraduate

SchoolofHumanSciences,OsakaUniversity.

"MangaandAvant -GardeArt"[Figure3]:

Thiswasaspecialsessiondiagonally

connectingMoscowandHongKong.Prof

VictorMargolinfromtheUniversityoflllinois

atChicago,lecturedonRussianAvant・Garde.

DrWendySiuyiWongteachingatYbrk

UniversityofTorontotalkedaboutHongKong

comicstrips.ThissessionwaschairedbyProf

NAGATAYasushifromtheGraduateSchoolof

Letters,OsakaUniversity.

"HangulandKoreanGraphicDesign"

[Figure4コ:AfterWbrldWiarII,Korea

decidedlymovedfromChinesecharacter,the

traditionalcommonwritingsystemofEast

AsiatotheirownHangul.Theirdecisionwas



王 唱gi昇 司01ヱ,ユ 亜 呈 ユ 碧 舎01司 一到4川 到 刈1

廻 彑 弖 〒・想 羽 銀 τ斗.

刈1列 祖,`日 ヲ191モ 帽 尋 蚪 丕 舅dll舍'弖 じ干早 σ1

剤 司 ヲ1暑 糾 号 薯EU升 魁 暑 叫 叫 ユ 銀 亡干.71掣 薯

≦4ス1三(¶ モ∋ 日 ヲ1・琶呈91呈 こ匡7ト 叡 匸斗.日 ヲB壬

1928遇0110}己 手日10㍗{妾 ス干呈 早E1己 十望(書 立干唄(澗 呈}

起01司1憇 匸十.コ.司 し十,薯 王 碧011日 ヲ1モ… 暑 フ}一召 司一

じ干.観 朗 司一望(設 Σヰ唄 暑o}暑 司一ユ 銀 ス1鴇 舎 号7を

暑 潮 喫 し十叫7ト 有 瑚(¶ 曁 叫 唄{…一刈 暑一司一刈 望 ス1三

呈 忌 τ斗.誓 司 ユ 司 釜 し鞋斗暑 舎(¶ 入}セ 朴 君 憙{≧

日 ヲ1釧 窪}ス㍗司 瑁'01己 十モ∋ ユ9『 入}層91ロ1暑01司1

胡 早 セ 瑚 翌 董 入171(遣 ス注 里 喜 叫.早 噌 到 翊 ム

旦 ム 翊 引,ス 国 レ 酬1旦旦(JaleErzen)叫 人}外 日1旦

剰 ヨ ・叫 旦 弄 皇 旦(TevflkBalcioglu)叫 入}モ∋ 日 ヲ1

到 モ・司 糾 層 超 斗 ロ1含 喫 司 ス回 斗 到 喜 刃國 州 胡

刈 な(笹 銀 匸},州 旦 旦 叫 入ド壬 吾 暑 号 コ圏 司'ヱ 奈,

叫 旦 弄 皇 旦 叫 入桝 社 ・9一司 叫 噌囚 司胡 剰 号 幸,

噌 尹 司囚 正 絅1晉 入同,20011d州 ・1ム 居 暑 碑囚

7圖 宅,刈3司 司 ス回 朴 司 ス圍 軒 尹 刈 司 到 到 超

唱 瑚 暑 暑 唐 壱 号,苛 刈 司 磬 暑 暑 週7H司 一セ 司 ス干

剋 唱 杆 フ}到 を 人}壱01叫.入}司 セ 入}司 司く叫 ロ1目明

忌01赳 呈 勉 剋 イ}1叫司一望 〒一斗 潮 叶 叫1斗 ヲト 三1刃 丕

」己彳・7干世 鍛 匸十[ユi召2].

刈2刈1翌,`組 ♀1叫呈 早 司 魁 糾 叫 ス1'セ 司 入10ト呈

早 司 喜 暑 叫 ス〕 。ト入1・糊 号 音 司 ム{}司 矧 望 望 司・セ

団 ・租。1耳.・ 居 含 昭 王 司÷ ∋司 スト(a斜 人レ 隍 司 入1

0}週 剿 叫 召 暑7干 望 望 司 上01司 司一(入1升ヱ ヱ)旦 牛

則 日 ・叫 ヱ 赳(VictorMargolin)叫 入}叫 喜 暑 苦 くユ彑

呈 。囚 。回 呈 周 叫 ユ 翊羽qス 回 暑 冠 暑 彑 呈,嶺

スn豆 薯 豆 且 ヨq1叫 叫 補 正 鯛11退 …翹 司 ・弁 。レ 亀

(wbndySiuyi「 厰)ng)叫 入㍗暑一ヌ11ム工三 ム 立1ラ『弖 喫ro1

う胴..入 圃 セ・司 入1。レq号 ・1墨{}91{}す 団 子 コ圍

図2ト ル コの 近 代 化 と造 形 芸 術 セ ッ シ ョ ン風 景

Figure2SessionllModernizationofTurkeyandTurkishArt

ユ 嗣2禰 翌1=E1ヲ1釧 暑 閉糾 碍 至 碧呵舍

図3ア ヴ ァ ンギ ャル ドか らマ ン ガ まで セ ッシ ョン風 景

Figure3Session2;MangaandAvanむGardeArt

ユrヨ3矧 這2:。 ド昔フ障.三 明1刈 魁糾 ηトス1

055



か ら世界 の共通 文字 ラテ ン・アルファベ ットへ移行 し

た トル コとは対 照 的な判 断 を した のが韓 国で あ る。

ソウル女 子大 学のハ ン・ジェジュン教授 と釜 山市 立美

術館 学芸 官 のリ・ピョンナム博士 が講 演 し、九州 芸術

工 科大 学 大学 院 に在 籍 する リュウ・ヒュンギュク氏が

司会 を務 めた[図4]。

第4セ ッション厂漢字文化 圏 の現 代デザ イン」は、北

京清 華 大学美術 学 院のユー・ビンナン教授 と台湾 国立

師範 大学 の リンフォン・ソフィア・シー教 授 をゲス ト・ス

ピーカー、香港 出身 のウェンディ・シュイ・ウォン博 士 を

司会 者 として 開催 され た[図5]。 大陸、台湾、香 港 の

代表 的専 門家3名 が この ように揃 うことは稀 で あ り、

今 回の フォーラムはその意 味で もインター フェイス の

役割 を果 た した。また今 回の フォーラムは、学外 との

インターフェイスを重視 して大 学 を離 れ、大阪市 内 で

開催 された。第1日 目の会 場 となった大 阪市 立住 ま

い情 報セ ンター ホールに は200名 近 く、第2日 目の会

場 、大 阪歴 史博物 館講 堂 には200名 を超 える参 加者

があ り、 一般的 関心 の高 さを確 認す る機会 ともなっ

た。 また、日本の デザイ ン専 門誌 『アイデ ア』が 会議

の内容 を詳細 に報道 した のをは じめ、 韓 国や トル コ

の専 門誌 も関連 記事 を掲 載す るな ど、各国 の専 門家

へ も関連情 報 は届 け られた。

本報.告書 に収 め られた フ ォーラ厶 の内容

「ハ ングル ・デザ イン史」

大 規 模 なフォーラムの全 内容 を本 報 告 書 に掲 載

す る ことはで きない。また、本 フォーラムに参加 で き

なかった韓 国 の重 要 な研 究者2名 が特 別寄稿 のか た

ちで研 究 に参 加 され た。ハ ングル研 究 の権威 ホン・

ウンピョ延世 大学 校 教授 と韓 国 を代 表す るヴィジュ

056第2部 画 像 と文字

instrikingcontrasttoTurkeywhereaworld

standardwritingsystem,Latin-alphabetwas

adopted.GuestspeakerswereProf.HAN

Jae-JoonofSeoulWbmen'sUniversityandDr.

LEEByoung-Nam,chiefcuratorofBusan

MetropolitanArtMuseum.Thissessionwas

chairedbyMrRYUHyu皿 一Guk,PhDcandidate

attheKyushuInstituteofDesign.

llImagesandLettersinChineseGraphic

Design"[Figure5]:W它hadProf,YuBing-Nan

fromTsinghllaUniversityinBeilingandProf.

Ling-HungSophiaShihfromTaiwanNational

NormalUniversity.Thissessionwaschaired

byProf.W6ndySiuyiWbngwhoisoriginally

fromHongKong.Itwasarareoccasionto

holdasessionformedbyleadingspecialists

fromBeijingandTaipeiaswellasHongKong.

Thisinternationalforumwaswidelyreported

bothathomeandabroad.

HistoryandPhilosophyofHangulDesign

InadditiontothreepapersonKoreanart

anddesignpresentedattheforum,we

receivedtwopapersfromKoreanspecialists,

onefromProf.HONYim-Pyo,anauthorityof

Hangul,theotherfromProf.AHNSang-Soo,a

leadingvisualdesignerofKorea.Appreciating

thesevaluablecontributionsfr6mKorean

colleagues,wedecidedtofeatureKorean

visualdesign,particularlythatofHangulin

thisreportofVisualHumanities.



L}フ}モ斗o㌃ ム 入1丕 五乙午7干 里 鍛 τ;干[ユ弔3].

刈3測 但,`妊 号91司 舍:叫 司 ス干q叫 鬼(H刈 釧

呈 スγ 刈2え}司 冠 幸,量 尹 喜 暑 ・干入1。}晋 ♀ 到 量

ス干弖 早 日 等 ス圏 勉 呈 ス干 畫 詈 呈 ・1翹 憇 叫.・ 干叫

司 ・レ 呈 ス隍 早 日 刈圃 到 号 暑 呈 ス干 叫 望 曽 叫 唄 呈

01墾 を 司 列 斗 セ 剛 丕 潤 勉 暑 叶 含 憇 望 唄01尋 号

・1叫 〆列暑 司 ス圏 司.ヱ 董 ス隠 丑 牛 舛 早 杢B昭 司

舍 豊 叫 剣 垂 。1囎 甘 叫 入レR埋 胡,入 圃 モ・幵 令

司1舍暑:叫 司 叫(電 幵 弁 翊 司.)剛 叫 割 列 ス個 司七 昇

黽 号 ぶ17干 呈と鉄 匸十[ユ 唱4].

刈4ス ¶翌,`量 スR}糾 週 到 黽 司 司 ス干?ユ'薯 昇 眉

恕 糾 則 叫 到 ♀ 魁k}五1午 斗 朗 只}昇 碧 入干咽{羽司一到 閣

翌一・∠辷二立101一。C五1二 争暑711∠ 二弖 ム 立1ヲ『,喜 署一を ・杢ユ

到 翹q・ 弁ol・ 望 叫 朴 暑 入ト司 ス干呈 刈 川剰 瑚 銀 工斗

[ユ 弔5].秀 …号,じ 日只},喜 暑91τ 羽王Σ瑚 そ旦{}7}3τ 暮01

。圍 一を 。1呈 ・月ス陪 誤 薯 司 調 苛 ヱ
,・1剋 王{召薯

ユ 到 ロ1(¶刈 唱 周 蚓01ム 潮ql磬 暑 ♀}・午憇 工斗.圧01

遇:騨 喜,重 椡 斗91qE惻 ・1ム暑{矧 司 明 軒 薯

明 琲 皇 朴 外 入1司011衵7η 剰 珊 銀 工斗.刈1望 列,司91

モ}杢7ト 宅 皇 入}ヲ干入1i召ヌ1手ス1碧 旦 翹E「 薯011÷∋200

恩 碧 三,刈2望 蚓,司91看 杢 舛 皇 朴 升 『 杆 叫 呈・普

な 喝 州 セ200噌 暑 唱 ゼ 室}フトスレ 干 銀(兆 望 耻 勉 暑

到 ギ}・醤三 暑 羣}?工司セ7圍 竍 倒 銀 目..王,望 薯 司

ス干剋 恕 呈 ス1`叫 。圏 可 升 司 到 到 州 書 暑 杢}測 司圃

旦 玉鏡}唄 暑 則 昊 司一α1謡 号,司 ヲ1到 迅 暑 ス1(¶刈 三

豊 弔 フ1入匿 刃レη司一セ 号,叫 号 到 組{}7匿 暑 胡 刈

豊 屯 碧 旦7}三 計q銀 叫,

図4韓 国 の 美術 と デザ イ ンに お け る 文字 セ ッ シ ョ ン風 景

Figure4Session3:HangulandKoreanGraphicDesign
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Figure5Session4:ImagesandLettersinChineseGraphic

Design
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アル ・デザ インの専 門家 アン・サ ンスー弘益 大学校 教

授 であ る。韓 国の文学 や文化 につい ては各国 で研 究

教育 が行 なわれ、 関連 図書 も数多 いが、韓国 の文字

ハ ングルにつ いて は意 外 に研 究 も関連 文献 も多 くは

ない。 しか し、世界 に も稀 な、創 製者 と創 製年 が 明

らか な完 全 な人 工文 字ハ ングルの言語 文化 史 、デザ

イン史上 の重 要性 は高 い。 この ような理 由か ら、今

回 は韓国 の 「画像 と文 字」に絞って報告書 をまとめ る

ことにした。

ラテン ・アル ファベ ットに代表 され る西 洋の文 字 は

個 々の アルファベ ットを水 平 に連 ねて単 語 を形成 す

る。ハ ングルで は少 数 の基本 要素 か らな る音 素 文字

を縦 横 に組 み合 わせ て音 節 文字(ム ンチャ)を 作 り、

そ の音 節文 字 をかつて は垂 直、現 在で はお もに水 平

に連 ねて単語 と文 を形成 す る。 専 門家 たちは、その

原理 や独 自性 だ けで はな く、歴史 上の変 化か ら生 じ

る現在 の実用 と美 に関す る問題 な ど、ハ ングルの さ

まざまな課題 に取 り組 んで きた。

本 報 告 書 の 日英韓 三 ヶ国語 の論 文 は相 互 に対 応

しなが らも翻訳 では ない。 日韓 間 では通 じて も簡 単

に英 語 にで きない漢 字で 表 され る理 念の扱 いな ど、

まさに文 字 の 問題 に本 プ ロジェク トは 直面 した。ま

た、ハ ングルは韓国 のアルファベ ットといわれ るが ど

の単位 をそう呼ぶべ きか な ど、一 般の韓 国人 は気 に

しない基礎 的 問題 も翻 訳で は避 け られ ない。試 訳 と

はいえ、その 意味 でこの三 ヶ国語 プロジェクトは相互

理解 の一 つのステップにな るだろ う。 韓 国 にも諸説

存在 す る。「ハ ングルの創 製(創 制)」といった言 葉一

つ にもそ れぞれ の主張 が ある。 そ こにはハ ングル は

人 間 が ま さに 「創 出」した文 字 だ と説 く専 門家 の熱

い思 いが 感 じ られ る。日韓 間や東西 間だ けで はな く、

韓 国 の専 門家 間そ して専 門家 と一般 市.民との あ い
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Therearenumerollsnumbersofbooks,

magazines,andarticleswrittenaboutKorean

languageandculture.Itisnoteasy,however,

tofindmanybooksandarticlesonKorean

letters,Hangul.Itis,asararewritingsystem

oftheworld,notonlyhistoricallyimportant

butalsoveryinterestingfromtheviewpointof

designhistor払

InthecaseofLatin-alphabetwhichisbeing

usedinmostwesternculture,ahorizontally

linedsetofphonemesmakesaword,anda

lineofwordsmakesasentence.InHangul's

case,asyllableistwo-dimentionallyand

systematicallymadeupoftwo,threeormore

phonemeswhichareformedfromalimited

numbersofbasicelementsrepresenting

consonantsandvowels.Moreover,theforms

ofthesebasicelementsareeasytolearn,

becausetheyarevisuallyrelatedtovarious

formsofmouth,thesound-makingorganof

humanbody,amicrocosmandcorresponding

macrocos田.KoreanspecialistsofHanguldid

variousresearcheffortsnotonlyinanalysisof

itsprincipleanduniqueness,butalsoin

practicalissuesinitsbeautyandutility.

Inthisreport,Japanese,English,and

Koreanversionsarenotthesame,though

theyarebasicallycorrespondingoneanother」

Weactuallyfacedwiththeissuesofdifferent

languagesandlettersinthistrilingualproject.

Forexample,anideaexpressedwitha

particularChinesecharacterisverydifficult
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だの インターフェイス としても役立 てば幸 いで ある。

論 文執筆者 各氏 と、大 阪大学 の古後奈 緒子(COE

リサーチング・アシス タント)、キム ・サ ンミ(文 学部研

究生)両 氏 をは じめ、 三ヶ国語 版 の実現 に尽 力 され

た 日韓 の協力 者の皆様 に御礼 申し上 げたい。

〈大阪大学大学院文学研究科教授〉

totranslateintoanywesternlanguage.

Inthiscase,wekepttheoriginalChinese

characterasitiseveninEnglishversion,

thoughwesometimesdaredtotranslatesome

philosophicaltermsaswell.

GratitudeisduetoRYUHyun-Guk,PhD

candidateattheKyushu
.InstituteofDesign,

andKIMSangmi,researchstudentatOsaka.

Universityfortheirtranslation,aswellasto

KOGONaoko,COEresearchingassistantat

OsakaUniversityforherhelpduringthe

editingofthisreport.Imustalsothank

Koreanspecialistswhoparticipatedinthis

projectandtheabove-mentionedguest

speakersattheInternationalDesignHistory

Forum2003aswellasallotherparticipantsin

theforumwhosharedthesameinterestin

variousissuesconcerning``imagesand

letters."

Prof6ssoちOsakaUniversity>

GraduateSchoolofLetters
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ハングルの創製原理と

その運用方法の変遷

洪 允杓

FormativePrinciplesandChangeof

ApplicationMethodsofHangul

HONYhn-Pyo

1.序 論

H,訓 民正音 の製字 原理

IH.ハ ングル音節 文字の構成

IV.ハ ングル運用 方法 の変遷

V,結 語

L

且

皿

W

V

Introduction

TheInvenUonPrinciplesofHunminchongum(Hangu1)

TheSyllableStructureofHangul

TheChangeofApplicationMethodsofHangul

Conclusion

1.序 論 1.lntroduction

韓 国で は、情報 を交換 す る と きに使用 す る代 表 的

な文字 は 「ハ ングル」で あ る。 したが って 「ハ ングル」

は韓国 文化創造 の最 も重 要 な要 素で あ る。韓 国の 固

有 文字 で あ るハ ングルは1443年 に朝 鮮 王朝 第四大

王 の世 宗が 「訓 民正 音」とい う名 で創 製 した。 ζの

訓民 正音 が創 製 され る以前 には 中国 の漢 字 を借 用

して使 用 して きた。 しか し、漢字 は孤立 語 であ る中

国語 を表 記す る表意 文字 で あ るた め膠 着語 であ る

韓 国語 を表 記 す るに は困 難 が 多か った。そ のた め

一時 期 漢字 の部 首 と音 を利 用 して韓 国語 を表 記す

る方式 を利 用 して きた こ ともあった。その結 果 漢字

の画数 を少 な くして作 った口訣 文字が 誕生 した。 し

か し、 この口訣文 字 も漢字 を一部変 形 した文 字で あ

った ため韓 国語 を満 足 に表記 で きなかった。した が

って、韓 国 語 を表記 す るに 当たって必 要 な文字 が切

Hangulisthe田ostwidely-usedwriting

systemtoexchangeideasandinformationin

Korea.Therefore,wecansaythatHangulis

oneofthemostimportantelementstocreate

Koreanculture.The.Korea'suniquewriting

systemcalledHangul,wascreatedunderKing

SejongwhowasthefourthkingoftheChoson

Dynasty,undertheoriginalnameof

Hunminchongumin1443.Beforethat,

ChinesecharacterswereusedinKorea.There

werealotofinconveniencestowritein

ChinesecharactersbecauseChineseisan

isolatedlanguagewrittenwithanideographic

writingsyste甲.Ontheotherhand,Koreanis

anagglutinativelanguage.Forthatreason,a
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運用方法到 變遷
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1.序 論

H.訓 民正音到 製字原理
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実 に必 要 とされた。 訓民正 音 の創 製 は この ような歴

史的背 景の 中で行 われ た必 然 的な結果 だ った。

ll.訓 民正 音 の製 字原 理

訓 民正 音 は世 界 の大 部 分 の文 字 の ような 自然 発

生 的 に生 じた文 字 で はない。 訓 民 正 音 はその 文字

を作 る当 時 の韓 国語 に対 す る精 密 な分析 を土 台 に

して作 られ た文字 であ り、同時 に一 貫 した製字 原理

に よって創 製 され た ため こ の世界 の 文字 の 中 で一

番科 学 的 に作 られ た文字 の一 つだ と言 える。

訓民正音 の製字 原理 は、文字 「訓民正音 」を説 明 し

た文献 であ り『訓民正 音』(解例 本)の 鄭麟 趾序 文(世

宗28年)に 現 われ る 「象 形而字 倣古篆」と言 う言葉 に

一番 圧縮 されて表 現 されてい る
。「象形 」と 「字 倣古

篆」につ いての一般 的 な解 釈 は、「象形 」を原理 に し

て具体 的な文字 の形態 とその結合 方式 に は、 「倣古

篆 」の方法 を選ぶ とい うもので ある。

1.象 形

訓民 正音 の子 音 字 と母音 字 の基本 字 は、象形 によ

って作 られ基 本字以外 の 字 は、 加 画 と合 成、 竝 書、

連 書 に よって作 られた。

1》 象形

訓民 正 音 の製字 原 理 として 「象形 説 」は、『訓民 正

音 』制字 解 にその根 拠 を求め る ことがで きる。

「正音 二十 八 字 各象 其 形 而 制 之 初声 凡 十 七 字

牙 音 「 象舌 根 閉喉 之 形 舌 音L象 舌 附上 胯 之 形

脣 音 ロ 象 口形 歯音 入 象 歯形 喉 音o象 喉形」

子音 字 は五音 、即 ち、牙舌脣 歯喉 音別 でそ れぞ れ

基 本 字 「「、し、ロ、入、o」 を作ってあ り、これ ら全

て は発 音 器官 や特 定 の子 音 を発 音 す る時 の発音 器
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methodwasdevisedtoborrowapartof

ChinesecharacterstowriteKorea'sspoken

language.Actually,thatmethodwasusedfora

while.However,wecannotsaythatitwasa

successfulwaytosolvetheproblems,because

itwasonlychangingformofChinese

charactersinKorea.Therefore,thepeoplestill

hadproblemstowriteeventheyusedthenew

writingmethod.InKorea,itwasinasense

necessarytoinventasuitablesetoflettersfor

writing.

ll..TheInventionPrinciplesof

HunminChOngum(Hangul)

Hunminchongumisverydifferentfrom

mostofotherlettersformedthroughalong

periodoftime.Theinventionprocessof

Hunminchongumwasbasedontheprecise

analysesandfollowedthedefiniteprinciples.

Therefore,wewouldsaythatHangulisoneof

themostscientificlettersintheworld.W6

can且ndouttheinventionprinciplesofHangul

inJeong,InJi'sintroductionof11π η1η1η一.

Cゐ0119α η1(缶 θび θわ011丿.

1.SymbolicPictograph

Hunminchongum'sconsonantswere

basicallymadebypictographicways,while

vowelsweremadebysymbolicandcosmic

ways.Inaddition,thereweresomeother

methods:addinglines,combiningelements,



望層音 釧 蒸}刈尭∋01司 荳}頸 入凶 日肩碧 舎 明囚 。1早

司も 週魁司 君 斗頭τ斗.

Il.訓 民 正 音91製 字 原 理

喜望碧舍 薯 補洲到 朗早 岳鋼 暑ス}斗 壱薯,叫 望 里

想瑚彑 呈 想刃 壮 呈ズレ干oト日τ斗.暑 剋層苦 薯 ユ 呈

スト暑 耻暑 望 喝入191妊 尹司 州 司す}碧 望 尋 甚司暑

豆州呈 苛 φ 耻暑(月萢 暑ス回 両 号入回 望層 量 刈

ス干割司 明1叫 叫 尋 刈司銀71剛 呈 州,01矧 刈91暑 ス干

奇司囚 フド蓉:叫司零 彑呈 魁 暑・屑剤 呈ス}暑 到 司嚊

叫ヱ 望 今 銀叫.

薯剋 替 告潮 刈スド君司芒 暑スド 菩剋碧{}'音 翌.瑁

黏 暑竜剋 『薯マ1層含』(解例 本)釧 鄭麟 趾 序 文(刈1

手281d)州 琲 印 腺…`象 形 而字倣古 篆'・1畳 曁611

7ト看 冠 曽寄9司 豆週司(『 叙τ斗.`象 形':叫`字 倣古

篆'州 司 を 望耻瑚 勉 司 司舎`象 形'含 赳 司呈 司・ヱ

子刈刃彑 呈 暑スレ釧 舅司 斗 ユ 召 層・暗司薯`倣 古篆'

到 暗唱暑 司荳}槊01i斗モ…ろlo1耳.

1.象 形

喜 剋碧舍 釧 ス}音斗 呈告 潮71喜 量スレセ 象形 叫

91司1入1只}号(月ズ1ユ71早 音スを01釧91量 ス}モ∋力囗畫U

斗 合 成,竝 書,連 書 則 釧胡 魁暑 司ゑ叫.

1》象形

菩望層舍 釧 刈スド蘯司弖刈`象 形読'舎 『訓民正

音 』制 字解釧 フ1尋司囚 ユ モ刃暑 奨モ叫.

正音 二十八 字 各象 其形 而制之 初 声凡 十七字

牙 音 「 象 舌根 閉喉之 形 舌音L象 舌 附上胯之 形

脣 音 ロ 象 口形 歯音 入 象 歯形 喉 音o象 喉 形 ス橿}

暑叫芒 五 音,ζ 牙 舌脣 齒喉音 別呈 叫 著 フ1薯量スト

「しロ入 ○暑 魁暑銀 ゼ司,。1暑書 呈 早 發音 器官 王

五音

且vesounds

基本字

basicalphabets

象形 内容

representadon

牙 音

velarsound 「
舌根閉喉之形

palate

舌 音

alveolarsound し
舌附上胯之形

palate

脣音
bilabialsound 口

ロ形

mouth

齒音
dentalsound 入

齒形
teeth

喉音

glottalsound ○
喉形

gullet

表1子 音の 基本字

TablelThebasicelementsfortheconsonants

丑1ス ト舍9171暑 ス干

陰陽別
Yinand

Yang

基 本 字

basic

alphabets

字形
Form

象 形 内容

Represen-

tation

陽

廿1ebright

(Yang)

●

天圓

Roundness
象乎天
Heaven

陰

thedark

(Yin)
一

地 平

Horizon-

tality

辱

象乎地
Earth

1
人立

Vbrticahty
象乎人

Humanity

表2母 音の 基本字

Table2Thebaslcelementsfor止evowels

j王2王 己舍≦身71薯 スト
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官 のか た ちを倣 って作 られ た。[表1]に それ を示劣

母音字 は天地 人 を象形 して基 本字 を作った。[表2]

にそれ を示す。

そ れ で基本 字 は子 音 字が 「コ」「し」「ロ」「入」「o」

の五つ の字 で あ り母音 字 は 「・」L」 「1」の三つ の

字 であ る。この8字 の形態 上の特 徴 を挙 げれば次 の

よう.にな る。

第一 に、 基 本要 素の 「・」L」 「1」「/」「＼」「○」

の 六種 全 て は線 と点 と円で 成 り立 つ。 特 に母 音 字

は 「・」L」[」 の線 と点 で、そ して子 音字 は、「_」

n」 「/」「＼」「○」の ような線 と円で成 り立 ってい る。

訓民 正 音 の六種 の基 本要 素 とそれ ら相 互 の関係

は二通 りに解釈 で きる。一 つは複 数線 の合成 で、も

う一 つ は特 定 の一本 の線 の変形 とい う解釈 であ る。

例 えば 「「」は、「二 」と「1」、「L」は、「1」とL.」 、

「ノ・」は、「/」 と 「＼」、「ロ」は、「1、_、1、_」 の

順 次的 な合成 とも見 られ る。また一本 の線 の変形 と

解釈 す る こ ともで きる。 特 に後者 の解釈 は、漢字 が

成 り立 つ法則 を説 明 した中 国の鄭樵(1104-1162)の

六書 略(通 志 巻34)に 掲載 されてい る、「起 一成 文 図」

で その根 拠 を示す ことがで きる。.この 「起 一成文 図」

に従 って 一つ の基 本 要 素(す なわ ち衡 を意 味 す る

L」)が さ まざま な変 形過程 を経 て多様 な基 本字 に

なる こ とを示 してい る。[図1]

この 「起 一成 文 図」の 内容 に よれ ば、すべ ての基

本 字 は、L」 か ら始 まって、折(正 折 、再折 包含)か

ら始 め て終 わ りに反 で終 わ る。 その 中間過程 で は、

轉 、側 、邪 な どが あ る。そ して 同一 の方法 を違 う方

法 に また適用 す る ことがで きる。折 、転、側 、邪 の

中 で折 は残 りの もの と対立 す る。す なわ ち折 はL」

を折 るこ とだが 、それ以外 の もの は折 に よって成 り

立 った字 を上 下 または左 右 に 回転 させ て、他 の 字
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repeatingelementshorizontallyandverticallyl

1》SymbolicPictograph

W6canfindouttheevidenceofHangu1's

symbolicallypictographicprincipletheoryin

π1111」m加Cゐ0119α η1.

正 音 二 十 入 字 各 象 其 形 而 制 之 初 声 凡 十 七 字

牙 音 「 象 舌 根 閉 喉 之 形 舌 音L象 舌 附 上 胯 之 形

脣 音 ロ 象 口形 歯 音 入 象 歯 形 喉 音 ○ 象 喉 形

Atthebeginning,「 「」 「L」 「ロ」「入」 「o」

weremadeasfivebasicalphabets;velar,

alveolar,bilabial,dentalandglottalsound.

Thesealphabetscopiedtheshapesofspeech

organsortheiralteration.匚TabIe1]

Vbwelsoriginatedfromcosmology:the

heaven,earthandhumanity.匚Table2]

Thesetwotablesshowthatbasic

consonantsare「 「」 「L」 「ロ」「・入」 「○」,and

voWelsare「 ・」 「_」[」.Characteristicsof

theseKoreanalphabetsshowninthesetables

areasfollows.

First,thebasicconsonantsandvowels

consistofsixbasicelements=「 ・」 「_」[」 「/」

「＼ 」 「○」.V▽bcananalyzetherelationshipsof

thesesixbasicelementswithtwodifferent

ways.Oneiscombinationoflines,theother

beingchangeofform.Forexample,「 コ」isthe

resultofacombinationof「_」and「1」,「 し」is

「1」and「_」,「 入」is「/」and「 ＼ 」,and「 ロ」is

「1」,「_」,「1」,and「_」.Ontheotherhand,all

ofthesecanalsoberesultofsomechangesof

particularbasicelements.Accordingtothe

yむ1ヒsθo遡 左6六 諄 略)whichwaswrittenby
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図1『 起 一成 文図』

FigurelApartofJeong,Cho's6蹟 アθo刀£sθoηg・η1αη一do

ユ 碧1『 フ鬮 想 呈三 』

基 本 字

basic

consonants

加 画 字

newconsonantsby

addh19

異 体 字

variant

consonants

「 ヲ ○

し 匸 匸三
,

己

口 日 立,

入 ス ズ
,

△

○ て∫ 言,

表3子 音 の変形 過程

Talbe3Theconsonants'modificationprocess

丑3ス}含 到 遇 碧叫碧
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を作 る方 法 であ る。 この説 明 は訓民 正 音 字母 の基

本字 につ い ての説 明 に符合 す る。

(1)子 音

① 牙 音 「:_を 折 の方 法 で作 る。

② 舌 音 し:_を 折 、反 、転 の三つ の段 階 を経 って

作 る。

③ 脣 音 ロ:_を 方繞合 の方法 で作 る。

④ 齒音 入:_を 正 折の方 法 で作 る。

⑤ 喉音 ○:_を 円繞 合 の方法 で作 る。

(2)母 音

① 天:與_偶

② 地_:衡

③ 人1:從

結局 、訓民 正音 の基本 字 は、線形 を変形 させ て作

った と解 釈 で き、漢字 を作 る原 理 の 「象 形」の原理

に も、その ま ま符合 す る。

第二 に 、「_」 と「1」が合 成 されて 文字 が構 成 さ

れ る時に 「_」と「1」の長 さが 同一 にな る ようにす

る。例 え ば 「「 」の 「_」と「1」は、元 来そ の長 さが

同一 で この原理 では 「ロ」は、元 来 は正 方形 に なる。

しか し「匸」「己」「え」「言」は例 外 で ある。その 理 由

は後述 す る。

第 三 に、「1」 と 「_」 を合 成す る.時に は常 に 「1」

は 「_」の中央 部で接 合す る。

2》 加 画

子音 字 は、基本 字 を基 にして 画 を加 え るほ ど強 い

音 にな る。 この方法 によって他 の子音 字 を作 った。

これ を[表3]に 示 す。

この ように訓民正音 の子音字 は、基本 子音5字 「「」

「し」「ロ」「入」「○」以外 に「ヲ」「匸」「E」「日」「五」「ス」

「す」「司 の9個 と異体 字(た だ し形 態 的に は加 画 に

よるように見 られ る)3個 「。」「司 「△」を合 わせ て
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Jeong,Cho(1104-1162,Chinese),oneline

becomesanotheroneoranalphabetthrough

theごhangingform.[Figure1]Inapartof

y歓sθorア 盈(=六 書 略},Jeong,Chowrotethat

everybasicelementbeginswith「_」andit

adoptssomemethodsforchangingformsuch

asbendingorrolling.Andthesecanbeused

foreachcasetwiceormore.Inotherwords,

`bending'meanstobend「
_」and`rolling'isto

overturnbasicelements,topandbottomor

rightandleft,forchangingtheirform.

(1)Consonants

①V61arsound「 「」:tobendL」

②Alveolarsound「L」:tobendL」ortoroll

「■

③Bilabialsound「 ロ」:tocombine「 」inorder

④Dentalsound「 入」:tobendL」

symmetriCally

⑤Glottalsound「 ○」:tocircle「 」

(2)Vbwels

①Heaven「 ・」

②Earth「 」:balance

③Humanity「1」:subordination

Ultimately,wewouldknowthat

Hunminchongum'salphabetsforbasic

consonantsandvowelsweremadeby

changingform.Itiscoincidencewiththe

methodsformakingbasicelementsofChinese

characters.

Secondly,whenL」combineswith[」to

makealphabet,thesetwoelementsshould

havesamelength:thelengthof「 「」and「 ロ」's
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(1)子 音

① 牙音 「:_暑 折釧 曽 唱彑呈 耻暑匸}.
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⑤ 喉音o:_暑 繞合 之 圓到 唐唱彑弖 蚣 暑叫,

(2)母 音

① 天:與_偶

② 地_:衡

③ 人1:從
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図2子 音

Figure2

Thealphabetsfor

consonants

ユ碧2ス 陪 一

図3母 音

Figure3

Theletterforms

ofvowels

ユ 翹3昆 音
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計17字 で ある。創 製 当時 の これ らの子音 字 は[図2]

で あ る。

3》 合成

母音 字 は、お互 い に違 う基本 字 を合 成 して作 る。

基本 字 であ る「・」「 」「1」を合 成 して 「亠」「月 「丁」

「刊 を作 り、また これ らを土 台に して 「。⊥」障 」「Tr」

厂判 を作 った。これ らを補 うと[表4]と 匸表5]の よ

うにな る。

そ して訓民 正音 の母音 字 は、基 本母 音3字C、_、

1)以 外 に 「亠 、ト、丁、!、 皿 、㌃、Tr、河」の8字 を

合 して計11字 で ある。 これ らの創製 当時 の姿 を見

れ ば[図3]と な る。

4》 並 書 と連書

各 基 本 字 は左右 と上 下 で合 成 で きる よ うに して

あ り、左右 で合 成 された一 字 を竝 書 と言って、上 下

で合 成 された一 字 は連書 と言 う。そ して左右 で 同一

な一 字 を合 成 した こ とを各 自竝 書 と言って 、他 の子

音字 か ら合成 した こ とを合 用竝 書 と言 う。これを補

うと[表6]の ようにな る。

2.字 倣 古篆

『字倣古 篆』で 「古 篆」は、「古之篆 文」で あ る。篆

書 は、昔の 書体 であ るか ら古 篆 として 呼ぶ。漢 字の

書体 中 でマ番 古い ことであ り、多 くの時代 を経 って

来 た ので 同一 な意 味 を持 った 漢字 に多様 な書体 が

あ る こ とが、その特徴 で あ る。 また どん な意味 を持

った一つ の篆書 で も、他 の意 味 を持 った他 の篆書 を

生成 す る時 にも、その書 体上 でお 互い に連関 を持 っ

て成 り立っ 。

その ような ことで篆書 を生 成す る方 法 は非常 に多

様 であ る。篆 書で 多様 な他 の字 を作 り出す 方法 は、

鄭樵 の 「因文 成象 図 」に具 体 的 に提 示 され てい る。
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eachlineisallthesame.Thesearesome

exceptionalcases:「 匸 」 「己 」 「ヌ 」and「 言」.

Finally,when「_」combineswith目 」to

makealphabet,thesetwoelementsconnect

eachotherattheircenter.

2》AddingLines

Consonantscanbeconvertedintothoseof

strongersoundbyaddinglines.[Table3]

Therefore,Hunminchongumhadtotally17

consonants:fivebasicconsonants,ninenew

consonantsbyaddinglinesandthreevariant

consonants.[Figure2]

3》Combination

Vbwelswerelnade.bythecombinationof

basicelements.Aswementioned,thebasic

elementsare「 ・」 「_」and「1」.W6canmake

newalphabetforvowelsfromthesebasic

elements:「 亠 」 「H「 「一」 臼 」,andanotherset

ofnewalphabetforvowelsfinallycamefrom

these:』 」「月 』 」 「『」.[Table4]and[Table5]

Asshownabove,Hunminchongumhas

totallyllvowels:threebasicvowelsandeight

newalphabetsbycombination.[Figure3]is

theletterformsofvowelswhenHunmin-

chongumwasinvented.

4》ParallelWritingandLayeredWriting

Eachbasicconsonantcanbecombined,

rightandleftortopandbottom.Itnamed

`parallelwriting'tocombineconsonantsright

andleft.Anditiscalledas`layeredwriting'to

combineconsonantstopandbottom.

[Table6]



・1亡}痿}刈 喝 入國 ・1量 ス國:… 正告 暑 旦 ・1唱[ユ 唱

2]舛 社 叫.

3》 合 成

旦含 暑 ス㍗芒 刈 呈 叫 喜71薯 ス}暑{}脅 想 司一司 耻 暑

銀 叫.7ト 巳ス}剋`㌧_ド 暑 脅層 司司`亠 汗,「 「,!'

暑 只}暑:丑,匸}入1。】`亠,LT,!'暑 弖 司 弖 司・(月`。⊥

,ト,T下,『'モ ≡…・只}暑銀 匸斗.01暑 旦011芒L[豆4][豆5]9十

港 叫,

ユ 司 司一(目喜 剋 層 苦91呈 音 薯71薯 呈 告3ス 干(・_

1)o圍611`亠 ㍗ 丁!ユ ⊥1π1'918叫 暑 脅 朗

呈 早11埼o忙}.01憙91蒸}刈 喝 入191呈 告 暑 旦01項

Eユ 弔3]叫 壱1斗.

4》 竝 書 舛 連 書

4フ1薯 ス辛暑 薯 料 ♀ 蚪 杢}司一呈 脅 碧 蛩 彳:銀 王 薯

尋 蝕ゼ 日L…斗♀ 弖 脅 相 を 暑 ス匿 囎 刈 叫 ユ 司ユ,磐

司一弖 脅 碧 尋 量 ス片 ∋蓮 書 叫 ユ 司一蝕 τ主 ユ 司:丑 料 ♀

呈 暑 望 畫 量 ス干暑 脅 層 を 須 暑Z}ス ト囓 刈 叫 ユ 苛 ユ

叫 喜 君 含 量 涛 暑 臂 層 妊 環 暑 碧 菩 囎 刈 叫 ユ 荳}1斗.

01暑 旦01唱[豆6]斗 壱 叫 .

2.字 倣 古篆

`字倣古 篆'司囚`古 篆'薯`古 之篆文'。1τ斗
.篆 書

ゼ 唄せ到 書體 。171四 是朔 古篆 。1叫ヱ 早 暑叫.を

ス圍 刈 刈 号蚓刈7楼}皇 謝宅 型彑弖,司 司 入1司暑

囲刈 象71囲 呈州 号望妊 釧ロ1暑 竍奄 憩ス回1叫 磐

を 刈 刈フト銀セ 型。1ユ 号 を。1亡L讐 耻 叫司叫 明望

斜司暑 竚苓 滸し十91篆 書 州刈 叫 喜91司 暑 升 盈1斗

喜 週刈 暑 想碧胡 豐 瑚州呈 ユ ・H刈葱(r1刈 刈呈q

晝暑 ス干L掴01早(月 剤叫.

ユ 司刈 週刈暑 想相胡 珊 セ 曽唱 。1剛 ♀ 叫(ま司一

叫,冠 刈 叫 列 叫(ま量 叫喜 量ス陪 耻 暑(朝 モ 量唱

薯 鄭樵 到`因 文成象 圖'朔 子 刈瑚彑呈 刈 入国(『 銀

初出字 製字基準
firstalphabetgroupfor combinationmethods

vowelS 刈ス}71歪
左吾ス干

「亠 」 「・」+「_」
・朔し 暑 日 司・(肩耻 言

「ト」 「1」+「 ・」

回 レ 含司 司一司 マ培

「「「」 「_」+「 ・」

_司 レ 暑q司 一(目1丑暑

「刊 「・」+目 」

酬11司 掛(月 只}{}

表4母 音 の1次 合成 過程

Table4Thefirstcombinationofvowels

丑4玉L含 釧1ヌ}脅 ・冒斗 碧

再 出字

secondalphabetgroupfor

vowelS

瑚 苦 埒

製字基準

combinationmethods

刈 スレ1歪

「ユ 」 「亠 」+rl」

亠 司1〕暑 司 さ}(月1丑晋

「妻」
「臼+rD

}明口 暑 司 司一(月耻 音

「π 」
「「「」+「1」

丁 司B暑 司 さ}(躯}暑

目 」
日 」+「1」

1酬 暑 司古圍1丑 暑

表5母 音の2次 合成 過程

Table5Thesecondcombinationofvowels

丑5呈 舍到2ス}鴦}層 斗 碧
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これ は、「文 」か ら 「象 」を成 す法 則 であ る。す なわ

ち一つ の 「文 」か ら他 の 文字 を作 って行 く過 程 を説

明 したの であ る。 「因文 成象 圖 」の内容 を見 せ れば

[図4]の ようであ る。

この記述 に よれば 一つ の篆 書 か ら他 の篆書 を作

って行 く方 法 に は、20種 類 にな る多 様 な方法 が あ

るこ とが わか る。

① 到 ② 反 ③ 向 ④ 相 向 ⑤ 相背 ⑥ 相 背 向 ⑦ 近

⑧ 遠 ⑨ 加 ⑩ 減 ⑪ 微 加減 ⑫ 上 ⑬ 下 ⑭ 中 ⑮ 方

圓 ⑯ 曲直 ⑰ 離 合 ⑱ 從衡 ⑲ 順逆 ⑳ 内外 中間

上 の方 法の 中 で訓 民正 音 の製 字 原理 と関連 した

方法 として、母 音 は 「到、反 、相 向、相 背、相 背 向」な

どであ り、 子音 と関連 す る方 法 は 「加」 と 「微 加 減」

の方 法で解 釈 で きる。 母音 の 「到 」と「反」の例 を挙

げれば次 の ようであ る。

例 えば、到:亠 ←・丁 、ユ ・→rT等 反 汁 ←・!、

㌃一 『 等

「加」は非常 に幅広 い概念 で使用 され るこ とで、画

を加 え る こと と文 字 が並 列 に なる こ とをすべ て包

含 す る。上 下 で は、 画 を加 えて左 右 で は、 同一 な

一字 を添加 させ る
。 従 って一つ の画 を加 えることも

「加 」であ り、同一 な一字 を重畳 させ る こ とも「加」で

ある。

訓 民正音 の加 画法お よび合成、.並書 お よび連 書法

と漢字 篆書 の 「加」の方法 を比較 して見 る と訓民 正音

の製字 方式が もっとも精密 であ り、また体 系 的である

こ とがわか る。

この ような原 理 に よって 訓民 正音 の子 音 字17字

の、加 画 法 を精密 に検 討 して見 れ ば何 種類 かの特 徴

が現 れ る。即 ち:

① 基本 字母 「『1、し、ロ、入、○」の上 、下 、中 に加 画

す る。
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2.HunminchongumandJeonseo

Jeonseoisanancientscriptalsocalled

Kojeoninabookノ 訪a118左qノ θ011(字 倣 古 篆).It

istheoldestscriptofChinesecharacters.

Therefore,Jeonseohas .manydifferentscripts

againstsameletters.Inaddition,whenaletter

ofJeonseochangedintotoanotherform,it

keptrelationshipswitheachotherinscript.

Consequently,thereareplentyofdifferent

waystomakeJeonseo.Jeong,Choconcretely

showedthesedifferentwaysthroughhis

book.Wbwouldknowthatitistheprocessto

makeanewletterfromotherlettersina

sentence.[Figur64]Accordingtotheabove

1か1ηαη一sθoη」9Lsa119一ゴo,therearetwenty

differentmethodstomake(atypeof).Jeonseo

fromanother:① 到 ② 反 ③ 向 ④ 相 向 ⑤ 相

背 ⑥ 相 背 向 ⑦ 近 ⑧ 遠 ⑨ 加 ⑩ 減 ⑪ 微 加

減 ⑫ 上 ⑬ 下 ⑭ 中 ⑮ 方 圓 ⑯ 曲 直 ⑰ 離洽 ⑱ 從

衡 ⑲ 順 逆 ⑳ 内 外 中 間

Amongthesemethods,`到,反,相 向,相 背,相

背 向'arerelatedwithcreatingprincipleof

vowelsand`加,微 加 減'areconnectedwith

makingPrincipleofconsonantsin

Hunminchongum.

Forexample,到:「 」_←今「「」 「ユ ・→ π 」,反:「}

←・1」 硅 ←・『」.Adding(加)referswidely

sinceitcontainsconceptsofaddinglinesand

ofparallelwriting.Itmeansthatwecanadd

linestopandbottomoraddsamelettersright

andIeft.Asaresult,theabovetwodifferent

ways,addinglinesandaddingsameletters,

'
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噸醐囎

叫.01薬 舎`文'彑 呈 早司`象'{}01早 セ 咽司01τ}

.斉 司一耳 到`文'彑 弖早司 匸斗喜 文字 暑 魁暑 明 竚セ

斗碧 含 翌 喝を 型 。1叫.咽 文 成象 圖'釧 唄 暑含 旦

01只ユ[こユi召4]斗 社匸于.

。171舍 司1到 司・望 司一琲 潮 週刈呈 早司1斗 忌 週刈

暑 吐 暑(判7トと 曽唱叫 ビ207}ス1L}羽 モ 匸}`毅}臂

唱 。1銀 呂 暑 曁 午 銀叫.

① 到 ② 反 ③ 向 ④ 相 向 ⑤ 相背 ⑥ 相 背 向 ⑦ 近

⑧ 遠 ⑨ 加 ⑩ 減 ⑪ 微 加減 ⑫ 上 ⑬ 下 ⑭ 中 ⑮ 方

圓 ⑯ 曲直 ⑰ 離 合 ⑱ 從衡 ⑲ 順 逆 ⑳ 内外 中 間

羽到 噛 唱 秀司囚 書赳層含 釧 刈スド君司斗q晝 宅

唐唱喜 里 呂9`到,反,相 向,相 背,相 背 向'号 ・1明,

スト音 斗 望晝宅 唐唱舎`加'叫`微 加 減'到 方法 彑呈

胡翌 思叫,呈 音 釧`到'蚪`反'到 叫暑 暑屯 叫名・叫

壱{斗.

Figure4

到:亠 ・→丁、醤 ←・「↑ 号 反:}← ・!、㌃・→ 『 号

`加'セ 剛♀ 昇 翻舎7刊層彑
,呈 入}暑珂セ 唄01(『刈

劃暑 司苛 ゼ 裂:叫 量ス}暑。1囎 翌珂セ 裂書 叫 亙 哲

駐叫,甘 司呈 セ 碧 暑 司司ユ,料 ♀ 弖モ 暑望奄 晋 ス干

合成の方 向

direction

左右

lightandleft

上下

topandbottom

名称

name

竝 書
.parallelwriting

連 書

layeredwriting

分 類

ClaSSi丘CatiOn

各 自竝 書

combiningofsame

elements

合 用 竝 書

combiningofdifferent

elements

子音の屬性

attributionofelements

同一な文字

samealphabet

相異な文字

differentalphabet

相異 な文字

differenta豆phabet

合 成 され た文 字 数

numberofcombining

elements

二字合用

twO

二字合用

twO

三字合用

three

二字連書

twO

例

examples
フコ 匸し 廿日 从 巫 古吝

入1入 匸 入日 巫

日匸 廿天
脚1に 思 吾 響9

各文字の大 きさ

sizeofelements

大 きさ同一

same

大 きさ 同一

same

大 きさ同一

same

下字が上字の半分

lowersarehalfoftheuppers

6ス ト舍斜 響層竍層ThecombinadonofconsonantsTable6表6子 音の合成過程
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② 加 画は横 にす る方法 と縦 にす る方法 があ る。

③ 横 で加 画す る場合 に は既 存 の線 の大 き さぐ らい

にし、加 画 を一つ の反面 に縦で す る場 合 には既存 の

線 の長 さに比べ て半分 だ けを加画 す る。 これ は、い

わ ゆる 「微加 減法 」に基 因す る ものであ る。

こ の ような加 画法 の 性 質 に よって再 区分 す れ ば

[表7]の ようであ る。

この子音 字の 中で特 別 に作 ったの は、「日、立」と

「已、△、。」で ある。「日」は 「ロ」で縦 画の上 の二 つ

の頂点 を上 に加 画 した こ とで、二 回加 画 した こ とに

な る。「エ」は 「日」を下 に.二つ の縦 線 を加 画 した後 、

右(ま た は左)に90度 回転 させ て作 った ものであ る。

これ を 「則 の ように作 らない で 「エ」としたの は、た

ぶ ん字体 の 安定 を考 えた と解釈 で きる。「己、△、。」

は、基本 字 「し、ノ・、○」を加 画 した と解 釈 で きるが

「L、ノ・、o」 は、既 に加 画字 が あるか ら『訓民 正音解

例 本』の説 明で は、これ らを異体 字 で説明 した よう

に思 われ る。

これ ら加 画 過 程 で 文 字 の 変形 が 起 き る。「コ →

ヲ、入→ ス、o→ 石」な どは、基本 字の 「「、入、o」

に変化 はない が 「L→ 匸、 ロ→ 日」や 厂ヌ、言、。」

な どは線 の長 さに変化 が起 きる。つ ま り「し」に「_」

を加 画す る時 「し」の縦線 の長 さが殆 ど半 で縮 んで

「ロ」で 「日」に加 画す る時 に も「ロ」の左 右 縦線 の長

さまで加画 す るので はな く、そ の縦線 の半 の長 さだ

け加 画す るの であ る。この ような事 実 は「スー→ え」、

「石→ 司 、「○→ 。」で縦 線 の場 合 でも同 じで ある。

それ で今 日で は、この縦線 が まるで頂 点 として認 識

される程 まで短 くなった 。

この ように横加 画線 に比べ 、縦 加画 線 をその長 さ

の半 分程 度 にした こ とは、篆書 の微加 減法 に基 因す

る。微 加 減法 とい うのは、線の 長 さが 短い場 合 は伸
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canbetreatedasadding.

Ifwecomparetheadding,combination,

parallelwritingandlayeredwritingof

HunminchongumwithaddingofJeonseo,we

willfindHunminchongum'soneismore

preciseandconcrete.

Thebelowistheanalysisofaddingmethod

(加)ofHumninchongum's17consonants.

①Addinglinesonthebasicletters(「 「」 「し 」

「ロ」 「入」 「○」)二upside,underandcenter

②Therearetwowaystoaddlines:horizontal

andvertica1

③Whenweaddlineshorizontally,twolines

havesamelength.Butwhenllneisattached

vertically,theaddedlineisonlyhalflengthof

theother(theexistingline).[Table7]

Amongtheseletters,「1ヨ 」 「エ」 「己」 「△」and

「。」arespeciallymade.「 日」comesfrom「 ロ」by

attachingtwostrokesupsideand.twice.「 ユ 」is

derivedfrom「 目」byaddingtwostrokes

downsideandthenrotateatanangleof90

degrees,Itwasdonetogivetheletterforthe

stability,「 ユ」from「 司,insteadof「 用.

W6wouldthinkthat「 司 「△」 「○」comefrom

「L」 「入 」 「o」byaddinglines.However,「 己」 「△」

「o」weretreatedasvariantformsoflettersin

劭 刀1η∫η(カoηgHη2,because「L」 「入 」「o」already

hadnewlettersonthefirstphaseofadding.

V陥ilelettersareontheprocessofadding,

wewillfindchangeformoflettersthemselves.

Forinstance,thereisnochangeintheformof

basicletters(「 「」 「入 」 「○」)inthesecases



暑 智フト入1剋1斗.叫司一刈 司:戴暑 司 司・ゼ 現三`カ 『01

ヱ,暑 望妊 量叫暑 重疊 入1ヲ1告裂三`加'01叫.

薯剋層舍到 加 劃法 喫 脅層,電 刈 喫 連書法:叫 迯

スト篆書到`加 回 唐鵯暑 団:調 φ 旦里 薯剋碧音到

刈1ス隠 剤・1司岳 層 望司一ヱ 王 剥圃 司望暑 望 牛 銀叫.

Ol司 畫 赳司州 到司・唄 喜 剋層音 ス㍗含 量 ス}17ス干

到 加 劃法暑 碧 望苛 川 召 豆苛(目 旦屯 喫 フトス1等 碧

01暑(月 壮 亡辛.斉

①71薯 ス隍(「 し ロ 入o)到 乳 。圏,フ ト畠司 司1

7囘 重}叫.

②7}司 ・巳 フト呈呈 司・芒 磐唱斗 矧呈呈.司÷…磐唱01

銀τ干。

③ 井呈 弖7ト 禦司・セ 眉♀・r1ゼ71善 到 翹 到 ヨ.71吐

吾 フ囘 含 尋 魁唱 剣 列 呈弖 フ囲 書 司一モ…瑁♀司ド∋

71髻 到 旭 召01(川 司胡 耻魁 竚司司・ユ 銀τ斗.01誤 薯

杢潮`微 加減 法'則71勉 滸 セ 摂。1叫.

01斗 看薯7}周 唱到 想 虐州 叫 叫 刈〒・呈司・里[丑7]

斗 社叫.

01ス干告 音スト吾州衵 与01司 ・711只}芒型・巳 日 ユ:叫

已 △ 。 。1叫.日 薯 ロ 司囚 補呈 禦到 潮 早 尋ス匿

剿 呈 フ国 邊 誤01(日刈,早 剋7ト 斜重}喫01用,ユ ・皀

基本字basicletters 「 し 口 入 ○

1次 加画字firstadd 匸 匸 日 ス 万

上 に加画

upside

横horizontal 匸 ス す

縦vertical 已 日. え o 言

中に加画

center

横horizontaI ヲ E

縦vertical

下 に加画

under

横horizontal △

縦vertical
月

(ユ)

重畳double フ] しレ,しし 日u 从,フ叭 00さ 古,

表7子 音の 変形Table7Theconsonants'modification丑7ス 陪 到 週碧
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ば して長 い場 合 は減 らす こ とを言 う。この ような微

加 減 法 を利 用 した字形 はそ れぞ れ並 書 で 明確 に現

われ る。Dコ 、じ匸、旧日、巫」の横線 の 長 さを半程 度 に

減 ら したの であ る。 創製 当時 の各 自並書 の形 を示

せ ば[図5]で あ る。

この ような方 法 は漢 字篆 書 を作 る方式 と同 じで

あ り、訓民 正音 の製字原 理 を 「字倣古 篆」と呼 ん だ理

由で ある。

lll.ハ ン グル音 節文 字の 構成

ハ ングルは他 の文字 に比 して多 くの長所 を持 って

い る。ハ ングルの 特性 に よ る長 所 を提 示 す る と次

の ようにな る。

① ハ ングル字形 は単純 で あ る。

② ハ ングル は横 書 きと縦書 きが 自由にで きる。

③ ハ ングルは線 形 や字 母 の合 成 が非 常 に規 則 的 で

あ る。

④ 各 字母 が一 つ の音節 字 の 中で 占め る空 間的 位置

も非常 に規則 的 に配分 され る。

① ② ③ のようなハ ングル の特 性 か ら④ が 可 能 に

なったので ある。

ハ ングル字 母 は初 声、中声 、終声 の字母(基 本字)

があ るため 一つ の音節字 を書 くに は、初声 と終 声 で

は子音 の字母 を、中声 では母音 を使 い、終 声 は任 意

だが 初声 と中声 は必 ず必 要 で あ る。 それ で音節 字

を構 成 す る方 式 は非常 に規則 的 になる。

ハ ングルはそ の音節 数 が多 くて現代 ハ ングルの音

節 数 は11,172字 に至 るが、この多 数の文字 を構 成す

る空 間的配 分 は何 種類 か に限定 され る。 例 えば一

番 簡単 な構 造で ある 厂7月 か ら複雜 な構造 の 「計」等

に至 るまでその構成 は非常 に限定 的 と言 える。即 ち
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(「 「 → ヲ」 「入 → ス 」 「o一→石 」).Butwewillfind

changedlengthoflinesinthesecases(「L→

匸」 「1コー→ 日」 「ス → ヌ」 「石 → 司 「○→ 。 」) .In

otherwords,whenweadd厂_」on「 し」,the

verticallineof「L」willbeahalf.Andwhen

「ロ」shiftsinto「 日」,thehalfstrokeswillbe

addedon「 ロ 」verticallylUndoubtedly,「 ス ー→

え」 「石 → 司 「○ → 。 」aresamekindofchange.

Asaresult,inthesecases,averticallineon

thetopisconsideredasadotinmodern

Hangu1.

ItoriginatedfromaJeonseo'sprinciple(微 加

減)toaddahalfverticalIineonahorizontal

line.微 加 減meanstostretchtheshortline

buttoshortenthelongone.Parallelwriting

showsthesecases.[Figure5]isapictureof

parallelwritingwhenHunminchongumwas

invented.

Therefore,wewouldsayHunminchongum

andJeonseosharesameprinciplesof

increasingletters.

lll.TheSyllableStructureofHangul

Hangulhasplentyofexcellencescompared

withotherletters

①LetterformsofHangulareverysimple

②Flexibilityofverticalandhorizontalwriting

③LetterformsandcombinationofHangulare

systematic

④Eachconsonantandvowelisorganized

systematicallywithinonesyllabic.



日 音o團 呈 早 λ1隍・ヨ音ヲ 圉 羣}1斗{}♀(圧 セ 司一)

呈90三 司 週入囲 只}薯梨01叫.01ろ1暑 月91呈(蓼 彑

呈 耻暑ス1緜ヱ 立 彑呈 望彑呈 者司・列 ユ 彑弖 耻 暑

唄舎Oト叫呈 暑・スレ刈91獣 層音 剰 重}現彑弖 胡司宅1斗

.己 △ 。 薯71薯 ス}L入 。暑 フ圏 尋 表彑呈 胡司

琶 午 銀彑耳 ・1ロ1し 入o名7圉 叫フ㍗銀71叫 呈

叫 を剋碧 含 洲 劃薯到 翌 噌d囚 ゼ01暑 暑 異體字弖

翌 瑁司7ろ!彑呈 皇臼1{斗。

ユ 遇司 ・ト旨7國 コ困 叫 列 呈ス圍 遇碧・1望(月

壮τ}.「 → ヲ,入 → ス,o→ 万 号・971薯 量井

勉 「 入 ○ 州 遇 竍フト叡ス1蛙L→ 匸,ロ → 日 号

斗 え 言 。 号書 旭釧 裂 。1。刊遇蚪プレ望司壮珠 斉

し 司1_暑7圉 量 剛 し 釧 衵1呈・割 召・17ト円到

耻彑呈 耋}司暑ロ1ロ 朔刈 日 彑 弖7ト碧 重 明(¶呈 ロ

釧 料 ♀ 列 呈翌到 裡。1耻吾 フ國 を 顔。10干日叫 ユ

刈1弖・租91囂}魁 吾一マ}7国 重}じド… 召01τ斗.01斗 社・9

入ト笹薯 ス → ヌ ,石 → 句o→ 。司囚 矧呈冠到

眉♀(羽玉三ロ}茎}7}ス101匸斗.ユ己羽・列 一皇昔1まoη莞三 〇1刈1弖

翹。1・國 昇ス困 彑 弖q司 思 層三 呈 奮。困 叫.

01ズ1モ召 フト呈 力口畫り線 ・川 司司1ス刊呈71一碧 杢1{}ユ そ1

01到 魁 碧三 呈 を 誤舎 週刈到 微加減 法朔 フ1q司 「

τ斗.微加減法 薯 組釧 召 。17ト智 舎 摂薯 昔 。1ユ辺 ろ!

芒 苦。1セ 型書 畳掛 フ1口1呈。1叫.。1斗 壱薯 微 加減

法含 ・1暑冠 ス鬥 芒4ス 憎 λ1・川刈 号 瑁司囲1斗 抖壮

1斗.コ1匹 聞 巫 釧 フ}呈翌釧 碧01暑 耻 層王 弖 吾 望

薬・1可.を 刈 夏}入圍 叫ス憎 刈到 呈告暑 皇 。惶i[ユ

弔5]斗 を叫.

。1斜 壱・9曽 唱。障}スト道刈暑 魁三芒 磐司斗 看

叫 ヱ 司一(目喜 剋層告 釧 刈スト翹司暑`字 倣古篆'。1叫

ユ 薈 誤 皇呈 司司宅叫.

刀 皿 日日 从 巫 古古

「11二匸uuAA 枋
図5子 音

Figure5Theconsonants

ユ 弔5ス}音

コ }

事

入

「

日

}

「

「

亠

已

「

T

「已

「

T

コ匚

表8文 字 の構 成

Table8Theletters'compositlon

丑8量 ス圍 干 ・ぱ
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「フ干」・「劑 ・「斗」・「蝨」・「暑」・「滸」、「哥」な どは、次

の ような構造 を持つ とい うこ とが で きる。[表8]

左 右 上下 の対 称 は た い てい2分 法 や3分 法 に よ

る。例 えば 「7Hは 横 の2分 法 、「暑 」は縦 の3分 法 で、

そ して 「4」は縦 に2分 した後 に上部 をさ らに2分 法

した図形 学的 な区分 にな るので ある。世界 の どの よ

うな文 字 をみ て も字母 の 配 分が この ように一 定 な

原則 に より成 り立 つ こ とはない。

lV.ハ ン グル運 用方 法 の変 遷

訓民 正 音 が創 製 され てか ら現 在 に至 る までハ ン

グルの 運用 方 式 は次 の よ うない くつ か の特 徴 を保

ち なが ら変遷 して きた。

1》 「縦書 きで分 かち書 きしない」か ら「横書 きで分

か ち書 き」に

訓民 正 音が 創 製 され た15世 紀 のハ ングルは縦 書

き方式 であ った。 しか も文 字 と文 字 の問 には何 の空

間 も置 かず(即 ち分 か ち書 きで はな く)続け て書 く方

式 だった。19世 紀 末 に なって横 書 き と分 か ち書 き

を始 め てか ら最 近 にな って これ が ほ ぼ標 準化 され

た。

2》 ハ ングル字母 の書体 変化

ハ ングル字 母 は今 日創 製 当時 の基 本 的 な線 をそ

の まま維持 してい る。 しか し、実際 に は創 製 当時の

姿 をその ま ま維 持 してい る とは言 えない。

前述 した ように訓民 正音 の各 字母 は全部 厂_、!、

/、＼、o」 の六つ の点 と線 で構 成 され てい る。 これ

らは創 製 当時 には 「O」を除 いて は皆 直線 で あった。

しか しそ の字 母 が 置か れ る位 置 に よって次 第 に直

線が 曲線へ と変化 した。 代 表 的 なものが 「7月 の 中

の 「「」 と言 え るだろ う。 もち ろん これ は母音 字 の
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Hangul'sgoodpointsof① ② ③enabled④.

Hangurssyllablεisdividedintothreeparts:

initialconsonant,peakvowelandfinal

consonant.Finalconsonantwasnot

separatelycreatedandbothinidaland丘nal

consonantswerechosenfromthesame

numbersofconsonants.Thisisthebasic

frameworkofHangul.

AlthoughmodernHangulhas11,172

pre-composedcharacters,theseareorganized

methodicallyandsystematicallyレForexample,

「誹己コ」seems阻orecomplicatedthan「 フHbutboth

haマethesamestructuralrule:「7}」 「叫 」 「翊

「設 」 「舌 」 「云 」 「計 」.[Table8]

Eachletterisorderlydividedintotwoor

threeparts.Wehardly且ndanyotherletter

arrangedbysuchsystematicrulesasHangul

inthisworld.

1V.TheChangeofApPlicationMethods

ofHangul

Hangul'sapplicationmethodshave

graduallychanged,1ikethebelow.

1》Fromverticalwdtingandnonspacingwords

tohorizontalwritingandspacingwords

WhenHunminchongumwasinventedinthe

15thcentury,itwaswrittenverticallylAnd

peopledidn'tputspacebetweenletters.But

horizontalwritingandspacingwordsappeared

fr6mthelate19thcenturyandthesewere

standardizedrecently」



lll.琶 晋 暑 馨 晋 入191〒 ・想

憩暑書 τ斗喜 暑叫 州 司司・(月穏喜 を召 音 ス1日ユ

銀τ斗.荳}音q昇 碧 胡1叫喜 看石{}刈 入1重}τ斗屯 匸}含

斗 召暑 裂ol叫.

① 邊量 字形 。1.吐を 司・叫.

② を暑薯7}弖 埜71斗 列呈 埜7】7B干 一昇暑 叫.

③ 載量釧 線形暑。1耳ス樟 到 脅・習・1・刊♀ テ 司零。1叫。

④ 叫 ス干旦 竚 遇 音租 量叫 舎司1刈 竍ズ1滸セ 号社瑚

斜ヌ1三・刊♀ 子 司刃彑呈 州 甚週1斗.

①②③ 斗 社薯 を量潮 哥層 彑呈 勉 糾明 ④ フ辛7}

皆司「型。1叫.

妊量 叫呈ゼ 初聲,中 聲,終 聲 ス牛呈 升 銀芒口1,載

音 翌詈スト暑 晉列 銀(日刈 晉梱 ス}呈ゼ 丕想 スト旦暑

叫 入1埜 叫 晉・鬯喜(召 斗 祠・1ス1マ}主・宮叫 苦層舎 碧

望零・1叫.ユ 司・日 含逗 暑ス陪 子碧 司一セ 唐剤 。1剛

♀ 子 司項01叫.

畫者薯 ユ 音節數 竚 毘・囚 竜 司謁暑釧 苦 哩・午竍

11,172ス干(川oL弖ズ1只},01踏 ・9モ}ス㍗暑 こ子ノ目司一モ∋暑

社 瑚 剛甚喜 喫7トス1呈 尋碧望 牛 銀叫.(司週翊 竍を

社 吐尋 子丕剋 ツγ呈 早司 昇看 荳}子丕q`計'暑 州

・1旦フ1刀}ス1ユ子・習舎 ・刊♀ 妊碧瑚 ・1叫ヱ 跫 午i萩

叫 。誓 フγ,`4',`:叫',`猷',`暑',`舌',`計'号 薯

叫 苦斗 を薯 早 丕暑 フ}萢叫ヱ 墾 牛 銀叫.[豆8]

糾♀ 量 苛釧 司碧喜 翊川2分 法。1耳3分 法叫q

聾 叫。(潮霾司`7}'ゼ 竚弖弖2分 法 彑呈,`暑'{≧ 刈1

弖 呈3分 法 彑弖,ユ 司ヱ`zγ 薯 舶入1補 呈呈2分 尋

裂 司囚 畏 早 甚暑 叫入12分 法 皇呈 圖形學 的彑呈 區

分 。1倒セ 誤。1叫.矧 刃1釧(月と 量スト三 字母到 配分

・】一 定琶 原則 叫 依胡 。1早(判ス1芒 畷書 暑 牛 叡セ

型 。1叫.

聡野 鯉 16世紀 17世紀 18世紀 19世紀

'7ト回 」「' 「 つ つ つ フフ,

図6「 フ刊 の 「「」の変遷

Figure6Thechangeof「 「」in「フ}」
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図7『 月 印釋譜 』の韓 国語表 記部分

Figure7KoreanTranscdptionof防 万ηseo左bo

ユ 碧7『 型望 揖豆』到 邊号酬 丑71早 甚
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配列 位 置 に よって音 節文 字 の全 体 的 な調和 を図 る

ためにで きた結 果で あ る。 そ れだ けで はな く、文 字

を書 く道 具 と方 法 の変 化 で 成 され た もの だ と も考

え られ る。 実際 に 「7Hの 中の 「「」の時代 別変遷 相

を見 ると[図6]の ようにな る。

3》 一文献 に一 つのハ ングル書体

[図7]と[図8]の ように訓民 正音 の創製 当時 には

韓 国語 と外 国語 を異 なる書 体 で表 記 した こ とが あ

るσ

しか し20世 紀 以前 のハ ングル文 献 には、大 部分 の

一 文献 に使 用 され て い るハ ングル書 体 が 一種 類 と

い うのが特 徴 であ った。 今 月 の ようにパ ソコン上 で

多様 な書体 を 自由 に選択 して駆 使 で きたの で はな

く、 あ る書 芸家 の文字 を板 下 にして活 字本(金 属 活

字本 あ るい は木 活字本 な ど)ま たは木版 本 を製作 し

ていた ため この ような現象 は必然 的で あった 。一文

献 でハ ングル書 体 を単一 化 させ た の は印刷 術 とも

関連 してい る。 しか し、そ れがそ の 当時 、本の 製作

者 た ちの 一貫 した 意識 でもあ った。本の体 裁 を単純

化 しようとしたの は、 当時の 文献編 集者 た ちが ハ ン

グル の意 思伝 達 以外 の機 能 につ い て認 識 して い な

かった こ.とを表 明す るこ とであ るの だ。一 文献 に多

様 な書体 が使 用 され始 め たの は20世 紀初 めの こと

であ る。

4》 ハ ングルの大 きさ及 び太 さの変化 にお ける

文 書 の性 格 区分

一 文献 に使 用 され た 同一書 体 の ハ ング ルを大 き

さお よび 太 さに だけ差 をお いて 文書 の性 格 を区分

す る こ ともあった。 本文 よりは註釈 部分 を、漢 字 に

つ け るル ビを、 そ して漢文 の文章 よりはハ ングルで

書 いた 口訣文字 な どはすべ てハ ングルを小 さ く、画

を細 くして区別 しようとした。
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2》ThechangeofHangulscript

Hangul'sconsonants.andvowelsarestill

maintainingtheoriginalbasiclines.

Butwecanfindthatthesehavebeen

changedlittlebylittle.

Hunminchongllmoriginallyconsistsof「 ・」

L」 「1」 「1」 「＼」 「o」.Whenitwascreated,all

ofthesewereastraightlineexcept「 ○」.But

thesebecameacurvedlinedependingon

writtenposition.「 コ」of「7}」isthetypicalcase。..

Itregardsasaskingforthestabilityand

balanceofletterstochangeline'sshape.

Besides,itwasalsoinflllencedfromchanging

writingtools.[Figure6]

3》Onescriptinonebook

WhenHunminchongumwasinvented,

Koreanlanguagewaswrittenbyadifferent

scriptfromforeignlanguageasfollows

[Figure7]and[Figure8].

Inthesedays,wecanchoosevariousscripts

withoutanydifficultythroughcomputer

technologγButonebookusuallywaswritten

byonlyoneletterformbeforethe20thcentury;

Itwasduetothexylographywhichhada

calligrapher'sscriptasabasis.Inother

words,itrelatedwithtypography;Atthesame

time,bookmakerstriedtouni取scriptinone

booktoo.Inothercircumstances,wewould

saythatthebookmakersonlyfocusedoneasy

informationconveying.Usingdifferent

typefacesinonebookapPearedfromtheearly

20thcent1ユry」
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(1)本 文 と註釈

ハ ングル註 釈文 はハ ングル本 文 に比べ て文 字が小

さく画 が細 い。本文 は一行 に一 文字が 満 ちる ように

した。 これ に比べ 註釈 文 は本文 の一行 を区分線 の

無 い 左 右二 行 に分 け て二 部分 した行 にハ ングル を

一文字 ずつ入 れ た。註 釈文 のハ ングルは幅が 半分 に

なって い るが 、縦 の 長 さは本 文 のハ ングルの長 さ と

同一 であ.った。従って一行 に使用 され た本文 に書 か.

れ たハ ングルの文 字 数 と一 行 に書 か れ た註 釈 文 の

文 字数 は同一 となった のだ。 しか しハ ングルの大 き

さ と太 さに差 をおい た の は文章 あ る いは 文字 の性

格 を区分 しようとした か らであ る。[図9]の ように

『訓 民正音 』(諺解 本)に その例が見 られ る。

(2)漢 字音 につ け るルビ

漢 字 につ け るルビ は各漢 字 の 下 の右 側 に小 さ く

ハ ングルで書 く。しか し17世 紀初 めか らは漢 字の 下.

の中 央 に書 き始 め た。[図7]の 『月 印釋 譜 』に は漢

字 音 につ け るルビが漢 字音 の下 の右 側 に、[図10]

の 『周易 諺解』に は下 の 中に書か れ てい る。

(3)口 訣 字(吐)

漢 字 原文 のハ ング ルロ訣:字は 漢文 の 右下 に小 さ

く書 く。.しか し口訣字 が二 文字 の場合 は右側 か ら左

側 へ と順 序 的 に一文 字 ず つ書 い て三 文字 の場 合 は

右 側 に二文 字、そ して左 側 に一文字 を書 く。 しか し

17世 紀初 頭か らは口訣 字 が一 文字 の時 は漢 文原 文

の中下 に書 く方式 に変 化す る。[図10]の 『周 易 諺

解 』 の漢 文本 文 に口訣 字がハ ングルで書 かれ てい

る。

5》 ハ ングルめ位 置 におけ る文字 の性格 区分

ハ ングルの 配列 位 置 か ら文 字 や文 章 の性 格 を区

分す る こ ともあ った。 即 ち次 の ような特徴 を持 って

文章 を書 くように なった。
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4》Hangu1'ssizeandthicknessfor

expressingdifferences

Itwastriedtoexpressdifferencesthrough

changingsizeorthicknessoflineswithin

sametypeface.

(1)MainTextsandNotes

Hangulnotesaresmallerandthinnerthan

Hangulmailltext.Inmaintext,Ietterswere

fullywrittenontheline(space).Ontheother

hand,innotes,peopledividedlinevertically

andwrotedownlettersonebyone.Noteshad

samelengthoflettersasmaintextbuttheir

breadthsbecameahalfofthem.Asafesult,

bothtypeshadsamenumberoflettersonone

linebuteachletterhaddifferentsizeand

thickness.

Wbcanfindsomeexamplesin

π αηη11ηcho丑8凾 π1η.[Figure9]

(2)Hanja-um(phoneticalreadingofChinese

Character)

Hanla-umwasawritingwaywhichwrote

smallHangullettersontheright・downsideof

Chinesecharacters.Butitchangedtowrite

smallHangullettersonthecenter-downside

ofChinesecharactersfromtheearly17th

centurylHanja-umwaswrittenonright-down

sideinWb1加sθo左 わo[Figure7].Butitwas

writtenoncenter-do㎜sideinル 脚o左 一θo伽 θ

[Figure10].

(3)Kugyelja(To)(Hangulphoneticletters

correspondingtoChinesecharacters)

Kugyeljawasawritingwaywhichwrote
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(1)本 の題 目:上 か ら一 字分 を空 けず に書 く。.今

日題 目をその 文章 の 中央 に整 列 す る方式 とは異 な

るもので あ る。[図11]の 『明義録 諺解 』の題 目が そ

の例 で ある。

(2)諺 解本 で は漢 文大 文 はもとか ら一文 字空 間 を

置 かず には じめか ら書 く。[図9]『 訓民 正音 』(諺解

本)に 見 られ る「而終不 得 中其情 者」がそ の例 で ある。

(3)王 を指称 す る単語(例 え ば 厂磐」な どを使 う場

合 は、文 章の その ま ま続 け られ た状態 でそ の単語 を

次 の行 の上 に上 げ て書 くか あ るい は一 字 分 を置 い

て書 く。[図12]の 『明義 録 諺解 』に見 られ る 「磐」と

「苛丑」とい う文字 は王の行 動 を示 して いる。そ れ故、

一升 目を空 けて書 き始 めたの であ る。

(4)著 者 の名前 は題 目の次行 の右側 に書 くが 、最

後 の文字が そ の行の最 後 に置 ける ようにす る。そ し

て著 者 の官 職名 お よび名前 との 問で は 一字 分の.文

字 の空 白を置 く。

(5)漢 文 原 文 の漢 文註釈 文 は一字 分 の空 白を置

い て書 き始 め る。

(6)諺 解 文 は一文 字の 空 白を置 き、そ の下か ら書

き始 め る。

(7)最 後 に諺註 文の終 わ りはその長 さを半分 に し

て 空い た空 間に配分す る。しか し文 字数が 奇数 の場

合 には右側 の 文字数 を より一 つ多 くす る。

6》 多様な文章符号 を使 ったハ ングル機能の補完

文章 符号 は言語 を表記 す るた め の補助 手 段 で あ

る。即 ち、文字 として表記 不可 能 な思.想や感情 を圧

縮 的に表記 した一つ の方法 な のだ。 した がって 、文

章 符号 にはそ の文 字 を書 い た人 の言 語 に対 す る認

識 が表現 されてい るとも考 えられる。文章 符号 のい

くつか の例 をみ る と次 の とお りであ る。

(1)最 も多 く使用 され た区別 記号 は陰刻 記号 であ
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smallHangullettersbelowChinesecharacters

fromrighttoleftintheoriginalChinesetext.

WhenKugyeljawastwo,eachonewaswritten

fromrighttoleft.AndwhenKugyeljawas

three,twoletterswerewrittenontheright

andthelastwaswrittenontheleft.But,fナom

theearly17thcentury,whenKugyeljawasonly

one,peoplestartedwritingsmalllettersonthe

center-downsideofChinesesentences.

W6canfindKugyelwerewrittenbyHangul

underthecenterofletterswrittenbyChinese

characters[Figure10].

5》Div童dingbywritingposition

Therewassomedifferentwritingways

dependedonposition.

(1)Title:towriteonthetopwithoutthefirst

blank.Itisdifferentfromthecurrentway:title

isusuallylocatedinthecenterinthesedays.

[Figure11]isanexampleofatitle,

晦0ηg一 α∫ro左 一eo刀ゐ∂θ.

(2)Writingwithoutthe五rstblankinHangul

annotationofChineseclassics.Wbcan且nd

thiscasein、 砺 刀1η加c乃oη8η1η[Figure9].

(3)Whenwewritesomewordsdesignating

king,weneedtochangealineorleaveaspace

infrontoftheword.Inハ 伽 θoηg一 α1ro左 一θoηZ!aθ

[Figure20],「 せ 」and厂 δト三z」expressed

King'saction.Therefore,theywerewritten

withonespaceinthefront.

(4)Writingwriter'snameonthenext

sentenceofthetitle.AndtheIastletterofthe

nameislocatedintherightedgeofthe.
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る。 つ ま り、原文 の文字 は陽刻 文字 に たい して陰刻

文 字 を使 って 強調 し区別 す る表示 をす る。主 に強調

.表示 として使用 した。[図13]の 『閨 閤叢 書』に陰刻

の例 が見 られ る。

(2)最 も代 表的 な区別符 号 は円符号(○)だ 。』この

符号 は 内容の段 落 を区分 す る記 号で あ る。 この記

号 の使用 は非常 に多 様 だったが 、その例 をあ げる と

次 の とお りであ る。[図14]の 『法華經 諺解 』にそ の

例 が見 られる。

① 漢文原 文 の大文 には使用 しなか った。

② 漢文原 文 と諺解 文 の境界 に使用 した。 この場 合

は円が一 行 を占め る くらい大 きく使用 した。

③ 漢文 原文 に対 す る漢 文註 釈 が始 まる ころ に使 用

したが 、漢 文原文 が終 わってその漢 文の 口訣字 が使

用 され た最後 の文字 の下(つ まり右 下)に 円(○)を 使

用 して漢 文 原文 とそれ に対 す る漢文 註釈 文 の境 界

だ とい うことを表示 す る。[図14]

(3)と きに利 用 され る符号 の 中 には魚尾 が あ る。

お もに15世 紀 に刊 経都 監 で刊 行 され た文献 で使 用

された。 ハ ングル註釈 文で み られ る単 語 を再 び註釈

す る場 合 に使 用す る方式 であ る。註釈 が始 ま ると き

には下向 き黒 魚尾 で、そ してその註釈 を終 わ ると き

は上向 き黒魚 尾 を使 用 した。[図15]の 『楞嚴經 諺解 』

に黒 魚尾 の例 が見 られ る。

(4)最 も古 い記号 は 圏点 で ある。これはお もに 厂漢

字 に打 った圏 点」としてその機 能 は、声 調 を表示 す る

ものだが、元 来の機 能 は意味 の区別 に焦 点が あった。

(5)最 も多 く使 用 された認 号 は同一文 字 を指称す

る記号 だ と考 え られる。おもに 「・・」の ような記号 を

使 用 した 。 坊 刻 本 な どの板 本 や筆 写 本 な どに使用

され た。しか し官 版本 の木版 本等 で は使 用 され なか

った。[図13コ の 『閨 閤叢書 』を参 照。
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sentence.Leavingaspacebetweenwriter's

nameandposition'sname.

(5)PuttingollespaceinChineseJuseokmu1〕.

(6)Puttingonespaceandstartingfromthe

onelinebelowHangulannotationofChinese

classiCS.

(7)DividingHyeobjumunintotwopartsand

puttingtheminablankspace.Whenthe

numberoflettersinHyeoblumunisanodd,

therightpartofdividedHyeobjumunhasone

moreletter

6》Usingvarioussentencemarksfor

SUPPlement

Sentencemarksaresubsidiarymeansfor

writingsystem.Theyhelptoexpressthought

oremotionmoreefficientlyJnotherwords,

sentencemarkscontainthewriter'swayof

thinkingtowardlanguage.Thefollowingsare

someexamplesofsentencemarks.

(1)Intagliowasthemostpopularmethod.It

caneffectivelyemphasizewritingsmorethan

engravinginrelief「Wセcan丘ndanintaglioin

[Figure13].

(2)Circlemark(○)wasarepresentative

one.Itmarkstheendofaparagraphandalso

hasanotherdifferelltusingways,likebelow

[Figure14]。

①ItwasnotusedintheChineseoriginaltext.

②ltwasusedbetweentheChineseoriginal

sentenceandHangulannotationofChinese

classics.Thecirclemarkfu董lyoccupiedthe

lineinthiscase.



釧 ♀1弖 暑 司 埜囚 し}聾 恐含 卑ヱ 善匸}.[ユ 噌12]

斜`明 義 録諺解'(¶ 見olモ`磐'(上)。1壹 望司 斜

望君釧 噌 閤剋`司 ・五1'(下教),ユ 司ヱ 詔晋到 翹 号

音 豆 入同 一セ`斉'。1皇 唱 荳}諳 薯 司♀1{}ヌ 肩呈 埜

ヱ 銀含暑 暑 彳・郎叫.

(4)刈 ス}ol晋 舎 刈 昇91叫 舍 皇喜尋 苦 司1埜 項,

叫囚 叫 量スレ}ユ 碧91叫 ス1叫Oη皇三 昇 荳}叫.ユ 司

ユ 対ズ國 官職 名:叫 ・1暑入}。1州セ 量府 聾 若釧 暑

明{}岳 身.

(5)宦}呈 魁 呈91聾{妾 そ層{}薯 覧}Z}91号 四{}

早 」1埜71入1ろ}荳}匸}.

(6)勉 司呈薯 壁 量埒 到 号留音 早ユ ユoト 翊司刈

早 日 埜 フ1入修}奄 叫.

(7)叫 ス1叫夾註 文釧 晋薯 ユ 裂。1暑半 分苛(月剋

号 社列 叩 甚覧}τ斗.ユ 司1斗 量叫今 フト喜`午望 瑚 叫セ

皇 喜響潮 量叫今 暑 司・叫 口 世洲 遊τ斗.

6》叫 曽憩 文章符號潮 舜 暑彑呈 赳量到71告 暑 旦 ♀}

呈 を早弖セ 望(『暑 丑フ1司・フ1♀1荳}旦丕 牛吐 。1叫.

尋 暑スト呈刈セ 豆71邊 キ 叡ゼ 想叫ol耳:召 層薯 管寄

項彑呈 丑7}司 ・ゼ 赳 唐唱勉 摂01叫.ユ 謝刈 呈 看早 弖

剣ゼ ユ 量金 芒 入昭 一到 望(月州 剛載?1剤 ・1豆鳶掴

明 銀匸}ユ髫 牛 銀匸}.{}杢}早弖斜 喫 朔暑 見。1唱叫

含斗 を叫.

(1)7レ 宮 磅。1入}喜宅 區別記 號芒 陰刻記號 。1τ}.

誓 組呈 量ストビ(ま4者 ス圍 日1ロ1司,舎哥 量ス屠 杆

薯司一(月そ}丕滸(刈 子望司セ 丑 入1暑 畫兀斗.早 呈 を 丕

豆入1呈朴 暑糾蝕叫.[ユ 碧13]到`閨 閤叢書'司 刈 陰

刻 量叫暑 暑 牛 銀叫.

(2)フ}看 司丑瑚 勉 區別符 號ゼ 圓符號(○)。1叫.

。1早弖 セ 用暑到 壹舜暑 子 薯司・ゼ7}弖 。1τ斗.01フ1

弖9朴 暑 舎 剛♀ 叫 誓司一餓モ 司 ユ 里71暑 薯叫嘔

叫告斗 壱峅.[ユ 弔14]斜`法 華經 諺解 暑 看ヱ糾71

驪

轢
鬮.

轗
鞭

フ

鎌鸚

蠶
勲
鑿
盟講
蒸

翻
　

翻

劃

含
ゴ輟
哺

髫
聟
喜
ユ昇
釜

魑
衂
踟
至
ギ

刀
含
糊
引
瀏

製

窒

.

薯
卞
、莚

司
管
」止
企
響

丁
鰐
埣
刮
到
鈔
型
診
暑
星
昏
一司

『
亀

替
射
鮎

含
ぐ
ヱ
£
引
喧塹

甘
剥
牲
望

山
p

酬
想
劃強

齧

含
獄雪
三
響
卦

子
葺

離「
、

營
爨

裳
饗

ゆ薹

隆
灘

圃
麟

凵

覊

書
ー

ー
…
ー

-..

i

唱i
ー
ー1

認
羅
陶
瀏

鯉
鯉
四
購
田鸚
鯛

糞

角
警
毒

是

岬
一

"

9

御

磨

呈

.

。

㊨

嶐
窿

マ
ゑ
脅

引
但

「妻

図13『 閨閤叢 書』

Figure13(加 「1碣p-choηgsθo

ユ 壱13『 子 脅奢刈 』

087



(6)外 国語 学習書 でみ られる区別 記号 を例 として

挙 げ るこ とが で きる。例 えば、厂〉」の記号 は満 州語

と蒙 古語 の発音 を区別 して表 記 した ものだ 。[図16]

の 『同文類解 』と[図17]の 『蒙語 類解 』にそ の例 が見

られる。

(7)同 一 な意味 を表す ための記号 として 「1」を使

用 していた。これは大概 類解類 の文 献 にみ るこ とが

で きるもので、例 を.あげ る と「賢人、1、1」(縦 書 き)

の ように使 用 して いた。 これ は 「賢 人」の意味 が韓

国語 で も厂賢人」というこ とをあ らわして いて、結局

「1」は前 にお いた文 字の 同一 な一音節 を表 示 して い

る と言 える のだ。音節 数 によってその記号 の数 も異

なるか らであ る。[図16]の 『同文 類解 』の標 題項 の

説 明項が その例 で ある(「蒼 天」「天文」「天變」の下)。

(8)標 題項 を表 示す るため の方法 で使用 してい た

括弧 を挙 げ るこ とが で きる。 これ は縦 に なった括

弧符 号 のつ もりなの だ。[図18]の 『方言類 釋』にそ

の例 が見 られ る。

(9)そ の他 に使 用 された記 号 は蓮 華、銅 鈴、海.、梅

花 点、花 弁、魚 尾 な どで あ る。これ らは情 緒 的感情 、

特 に宗 教 的 な儀 式 あ るい は美 的感覚 を表示 す る た

めの ものだ と考 え られ る。

7》 ハ ングル書体 の特 性化

大概 一 文 献 に一 種 類 の書 体 を使 用 して きた に も

かかわ らず 、あ る特 定の書 物が 一定 の書体 だけ を使

用 する ことによって、そのハ ングル書体 が特 定の書物

の特 徴 を生み 出す こともあった。 代表 的 なもの とし

て古小説 をあ げる と、古小 説の 中蔵書 閣所蔵 本の ハ

ングル長篇 小 説 は大 部 分 が宮 体 とな って い て宮 中

のハ ングル小説 を特 徴づ けて いる。 また、坊刻 本古

小 説 の中完板 本 はいわ ゆる坊刻 本木 版体 で、そ して

京 坂本 は主 に半宮体 を使 用す る こ とに よって、今 日
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③ItwasusedtheendofChineseor三ginal

sentenceanditsKuky切a.Itshowedthe

boundaryofChineseoriginalsentenceand

Juseokmunthroughusingc至rclemark.

[Figure14]

(3)Sometimes,umi(fishtail)wasusedasa

sentencemark.Itwasmainlyusedforbooks

publishedbyKankyeongdokam.Thiswasa

methodtore-employwofdsusedinHangul

Juseokmunfornewannotation.Whenthe

annotationbegins,black-umicomes

do㎜ward.Andwhentheannotationwill

finish,black-umicomesupward。Wbcanfind

blank-umiin[Figure15].

(4)Periodwastheoldestsentencemark.

Mainly,itwasadotonChinesecharactersfor

indicatingatoneofvoicebutoriginallyitwas

a.focalpointfordistingllishingmeaning.

(5)Sentencemarkfordesignatingsame

words(e。g.・ ・)werefrequentlyused.Please

confer[Figure13]..

(6)Wewouldfindsomesentencemarksin

studybooksforforeignIanguage.F6r

example,>wasusedfordistinguishing

pronunciationofManchurianandMongolian.

Wbcanfindtheexamplesfrom

Doηg-1η αηヅ αゐaθ[Figure16]and

ル 勿1峰 θo.σ ζαZ～ヨθ[Figure17].

(7)lwasusedforexpressingsamemeaning.

W6canfindthisin`Ryuha6'books.For

example/賢 者(awiseman)11'expressed

thatit(賢 者)hadsamemeaninginKorean
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そのハ ングルの書体 を見 た だけ でもそ の本が どうよ

うな性 格 の本 か を よ り分 け る こ とが で きる ように

なった。 これ は意 図的 に作 られた書体 で はな く、因

襲 的 なもの と解 釈 され る。

8》 文字 の色 か らの文献 め性格 区分

木 版 を印刷 す る時 に黒 色 の墨 を使 って 印刷 す る

ので はな く、朱砂 を利用 して朱色 に印刷 す る場 合 が

あ る。これ は主 に宗教 的 な意 味 を持つ もの と解 釈 さ

れ る。この冊の所有 自体 が護符 を持つ 効果 があ るこ

とを暗示 す るか らで ある。護 符が 朱書 でなってい る

か ら この文 献 は朱書 で印刷 した もの だ とい うこ と

にな る。

9》 ハ ングル と漢字 書体 の調和

古いハ ングル文献 の 中でハ ングルのみ で書 かれ た

文 献 は非常 に稀 で あ る。大 部分 の文献 はハ ングル と

漢 字が共 に使 われ た。 しか し、ハ ングル と漢 字の書

体 は 同一人 の文字 を板下 にして いた ため、ハ ングル

と漢字 が互 い に調和 良 く使 用 されて いた。現 代 のパ

ソコンでは使用 で きる書 体が ハ ングル書 体 開発者 と

漢 字 書体 開発 者 が異 なって い る ため ハ ングル と漢

字 が 共 に調和 す るこ とが で きな い現象 とは対 照 的

であ る。

20世 紀 に入って新 聞 と雑誌 が 活版 で刊 行 され始

め各種 の教科 書が刊 行 され たに もかか わ らず、ハ ン

グル文 献 で のハ ングル運 用方 式 はそ の 以前 の 因 襲

か ら大 きく外 され なかった。 西 洋文 化 を最 も早 く受

け入 れた とす るキ リス ト教 界 の文 献 で もハ ングル運

用 方法 は大 きく改善 され てい なかった。そ して 日本

植 民 地 時代 に なってハ ングル は受 難期 を迎 える よ

うにな りそ の よ うな現 象 は8.15光 復 の 時 まで 持続

されて きた。しか し植 民地 時代 か ら解放 されて もす

ぐにハ ングル運用 方 法が大 き く改 善 され は しなか っ
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language.Thatistosay,1meantaprevious

syllable.Numberofmarksdependedon

previoussyllables.Pleasecon艶r[Figure16].

(8)Therewasparenthesesforatitleor

superscription.W6canshowthiscasein

B∂ η」9」θoη イア αsθok[Figure18].

(9)Additionally,therewerealotus,copper

bell,sea,Japaneseapricotdot,petaland丘sh

taiLThesewereusuallyllsedemotionallyor

religiously」

7》CharacterizationofHangulscript

Althoughpeopleusuallyusedonescriptin

oneliterature,sometimesaspecialscript

shouldbeusedfortheparticularliterature.

Asaresult,thescriptbecameonefactorofthe

literature.Forexampl6,themostofHangul

novelsofJangseokak'scollectionswere

writtenbyKungchebecauseKungchewas

regardedasaspecialletterformforHangul

novels.Therefore,aspecialletterformcould

representaspecialliteratureanditsown

characteristics.W6wouldconsideritwas

UnintentiOnalOUtCOme.

8》Coloringfbrexpressingdiff壱rences

Incaseofblockprinting,thereweresome

casesusi皿gredink(cinnabar)insteadof

blackone(Chineseink).Ithadareligious

significance.Abookwasprintedinred

workedasatalismanbecauseatalismanwas

printedinred.

9》BalanceofChinesecharactersandHangul

W6rarelyfoundHangulbookswrittenby
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た。 例 えば1946年 に刊 行 された米 国軍政庁刊 行 の

国語 教科 書 で す ら も文 字 の題 目お よ び本 文 が 同 一

なハ ングル書 体 を使 用 して いた。 た だし次 の ような

点が19世 紀末 とは異 なる姿だ と考 え られ る。

(1)ハ ングルの分か ち書 きが全面 的 に行 われて い

た。 これ は1933年 にハングル学会 で制定 した 厂ハ ン

グル綴 り法統一 案」に依拠 したもの だ。

(2)各 種 の 文章符 号(ピ リオド「。」、カンマ 「,」、疑

問符 「?」、感嘆符 「1」、引用 符 「""」そ して小括 弧 と

下線 な ど)が 全 面 的 に使用 されてい る。

(3)文 字 と文章 の配 列 に変 化 をみせ てい る。文段

の最 初 の文 字 は一字 分 を空 け て書 くな どのハ ング

ル運用 方案 が一般 化 され、童 謡お よび童 詩 は行 を変

えて書 くな どの変 化が み られ た。

20世 紀 中期 に活 版 印刷術 が 発達 しなが ら書 体 の

開発 が 多様 に行 われた。 多様 な書体 の 開発 は1953

年 以後 の こ とと言 われ てい る。即 ち、国定教科 書 印

刷 会 社 で写 真 植 字機 とベ ントン彫刻 機 が 導 入 され

た こ とがハ ングル書 体 の 発 達要 因 とな った と考 え

られ る。それ 以後今 まで多 くの書体 研究 者 たちが多

くの書体 を開発 して今 日に至 る ようになった。 特 に

パ ソコンが導 入 されデスクトップ・パブリッシングが 可

能 とな る につれ て各 種 の書 体 が 開発 され 川の 流 れ

の ように出現 す る ようになった。

V.結 語

これまで韓国固有の文字であるハングルが創製

された当時の文字名称だった訓民正音の製字原理

を通してハングル字母と音節文字の構成原則及び

その運用方式を検討し、それが現代に至るまでどの

ような方式で運用されてきたかを考察した。
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HangulonlylMostbookswerewrittenwith

HangulandChinesecharacters.Wbwouldsay

thateachscriptcouldkeepgoodbalance

becausexylographywasbasedona

calligrapher'sscript。Ontheotherhand,

HangulandChinesecharactersusedin

computercan'tkeepgoodbalancebecause

eachscriptinventorisdifferent.

Althoughnewspapersandmagazines

printedoutbytypographyandvariousschool

booksarepublishedinthe20thcentury,an

exclusiveletterformforHangulbooksstill

rema童nedanold-fashionedstage.「W℃hardly

foundanysuperiorityevenintheChristian

bookswhichmetwesterninfluenceearlier

thanotherfields.Besides,itwasfatedthat

Hangulshouldmeetnewdifficultyinthe

colonialperiod.Koreagainedindependence

fromJapanin1945butHangulstagnatedin

thesamestageforanotherperiodoftime.For

instance,sameHangultypefacewasusedfor

thetitleandthebodyoftheKoreanlanguage

schoolbookspublishedbytheUnitedStates

ArmyMilitaryGovernmentinKorea,in1946.

However,therewerefewdifferentpoints

comparedwiththelate19thcenturyasfollows.

(1)Spacingwordswascarriedout.Thisrule

wasmadebytheKoreanLanguageSociety.

(2)Manysentencemarksarebeingused;a

period,rest,questionmark,exclamationmark,

quotationmarks,parentheses,andunderline

etc.
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韓 国 の文 字 で あ るハ ングルを運 用 す る方 式 の変

化 の結 果、今 日のハ ングル運 用方 式が 自然 に生み 出

されて きたが、情 報化社 会 でのハ ングル運用 方式 は

またひ とつ新 しい局面 を迎 え るこ とであ ろ、う。

〈延世大学校教授〉

(3)Somechangesappearedinarrangement

oflettersandsentences:toputoneblankeach

paragraphandtochangelineeachverseetc.

Inthemiddleofthe20thcentury,new

typefaceswereactivelyinventedtogetherwith

thedevelopmentoftypographylThe

introductionofphototypesettingandBenton

MatrixCuttingMachinebyDaehanPrinting&

PublishingCo.,Ltd.promotedthetypeface

invention.Afterthat,typefaceexpertshave

triedtoinventnewtypefaceorf6nt.

Especially,introductionofcomputer

acceleratedtypeface-fontinvention.

V.Conclusion

SofarwehaveoutlinedHunminchonum's

structuralrulesandoperatingmethods

throughinventionprinciples.Theoperating

methodsofHangul,Korea'suniquealphabet,

havebeennaturallychangedbutwecan

expectitsanothernewphaseinthe

information-orientedsocietyl

Prof6ssor,Y6nseiUniversity
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(3)呈 ス㍗斗 呈有到 日魍 列 遇糾暑 旦 ・1ヱ銀珠 ユ

謝刈{}倉 釧 梨 暑ス臣 をZ}暑(月 埜寺…号釧 尋量

金暑身 勉01望 耻糾倒ヱ,暑 且叫 暑入1芒暑 暑 叫干・明

刈 埜 需…・号91遇 糾7ト旦01ユ 緊司一。

20補 フ1吾魁朔 暑垂 勉朝舍 。1豊望苛遇刈 刈 洲到

フ肩耻。1叫 曽司一洲01早 司ゑ τ斗.1斗誓勣 刈 刈釧 川豊

薯1953蹙 。1早到 望呈 暫司刈 銀1斗.咢 國定 敏科書

印刷 會社 ・¶刈 寫眞 植 字機舛 剋薯 彫刻 機フ}王 沼宅

架 。1を量 刈 刈釧 豊旨 且?101望 銀1斗ユ 釜叫.ユ 。1

早 スト夛叫ス1鴇9刈 刈 望子 ス匿 ・1暫9刈 刈暑7刊

雪司・司 皇 昔せ叫 。1旦洲 月 銀1斗.哥 司 毛 評目フト三

魁qユ 卓上 出版01竍 皆司ス1週刈4暑 釧 刈刈7}川

畳 肩(判昊暑 筈叫ス1昊吾 黽苛洲 司 銀匸}.

V,結 語

ス1晋叫ス1量尹qユ 昇呈スレ・」 鬢言 。1看刈日望 喝

入圍 呈ス}噌碧 。恢旭 喜 望層含 釧 刈ス}赳司暑 暑 糾

司 載晋 ス}呈蚪 舍週 冒ス干91子 想 望 司立1ユ 岳甚 電

司書 石互 計ヱ,ユ 薬。1週 司州 。1旦フ1刀図(月 国 尋

唐剤彑弖 金 暑司明 欸芒 フト暑 ユを 司一蝕叫.

司:号到 呈 ス干勉 を量 暑 岳 暑糾 モ∋ 曽剤 到 遇 蚪(¶

叫忌 召 糾7}皇 巻 量斜 聾量 金暑思 剤彑呈 ズ1唱司 彑

呈 遇糾さ}・辱 銀ス1吐 碧旦糾 入国 酬囚 釧 量量 金 暑

唹}薯 王 叫入1入"呈岳1ヨ書 旦◎1刃1望 型彑呈 ・服}

宅匸}.

〈望矧翊叫丑 玉冷〉

095



ハ ングル ・デ ザインと「オ ウリム」

ア ン ・サ ンス ー

HangulDesignandOα 伍η1,

theGreatHarmony

AHNSang-Soo

主題語:オ ウリム、ハ ングル、訓民 正音 、デザ イン、タ

イポグラフィ

Keyword:0召 苗m,Hangul,Hunminchongllm,

Design,Typograhy

殫屠 の伝)統丈 化 には、後に 匹ハングルノと呼 ばれ,るよ

うにな る訓 屍正 彦 とい う.文'字を劇 樹 した デザイン磁

な楞 神が深 ぐ貫瀧 しでいる。私 は、ひと クのデザ イナ

ーとしで、現 ヂeの覩覚 芸 彷 にお いで、ハ ンクツレ 劇

勧 力涛 つ劇1造催 の撈:神カ ガ囎 え る ことの な い塗 命

力 と乙で生 き丿続げ るこ とを心か ら腰 ラ。

飾rθa兮 舶d漉011alcα1加relsρrαbα η(砂

rθ魏 θdω 酌 θcrθaだ 肥 ゴεsfgηSρ 耐 せ励1ch

1ηワθη'θ(1酌 θ枷 η111加cゐoη8'α111,伽 θrc∂11θd

劭119α ヱ 丑fs」mysfl1Cθrθ ゐOPθ 訪 ∂'仂1SsPカ ゴ'

ofcrθaが 吻 ・1n加 η8・π1祕1re1ηa加a加e加0αr

η10げem1η ρsαa1∂ノ・'∂swθ π。

1.は じめに

II.生 命的原理 としてのオウリム

III,完 全性 としてのオウリム

rv.創 造的デザインとしてのハングル創 制の基本概念

V,オ ゥリムの観点 か ら見た訓民正音創制のデザイン的意義

VI,最 後 に

1.

II.

III.

,IV.

V,

VI,

Introduction

Oα 翫mastheVitalPrinciple

Oα ヱ血 ～asIntegrity

TheBasicIdeaofHangulasCreativeDesign

MeaningofHunminchongumInvention

Conclusion

1.は じ め に 層.1ηtroduction

21世 紀 の文 化 的環境 、 社会 的環 境 は多元 的価 値

に向 かって変 化 して きている。「オウリム」とは、人類

が その 固有 の文 化 を持 続 させ るこ と を可 能 にす る

生命 力の 原理 であ る。2000年10月 に新 しい ミレニ

Todayls21stcenturyiswitnessingchaIlges

initsculturalandsocialenvironmentwith

multiplevalues.0α 劭 ηisavitalprinciple

whichallowshumanitytocontinueitsinherent

096第2部 画像 と文 字



を量 司ス爬 斗 同畠首

皇}な牛

雫胴:嘩 朔,を 暑,喜 剋額},自 ス}勉,呀 ・1■

ユ 叫刻

ヂ ジ 召芸 甚聾 娜告 薯 望!習吾 妥 る圃 彭,4バ/監 瞬

曽`畝 夛'・碑 甚 ぎス屠 を丕夕2呈17ス 済2!胡 曜窺

を!弓ス陀!ξ 智杢!習・/翌ぐ ・/暑弄 評ヱ2～ 峨 ら穿

01ス/翻 ヂ・卸 ス/z}切羞=9〃藪 夛 る協17汚 契亡=を丕 ・ぎ

一9/習{ゴ01唐 曽δノ営 害引2jZ合L4苦 男 ζ～剳 智.2

互 β尼4,

1.明 司量

II.想 噌零 廻司呈刈到 司書噌

III.ミ}週想彑量刈到oi罟 壱

IV.を 丕司 司ス圍 皇呈刈 黏音 蒸圃 到71暑 。ト召

V.朝 舍 碧潮 暑碧州刈 薯 菩 剋層名・智ス羽到 司スト剋零 到釧

VI.喫 ゼ 豊

1,口4己1暑

21補71皇 昔91呈 蚪 ・朴司 屠 碧喜 じ干組刃 剋 フト

ス1呈 遇糾qユ 銀酔 .`司 含君o幌},剋 昇フトユ ヱ♀

を 暑 糾 暑 ス1舎刋 雪 午 銀モ 想噌 司 躯 司・1身.

2000蹙10望,入 肩 翹 蹙71暑71碧 糾(月刈 暑司囚 望
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アムを記念 してソウルで 開催 され た 「世界 グラフィッ

クデザイン会議」のキーワー ドは 「オウリム」であった。

この キーワー ドは20世 紀 の近代 デザ インを顧 み、 こ

の時期 のデザ インを反芻 し、21世 紀 に繰 り広げ られ

るで あ ろうデザ インの方 向 を提 示す る一種 の対案 的

モットー だった。 韓 国語 の 「オウリム」という用語 は、

英語 では 「TheGreatHarmony」 と翻訳 され、既存

の 「調和(Harmony)」 という概 念 を包括 す るよ り大

きな意 味で の東アジア的概 念 の用語 として提 示 され

た。 筆者 は、ハ ングル創制 のデザイン的意 義、ハ ング

ルの造形性 お よびその優 秀性、その造形 的優 秀性 に

対す る評価 の準拠 をオウリムの観点 か ら提 示す る こ

とに よって、「広 義 のデザイン」とい う地 平で 「ハ ング

ルのデザイン的意義」を照 らし出そ うと試み る。

この ような論 議の 出発点 は、筆者 が世宗 大王 の創

制 にな る『訓民 正音 』の解例 本の 内容お よび 「鄭麟 趾

の序 文」に見 出 した言葉 の数 々に内包 され てい るデ

ザインの原理 と哲 学 を感 得 した ことにあ る。 筆 者 は

そ の文言 な どをデザ インの原 理 とオウリムの観 点か

ら解析 してみ ようと思 う。 無 論、既 に多 くの人 々が

達成 したハ ングル創 制の科 学性 と優 秀性 に対す る優

れ た論議 に基づ きなが ら、筆者 はハ ングル創制 自体

を広 義 のデザ イン行 為(designing)と して認識 すべ

きで あ るということを説 きた い と思 う。

ll.生 命的 原理 と して の オウ リ厶

ハ ングルで 「(判暑唱(オ ウリム)」は 「明苦 司叫(オ ウ

リダ)」、「(月♀司ス1叫(オ ウロジダ)」の名詞 形で、「あ

れこれが 矛盾す る こ とな く互 い に一団 とな る」こと

であ る。 またハ ングルのオウリムと通用す る漢 字語

として 「和 」をあ げる ことが で きる。古 代中 国や古代
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culture.0π 劭 ηwa6thethemeofIcograda

MillenniumCongressheldinOctober,2000,

commemoratingthenewmillennium.This

themewasakindofalternativemottotolook

backatthemoderndesignofthe20thcentury

andtoseekoutnewdirectionforthe21st

century;ThewordOα π加1wastranslatedas

lltheGreatHarmonyllinEnglishandwas

introducedasalargerEasternAsianconcept

embracingtheexistingconceptof"Harmony丿[

Byproposingtheevaluativeauthorityofthe

creativesignificanceoftheinventionof

Hangulanditsformationandsuperiorityfrom

thestandpointofOα11加1,Iwouldliketofocus

onHangullscreative.significanceonthe

groundsof四broadIyprofounddesign.四The

startingpointofthisthesiswasthediscovery

ofKingSejong[s・ θヨeryθ わoηportionofthe

llα η1η∫丑choη ≦rα1ηanditsintroductionby

ノ冶oηg」 肋 ゾノ,whichappearedtosuggestthat

designprinciplesandphilosophywerealready

inherent.Iwouldliketointerpretthewords

containedinHα ηη11ηc1～o刀9α1ηaccordingto

designprinciplesandOα 躍1η.Theintentionof

thisresearchistopersuadethereaderto

recognizeHangul,sinventionasabroadactof

鱒designing,,basedonvariouspreceding

studiesonthescientificnatureofHangul.

ll.0μ 〃'〃7astheVitalPrinciple

0α 劭 η(ol含{召)isanounformoftheverb,



翼望 圃 洲ユ 剛珥qス 圍 司司'到 雫 刈(判ゼ`(聚 朔

(Oullim)'01銀 叫.01手 刈(弔 ∋20禰 フ1モ}司 目ス牛

望暑 倒 暑 ・ト見ユ,。1ろ 音釧 司ス圍 暑 月}手司一明,

21刈 レ回 望 祠鬯qス 回 到 磐磐 薯 刈1入}司セ 望香

潮 副勉 肉 且豆 銀叫.♀ 司唐`(オ 暑沼'。1首 喜(判セ

閣(日弖`TheGreatHarmony'呈 剋 舶珊飯彑 ロ1,フ1

善91`丕 糾(Harmony)'7肩 層 暑 王:畧司一モ壬 司 薯 暑

叫入10国 川層到 暑(『呈刈 刈 入1月蝕叫.

毫1ス}ゼ を音 智 刈釧 司ス憾 苓 到 釧,を 量 到 丕

碧想斗 ユ ♀ 牛想,ユ 丕 碧瑚 ♀牛 想 。η 恥}竭7ト

歪 刃暑(『 苦 思釧 晝召 司囚 刈入1重}彑弖 州`噐 書 哭

釧 司ス囹'。1叫 セ ス圉 明囚 堪 量到 目ス剛 瑚 到 斜'

暑 丕瑁胡 見周 重}亡干.

O}司 毬 芒 釧到 を 曁 召芒 碧 スを7ト刈1醫則讐olを

刈 尋`喜 剋碧 音'胡 司薯 司 暑 喫`碧 望ズ1刈 呈(鄭

麟 趾序文)'明 レ日 曽君 畫 叫,ユ 昊・¶セ01ロ1司 ス圍

9亀 司斗 翌叫 ・1司 ス糊 銀叫ゼ 谷 号朔刈 司昊司

餓彑吐 碧 ス㍗セ ユ 暑 子暑含qス 圍 釧 赳司 舛 明

暑 唱彑弖 司層司・ヱス}重}身.

。1セ 暑喜 。1司 穏薯 甚詈 。1胡 翹 重}舌 尋刈 到

三ヰ軒碧:叫 ♀ 牛思 司1司 す}望 く弖 モ三釧 暑 叫留彑 呈 杢}

皇 唱刈,碧 ス隠 尋量 智刈 ス梱 陪 覊{}哭 彑呈 刈

91匸1ス干勉 司1♀1(designing)弖 剋ム1司lo㌃羣}{}翌 咢

呈 ス干を叫.

ll,想 譽 召 呈1己1呈 人1910i舍 引

♀司豊弖 切 苦 曽 畠 廟 苦 司叫',同 ♀ 司ス1匸}'・

到 噌入网 彑 弖`。1ろ1刃 ろlo1呈 念 ぞ 。}叡01刈 豆

そ}(判♀且 洲 司一モ… 型'。1τキ.

王 遊 ♀司 豊到(月 苦 碧斗 暑糾 セ 董叫 明 呈`糾

(和)'暑 暑 牛 銀叫.ユ 翊 吾号 。1叫 ヱ翊 ユ 司ム暑
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ギリシア を問 わず、「和」は早 くか ら 「美」の観 念 と関

連 して いた。中国文化 で も「和」が常 に美的理想 とし

て捉 え られて きた こ とは周知 の事実 であ る。哲 学的

に見 ると、「和 」に対す る概念 の基礎 は『周易 』にあ る。

『周 易』に明記 された 「和」は、対立 的な もの の調和 と

統 一、更 には、互 いに触 れ合 い、動 き、絶 えず生 まれ

て止 まるこ との ない動 態的 な均衡 を意味す る(注1)。

『中庸 』にお ける 「和」とは、天下 のす みずみ まで通 じ

る道であ り、万物 を化育す る理致 であ る。「和 」に は

聖 人の奥深 い意義 が盛 られてお り、天 地の穏 然な功

徳 であ り、 聖 人の完全 な徳の象 徴 として示 されて も

いた。この ような 「和」は中和 または 中庸 の原理 で使

われてお り、早 くも美の概 念 と関連 していた。芸術 論

では中庸観 と中和思 想が まさにそれで ある。

歴代 の多 くの 中国芸術論 の著作 等 は、芸術 にお け

るい くつ か の対 立 的要素 等 の統 一 を強 調 して お り、

それ を芸術 創造 の重要 な秘訣 としてみて いた。張其

駒 の見解 を借 りる と、中庸観 は中 国芸術論 の核心 で、

それ は機 械 論 的 な均 衡説 で は な く矛 盾 を さ らに高

次 の段 階で発展 的 に統 一す る ことで あ り、その一貫

した原 則 は 中庸 がす べ て を包 括 す る限 りない可 能

態 として、 また全体性 としての形 式美 と して理解 で

きるので ある(張 其 駒、1984;708-710)。

譚旦 冏は、中国の天地 人の三 才思想 で中和 は まず

人に前提 され、中和 に至 る方 式 は両 極調和 論 として、

単 に儒 家思想 だけで な く、中国芸 術一般 の観 念が持

つ本質 であ ると力説 した。彼 の言 う中和 の状 態 とは、

比 較 的 高次 元 の中庸 の発展 過 程 で矛 盾 を統 一 し最

後 には両 極 に存 在 す る新 しい領 域 に到 達 す る とい

うものだ った(注2)。

lll.完 全 性 と しての オ ウ リム
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0召 〃(1∂(Ol暑 己1τ斗)orOα1θq1ゲd∂((>1♀ 己「ス1匸キ)and

meansthateverythingkeepsagoodbalance

withoutanycontradiction.AChinesesynonym

oftenusedisthecharacterll、 厚 ㎜(禾 日)丿llllf翩 「「

hasbeenlinkedtotheconceptof曽 「beauty「 「in

ancientChinaandGreece.Itisawellknown

factthat∬w∂hasalwaysbeenconsideredan

ideaofbeautyinChineseculture.

Philosophically,thefundamentalconceptof

H照originatedfrom乃 θβookofα ～∂ηgθs(周

易)anditsmeaningrepresentsharmonyand

unificationofoppositesthatfinallybecomesan

endlessdynamicequilibriumstemmingfrom

constantencountersandmovementwithout

rest.

In∫ αη即0刀9(中 庸),7乃 θ1)OC伽 θof酌 θ ルた ∂刀,

Hw∂iswayleadingtoallpathsunderthesun

andaprinciplenurturingallcreation.H翩

containsasagelsprofoundmeaningandis

introducedastheperfectmoralaswellasa

symbolofasage[sperfectvirtue.、 厚 膃has

beentreatedasaprincipleof∫ αη帥 膃(中 和)or

ノαη∬oηgandwasoftenassociatedwiththe

conceptofbeautyearlyon.Inarttheory,this

isthenotionofノ αη即oη8'andノ たη帥wヨ.

VariousChineseliteraryworksonart

theoryemphasizedaunificationofopposite

elementsforartisticcreation.Accordingto

ZhangQiYun,ノ1α η即oηgisthecoreof

Chineseaesthetics.Itisnotadoctrineof

mechanicalbalancebutaprocessofunif夕ing

contradictiontoahigherlevelanditsorderly



叫喜苛 ユ,`糾'ゼ 望襯 。1`ロγ釧 普 層斗 望望}珂飯

叫.吾 号 呈糾 叫刈`糾'明 入1暑 暑 ロ凶 。1杢}彑昆

司ゑ書{}呈 早 。㌃ゼ 入レ響01叫.碧 叫瑚 立弖 暑u軒,

`糾'・荊 恥}7取 劃7怪 ゼ 《スoヨ
rrr》 酬囚 日1昊瑚明,

《ス(β「rr》明囲 冠瑁妊`糾'ゼ,司 唱揖 望 須到 丕糾 舛

暑望,肝 ・レ}衵 呈 日圓 ヱ 音司・1司詞ス1暫 コ.想;月

叫刈 ユ 肉ズ1誓 セ 暑 司瑚勉 量憩含 望滸周,《 吾暑》

司囚`糾'岩 冠苛 呈暑 唄叫 早早 暑 苛モ… 王(道)。1

スL耻 暑暑 糾舟苛セ 。図 ・回,`糾'司 レ醤剋到 皇

旦を 爭…・1宕 刃 銀コ.,週 刈 到 薯嶺}暑 円。1スレ ぱ望

到 暑週妊 目91醤 碧皇呈 刈入国71三 司傚 τ斗.

。囘 を`糾'壱 号糾(中 和)王 セ 吾 暑釧 望 司呈

埜。1明,望 襯 。1叫 詈1斗苦(美)釧7恥 ヨ斗 望壱 瑚71

三 苛モ 司,(魂 舍 忌司刈 吾 暑豊(中 庸 觀)斗 吾 糾舜

甘01叫 呈 ユ摂01叫.

斜剛豆(目 司 号号 司舍01暑 刈 ろ}暑暑{≧(可舍 奇

司 司 朗 唱瑚 豆杢 暑 到 暑 望 含 な 丕 司ユ 銀 彑司,

ユ唄暑(川 舍 智丕到 吾豆 尋 司召 弖 詮 柔司一ヱ 銀叫.

智71音(張 其 胸)釧 君訓 暑 曁里,号 暑垂薯 号号 司

舍忌到 司想 。回,。1セ71測 薯瑚 量碧・軽・1・糊 叫

呈金暑 司 圭書 豊遭 彑呈 暑 望司一セ 望。1司,ユ 望

モ塑 翹司薯 吾 暑 。1呈 暑 唄暑 王普 司一セ 早号 早萢

を プレ号 司弖刈,翹 刈碧 彑弖 刈潮 碧剤ロ1弖o團 墾

牛 皇又τ=手.(冫≦ト71音.1984;708-710)

君忌 閣(譚 旦 冏)薯 号帚 剋憙91苛 昔 一曽 一杆 壱[天

地人]畳 川(三 才)入楼}司囚 号糾 セ 入幌}[人]彑 弖

週刈 倒碍,吾 糾 朔 。1弖セ 曽司 書 磐号(兩 極)丕 糾

喜彑呈 刈 司吐 弁竚(儒 家)入楼}咢 蚣 。ト月叫,吾 号

剣舍 望肚釧 垂層 。1ス1目芒 薯 苓。1宅 匸}ヱ 頸墾 司一

蝕叫.ユ フレ 豊司一セ 号糾 釧 醤 司 晝,司 旦瑚 蓋 書

ヌ程1釧 吾暑 到 曁石 コレ§(刈囚 呈歪 薯 暑 望司・司 司

早 畔 ヒ 誓号 叫{聾 斜 セ 入凋弖9郷 舸1呈 唐司州
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中庸 と中和 としての オウリムは、 両方 が和 解 す る

こ とか ら弁 証 法的 に止 揚 され た状 態 と言 える だ ろ

う。 す なわちオウリムでは個体 が無視 され るこ とは

ない。 個体 は尊重 され、万物 の持つ 自らの価 値が 認

め られるので あ る。「オウリム」 とは、 個体 の特性 が

犠 牲 に されて二 つ あ るい は多 数が 併せ られ て一 つ

に なるので はない。 この一 つ(一 また はUnity)と し

ての オウリムの価 値 は 「多様性 の統 一」、 つ まり全体

性 で あ り完全性 なの だ。 この ような全 体性 としての

一 とは、有 限的 なもの の根 源 で、 この一 つで突 き通

せ ば万 物 は状 況 に適 切 にな る。この生命性 自体 であ

り生命 を もつ全体 性 は、真 、善、美 の属性 にな るので

あ る。

美 的属性 としての完全性(integrity)と は、美 的価

値 が当 然持 つべ き本質 的 なす べ て の部分 な どを包

含 してい る とい う意味で ある。 これは全体 を通 じて

部分 が 根 本 的 に純 粋 に相互 関係 を持 ってい る こ と

を意 味 し、それ らが真 に与 え.られ た全体 の部分 に な

るという意味 であ る。 やが て多 くの多様 な こ とが互

い に調和 され交 わる全体性 を持 つ時、完全 性 に至 る

と言 えるだ ろう。 それ は、多 数が依 然 として多 数 に

見 えなが ら一 つ になる こと と相 通 じ、 この ような美

的状 態 をコール リッジは「統 一 の中の多様性(Multei-

tyinUnity)」 と規 定 した こ とがあ る。

この ような見解 は東 洋 古典 で も発見 され て い る

(注3)。「剛 と対 比 的な 「和」は、互 い に異 な る事 象が

集 まって秩 序 を維 持 す るこ とで その の ち に豊 か さ

が育 って万 物が生 成 されるが、 互い に同 じものだ け

を集 めた 「同」は皆 使用 できな くなると言 われて いる。

つ ま り、「和」は多様性 を認 め その差異 を尊重 する共

存 の原理 であ るのに対 して、「同」は差異 と多様 性 を

認 めない論理 なのだ(注4)。
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principlecanbeunderstoodasbeautyofthe

formwiththepotentialtoinfinitelyembrace

everything.(ZhangQiYun,1984;708-710).

AccordingtoTanGanJiong(譚 旦 冏),

ノ加 ψ 叨isprimarilyfoundinhumanbeings

intheThreeGerminants(theheaven,earth

andhumanbeings).Heassertedthattheway

ofachievingノ αη帥 膃isaharmonyof

extremitieswhichincludesnotonly

Confucianismbutalsotheessenceofgeneral

Chineseartconcept.Hisassertionofノ αη幼 翩

isaunificationofcontradictiontowardanew

territoryofmanagingextremitiesina

relativelyhigherlevelofthedeveloping

processofノ 廿11即0119.

lll.0己 」〃'η7aslntegrity

0π1硫1ηas∫ αη即oηg(中 庸)andノ αη帥 鬧(中

和)isaconditioninwhichtheseノ αη即011gand

/lz1η≦ψwヨaresublatedbydialectical

reconciliation.Therefore,eachindividualis

aliveinOπ π加1.Avalueofeverythingis

admittedthroughanacceptationofindividual'

svalue.0α1五1ηisnotaunification

accomplishedbyeachindividual'ssacrifice.

AvalueofOπ 」協1ηasaunityistheunification

ofvariety,namelyentiretyandintegrity.

Therefore,theentiretyandintegrityarean

originoffiniteness.Inotherwords,these

entiretyandintegrityareanorganicvitality

andfinallybecomeanattributeoftruth,virtue



里叫 ユ 司セ 環011斗.

lll.{曁 裡 鬯2弖 刈910i罟 召

吾 菩 斗 吾 糾 呈 刈 到(月 苦 弔・ε01型 斗 刃 ろ!01蚪 胡
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譜 ・午 銀 裁 叫.暑 明 苦 碧 薯7潤 刈(個 體)7}早 入国 囚

譲 ∋ 契 。マ叫.7網 セ 鬟 国 吐 マ}暑 。1ス}望 刈 ム

ム 弖917ト 肉 フト剋碧 週 芒 唄01亡 辛.`明 苦 弔lO1畳 川

刈 到 咢 ・ぱ。1司 想 赳 刈 暑 圧 モ 叫 彳・フト脅 朗 刈 刈 司一

し干7干qモ ∋ 奏010ト 月 匸}.01司 一し十[一,Unity]豆 ・人1明

暑 唱917國 モ…・`叫(1}相91暑 望,,暑 ・社 司・邊o回,宅

旭 旭 。1叫.o個 荳}旭 刈 ・碧彑 呈 ・列 到 司・t斗セ ♀ 鴦}畫

型 釧 暑 塾 。1明,01苛 叫 弖 列 判{垂 皇 唱 只}暑 薯 杢}屠

司】叫 呀 司・閥 宅 叫 。ユ 司 旦 呈01週 刈 想 薯 弁 フ1瑚 想

瑁 想 ユ ス圃 。1吐 想 噌 暑 刈 望 祖 刈 想 薯 剳 司,旭,

o干暑叫 苦 到 舎 ・習01司 セ 誤01匸} .

杢1ロ1瑚(～1{≒・習彑 呈 刈 皐}旭・邊(integrity){}ロ1零

フ國7ト τま望 司 フ囲 叶 碧 具 智 瑚21旦 暑 早 甚 暑 暑

王 屠 司一ユ 銀 叫 芒 哭011斗.01型 喜 石 測 暑 暑 胡 刈 早

甚01暑 喜 刃 皇 呈 金 キ 司・洲 ・ぽ立 平}劑暑:7ト ズ1ヱ 銀 音

暑 哭 司・司,ユ 憙 。1看 彑 呈 手 明 苓 週 刈 釧 早 甚 。1叫

セ 巽 。1叫.暑 φ 司 竚 ス1匸}磐 を 誤 。レ 列弖 丕 糾 斜

司(醤 音 司 モ… 翹 刈 想{}7ト 召 嚠 豊 石 哲 司101喜 匸}ユ

譜 奈 銀 裁1斗.ユ 誤 薯"祠 唄 。1司 翹 司 司 唄彑 呈 旦

01嘔 刈 司↓干升 瑚 ゼ 誤"(thatinwhichthemany
,

stillseenasmany,becomesone):翼}杢}暑o回,01

己1重}ロ1恕 ・}}闘暑・フ}司ラ『,暑 司 ス1(Coleridge)モ …

"暑 望 舎91叫(誉 ・碧(MulteityinUnity)"01叫 子 碧

鴦}叫 銀 叫.

。1皇}壱{}旭 胡 モ… 号(誉 ユ 石(月レH呈 唐 君 司 モ掴1 ,

糾(和)セ 暑(同)斗 司 日国ol`糾'畳 刈 呈1斗 喜 型
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要す るに、「オウリム」とはあ る個体 が他 の個体 を

破 壊 した り損傷 した りせず 、 全 体性 の大 きな調和 の

中で交 わる状態 であ る。 この時 「オウリム」が 対立 さ

えも多様 性の 中で再 び大 きな一つの全 体性 とし、そ

れが力動 的平衡(dynamicequilibrium)状 態 に至

るのだ。

この ような 「オウリム」は下記 の ような関係 か ら生

じる、宇 宙 と人 、人 と人、人 と物 、人 と自然 、また物

と物 、物 と自然 、 自然 と自然の 問の和解 した関係 か

ら胎動 す るもの だ と言 え る。 「オウリム」は私 たち を

囲むす べ て の存在 の 生命 性 に対 す る本 質 の理解 の

上 に究 極 の 自由 と節 制 を通 じた調和 の 追及 か ら可

能 とな るの であ る。

筆者 がハ ングル創 制の 原理 を 「オウリム」の観 点 か

らみ る根拠 は 『訓民正音 』の解例本 の終わ りにあ る鄭

麟趾 の序 文 の 「三極 の意 味 と二 気の 妙が皆 揃 って包

括 され ない もの は無 い(三 極之 義 二 氣之 妙 莫不 該

括)」 という文言.を通 じてである。 この句節 は上で述

べ たように、大 きな「オウリム」の意味 を内包 して いた。

す なわち、 天地人の三極 の意 味 と陰陽二気 の妙が皆

揃 い包括 され ない ことの無いのが まさに訓 民正 音 な

のである。「オウリム」は天地人の三才 お よび無限 なも

の の創造 者 として二 つか らなる。す なわ ち 「虚 と実」、

「颶 と滞」、「重 と軽」、「剛 と柔」、「動 と静」、「深 と浅」、

「闔 と闢」、「陰 と陽」を矛盾す る ことな くすべ てを包括

す る究 極の境 界の状 態にお いて見 ることがで きる。

要 す るに、「オウリム」とは本来 、天 と地 と人 が存

在 する摂理 で あ り、 宇宙 の本質 であ り、 人 間本性 の

核心 なの であ る。 ましてデザ インとは宇 宙の 一部分

で あ る人間社 会 が作 りあ げた仕 業 なので あ るか ら、

デザ インの価 値 と本 質 もまた人 間の心 、宇 宙 の本質

と通 じない とい うこ とはあ り得 ない だろう。 筆 者 は
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andbeauty:Theintegrity.asanaesthetic

attributehasallessentialelementsneededfor

anaestheticvalue.Andeachpartisbasically

relatedwitheachotherthroughthewhole.

Thatittosay,whenvarietyhasaharmonious

entirety,itreachestotheintegrityinwhich

themany,stillseen.asmany,becomesone.

Coleridgecalledthiskindofaestheticstateas

`Multe三tyinUnity'
.

W6canfindthiswayofviewinoriental

classics.Agatheringofdifferentthings

becomes」 σ㎜(和)。Thegatheringexistsin

order,soitgivesvitalityandrichness.Onthe

otherhand,Poηg(同)justgatherssame

things,soallthingsinDoηgwillbefinally

perished.17糀!isaprincipleofco-existence

but1)oηgisdifferent.Inaword,0α π加1isone

existswithotherswithoutabsorptionor

destructioninharmony;Furthermore,0α 飯 仞

embracesoPPositionaloneinvariety,so

OH劭 ηiscalleda`dynamicequilibrium'.

ThisOα 班 」misinrelationship:theuniverse

andhumanbeing,peopleandpeople,people

andobject,peopleandnature,objectand

object,objectandnature,andnatureand

nature.Oz11孝1ηisbasedonaphilosophical

principl6inwhichallthingsarealiveandit

seeksforharmonythroughf士eedomand

moderation.

IamsurethatOα 、磁misaninvention

principleofHungminchongum.This

suggestionisbasedontheintroductionby
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「オウリム」につ いて の具 体 的な模索 の試み として韓

国のハ ングルを用 いて 「オウリム」デザ インを論議 して

み ようと思 う。

lV.創 造 的 デ ザ イ ン と して のハ ン グル 創 制 の基

本概 念

訓 民正音 創 制の基 本精 神 は 『訓 民正 音』の解 例 本

の初 め三 つの 項 目で明確 に示 されて い る。 それ は

「異」を認識 して実践 に移 した ものであ り、民 に対 す

る哀 れ む思 い(憫)か らわか りやす く作 ったものが そ

れ なのであ る。

ハングル のアイデ ンティテ ィー としての 「異 」

私 た ちが 事物 や現 象 を他 人 と違 う観 点 か ら見 る

とい うこ とは、問題意 識 と独創 的 な思 考の機 制で あ

って、自我 意識 の生 まれ る地点 であ る。「異 」へ の認

識 はや がて アイデンテイテイーに繋が る。 アイデンテ

ィテ ィー とは「変 わ らない存 在の本 質 を気 づ く性質 ま

た はその性 質 を持 つ独 立 的 な存 在 」『標 準 国語 大辞

典 』であ り、つ まり「本 質的 な面か ら他 の もの とは区

分 され るもの」なのだ。す なわち 「自分 らしさ」と表

す ことが で きるだろ う。

筆 者 は ま さに韓 国語 は中 国語 とは異 な る もの で

ある というこ とに気づ き、「自分 らしく、自分 の言葉

に適切 で、自分 の言葉 に似合 う文字 は何 なのか」を切

実 に感 じて実践 す るこ とでハ ングル創 制が可 能 だっ

た ことに注 目しようとす る。 この ような認識 は膠着

語 であ る韓国語 が孤立 語で ある 中国語 ともっぱ ら異

なるので 文字 は異 なるべ きで あ り、その他 に既 に新

しい文字 を作 って持 っていた ウィーグル、蒙古 、西夏 、

女 真等 の文字 ともまた違 わな くて はな らない ことを
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Jeong,InJiinπ αηη1加cゐoηgαm6磁 θryθわoη丿:

三 極 之 義 二 氣 之 妙 不 莫 該 括.Thissentence

explainedthatHunminchongumhasaconcept

ofbigharmony;Therefore.Hunminchongum

istheessenceofuniverse(theheaven,earth

andhumanbeings)andtheoriginalnatureof

humanbeings.0π 、酸η1canbeseeinginan

extremityembracingvariouspairsofthetwo

oPPosites:creation-vacuum嘘)andfullness

(実),rise(颶)andfall(滞),heaviness(重)and

lightness(軽),hardness(剛)andsoftness(柔),

movement(動)andsilence(静),deepness(深)

andshallowness(浅),prominence(闔)and

depression(闢),andYin(陰)andYang(陽).

Designisaresultproducedbyhumanbeings

anddesignvalueiscontrolledbyOα 〃1η.Wb

trytoconsiderHangulasatrialofOα1伽1台

design.

lV.TheBasicldeaofHangulas

CreativeDesign

Wbcanfindfollowingthreeideasinthe

inventionofHangulinHα η1η加choη9α η1

`1毳!θ理 θわo血丿:namely;theawarenessof

difference,sympathyandeasiness.

AwarenessofHangul'sIdentity

Ifweseeanobjectorphenomenonwith

differentwayofviewfromothers,itmeanswe

reachtoself・awareness.Theawarenessof

differenceisconnectedwithanidentity.
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認 識 していたのだ ろう。歴史 的に見る と、ハ ングル創

制 以前 のイ ドゥ(吏読)や 口訣 で表 意文字 であ る漢 字

を借 りて使 ってみ たが根本 的に韓 国語 の構 造や音 韻

に合 わず 、 まるで 「丸 い穴 に四角 の柄 を入 れ る よう

な」不便 が伴 う文化 的アイデ ンティティーの葛 藤 を体

験 して きた。 世宗大王 は韓国語 の 「音 はあ るが文字

が 無 くて言 葉が通 じ難い(有 聲無 字、書 難通)」状 況

か ら新 しい文化創造 の必要性 を切実 に感 じ韓 国語 を

書 ける文字 として作 り上げ たのだ。 差別性 としての

「異」を前提 した事実 は前 文で もあげ たように個体 の

本質 が尊重 され る 「和 而不 同」のオウリムにた いす る

前提 で もあった のであ る。

デザイン的なエー トス としての 「憫」

アラブ人 た ちが神 聖 に思 ったコランの文 字 は 「ア

ーラ神 の文字」で あって、古代エ ジプ ト人 たちの聖 刻

文字 もまた トット神 が作 った 「神 の文字」だ った。 漢

字お よび楔形 文字 、エジプ ト絵 文字 等 は解 読せ ねば

な らない文字 数が あ まりに多 かったので一般 大衆 が

使用す るには適切 では ない文字 だった。しか し30文

字余 りで縮小 整理 された フェニキアのアルファベ ット

革命 以 降 「神 たちの 文字」は人 の文字 に な り、「仕 え

る文字 」か ら 「享 受す る文字」に なった。

ハ ングル革 命 もこれ と同様 の事 件 と見 られ る。 数

千文 字 を学 んで は じめ て文 字 を読 め る ような漢 字

の環境 か らハ ングル28字 の誕 生 は文 字 の読 み書 き

を知 らない民衆 の 目を開 き、大 衆教育 を可能 とした

出来事 であった。やが て文字 は少数 の支配者 の手 か

ら民衆 の手 に渡って きたの であ る。

文 字 が な い とい うこ とは視 覚 疎 通の で きない状

況で ある。疎通 とはさま ざまな形の社 会的交換 の効

用 を極 大化 す る記 号 とメッセー ジ等 を伝 達 交換 し循
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Accordingto5顔 η{1∂r己 κbrθa111万cがoη ∂∬ア,

`identity'meansanimmutableessenceof

existenceorexistenceitself.

TheintentionofinventingHunminchongum

isregardedasanawarenessofdifference

betweenKoreanandChineselanguagesanda

fulfillmentofawareness.Koreanlanguageis

anagglutinativeonebutChineselanguageis

anisolatedone.Therefore,Koreanletter

shouldbedifferentfromChineseletter.

BeforeHangulwasinvented,Chinese

characterswereusedinKorea.Wbcanfind

sometrialstosolveproblemscomefrom

discordance,forexample,usingof昭 α(使 讀)

or劭1け π1(口 訣).Butsuchkindoftrialscould

notsolvetheproblems.KingSejongdecided

toinventownwritingsystembecausehewas

deeplyawareofthedifferenceandthe

necessityoftheirownsystem.

DesignEthosorSympathy

ArabicscriptsfortheKoranandtheletters

ofancientEgyptwerelettersforgod.Chinese

characters,cuneiformcharactersandEgyptian

pictographhavetoomanyletters.Inaddition,

itwasimpossibletolearnalloftheseletters

fordailyuse.Inotherwords,theywerenot

suitableforcommonpeople'sdailyuse.After

Phoenicianalphabetreformationinwhich

bothnumbersa亘dcomplexityofletters

drasticallydecrease,lettersforgodand

servicingbecamelettersforcommonpeople
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環 させ る行為 であ る。これ は物 と人 の循 環 も含め ら

れ広 く見 る と疎 通 とは まさ に人 間の社 会 的 な人 生

その もの なので ある。 したが って疎通 で きない とい

うこ とは人 々が社 会的 人生 を十 分 にで きてい な い

というこ とと同 じこ となの であ る。 まさにハ ングル

創 制 は疎 通が で きず悔 しい思い を して も自己意思 を

表 せ な い愚 かな民 衆 に対 す る哀 れ の心 が基 本 に な

り、それ 『訓 民正音 』が民衆 の側 の 「民本」、民 のため

「民為 」の精 神 で 「易 しくて 簡略 的 に」作 られ たの で

ある。 この 「惻 隠之心 」は人 聞が生命 を哀 れに思 う

本性 で あ り、 これ はデザ インを含 む人 間の創造 行為

一 般に必 然的、普 遍的 な価 値 であ るだろ う。

易 しさ

18世 紀 『康 熙字 典』に載せ られ た漢字 は4万 字程

にのぼ る。 この ような中 国漢字 をか な り通 じるた め

には通常20年 はかか る。 この ような文字 は基本 的

に時間 を消耗 させ てい てエリー ト的 だ(オ ン、1995;

136-137)。 それ に比 べ 、ハ ングルは 「賢 者は その 日

の朝 が過 ぎる前 にす で に会得す るで あろ うし、愚 者

で あって も十 日で な ら学べ る」(注5)とい うほ ど簡 単

で易 しく学べ るので民主 的で ある。「易 しさ」とは 自

然 の摂 理 であ る。それ は天 と地 に当然合 って いて和

順す る順理 であ り、 易 しさと簡略 さの 追求 とは これ

らを実 践す る ことなのだ。 まさにハ ングル は易 しく

て簡略 であ るこ とか ら天下 の理致 を持 ち(注6)広 く使

われ る ようになった のであ る。

V.オ ウリ厶の観点から見た訓民正音創制のデザ

イン的意義

この ような基 本理 念 を持って誕生 したハ ングル は

llO 第2部 画 像 と文字

anddailyuse.TheinventionofHangulcanbe

regardedasasimilarkindofrevolutionary

trial.Inotherwords,Hangulwasveryhelpful

forpeopletolearn:bymemorizingonly28

alphabets(consonantsandvowels)and

understandingitsbasicapPlicationrule.An

absenceoflettersmeansanabsenceof

communicationormutualunderstanding.The

mutualunderstandingcanbealsoregardedas

socialexchangeandcirculationamongPeople

andsociallife.

KingSejongdeploredthefactthatthe

commonpeoplewerenotabletoreadand

write.Andheunderstoodtheirfrustrationin

beingunabletoreadortocommunicatetheir

thoughtandfeelings.He五nallydecidedto

makeanewwritingsystem,Hunminchongum

(訓 民 正 音,thecorrectsoundsforthe

instructionofthepeople).W6wouldsaythat

thiskindofsympathyisoneofthemost

universalandessentialvaluesforallcreative

humanactsincludingdesign.

EasineSS

AboutfortythousandChinesecharacters

wereincludedforO∂ η帥 〃4θoηinthe18th

century,Itusuallytakes20yearstomaster

fortythousandChinesecharacters.Thiskind

ofscriptistootime-consumingandelitist

(Ong,1995;136-137).Onthecontrary,Hangul

isve「yeasytolearn。Itissaidthatthe

commonpeoplecanmasterittendaysand
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どの ような理 由 でオウリムデザ インの典 型 となる こ

とが で きた のであ ろうか。前 文で述べ て いる ように、

オウリム とは対比 す らも包括 す る大 きな意味 での 調

和 として作 用す るデザ インの大 きな原理 として理解

で きる。 そ のハ ングル創制 のデザイ ン的意 義 との関

係 を次 の ように論議 で きる。

創制背 景原理 としての太極 と陰 陽待 対 のオウリム

『訓民正 音』の解例本 の根底 に流れ ている一本 の太

い思想 は東洋哲 学、つ ま り易 学で ある。 易 学 は太極

陰陽思 想 を基 盤 とし、 それはハ ングル創 制 の基本 的

哲学 でもあ る。『訓民正音 』の制 字解 のは じめ にそれ

が をよく表 されてい る。

天 と地の 道理 は陰陽 五行 の理致 で 成 され てい る

だ けだ。 坤卦 と復卦 の間が 太極 にな り、太極 が動 い

て静寂 の後 に陰陽が 生 まれる。お お よそ天 と地 の間

に生 命 を持 つ群 れ た ちが この 陰 陽の理 致 を捨 て ら

れ ないので、人 の音 もすべ て この陰 陽の理 致で成 っ

てい るのだ。

「天地 之道 一陰 陽五 行而 已,坤 復 之 間爲太 極.而

動 靜 之後爲 陰陽.凡 有 生類 在 天地 之 間者.捨 陰陽 而

何 之.故 人 之聲音.皆 有陰 陽之理.」。

この ように 人の 音 は太極 か ら生 成 され た 陰陽 五

行 の理 致か ら免 れ られな いため、宇 宙の理 致 と共 に

作 用す る人の音 を探 究 して形象化 、視 覚化 した結 果

が まさにハングルだ ったの であ る。

この ような思想 を基本 に初声 を陰陽 五行 に よって分

け、中声 「・」を宇 宙の実 態 として その中 に太 極が 内

在 して 「_」、臼 」で交変 して 「・」が 「_」 と 「1」の

上下左右 、両横 に整 数 と定位 の奥妙 な融和 に よって

文字 を造 成 す る ことは 太極 思想 の哲学 的 思弁 と一

致す る とい うこ とがで きる。『訓民正 音』の制 字解 の
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wiserpeoplecanmasteritwithinhalfadayl

`Easiness'isaprincipleofnature
.Itshouldbe

harmonizedwithheavenandearth.Seeking

foreasinessandsimplicityispracticingthis

principle.Therefore,Hangulcanreachthe

principleofnaturethroughseekingfor

simplicityandeasinessthatisprevailed

amongthepeople.

V.MeaningofHunminchongumlnvention

HowcanHunminchongumbeanidea1

0召 劭 ηofdesignPAsweconsidered,0α 劭 ηis

aprincipleofdesignasagreatharmony

embracingvariouscontrasts.0α 劭 η 袷

relationshipwiththemeaningof

Hunminchongum'sinventionanddesignisas

follows.

TheHarmonyoftheGreatAbsolute(太 極)and

YinandYang(陰 陽 待 對)as

PrinciplesofHangullnvention

Themainphilosophyof、 劭111η 加cゐ011gαm

(砺 θノァeわoη)is}㊨o肋a左(易 学),thescienceof

divination.TheYin(陰)andYang(陽)principle

isastructuralframeof}わo効 盈.Therefore,

wewouldsaythatthephilosophyofHangul

inventionwasaffectedbytheYinandYang

principle.Theheavenandearthareoperated

byYin,Yangandtheirmovement.

TherelationshipofκbηtrigramandP∂ 左

trigrammaketheGreatAbsolute(太 極):
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哲学 的な背景 は太極 思想 、 つ まり易 の思 想 であ る。

合字 で も初声 と終声 は天 と地で、その 間に人が参 加

し、万 物 の調和 を円滑 にで きるこ とで音節 造成 を天

(初声)、地(終 声)、人(中 声)に お いて人 間 として天

一合 一の思想 に まで引 き上 げた(姜 圭 善、2001;70)

太極 とは万 物 の根 源 的 な生成 を成 す 動 的均衡 の こ

とで あ り、それ 自体 で既 に 「オウリム」であ り、ハング

ル創 制 は太極思 想の実 践、 す なわちオウリムの実 践

と見 られ るだろ う。 要す る に訓民 正音 は この ような

太極 思想 に本 質 をお いて 人の声 音 の 原理 を精 巧 に

反映 して形象 化 した ので、28字 は 「音 は七調 の歌 楽

に合 い、三極 の意味 と理気 の妙がす べて揃 い包括 で

きないものが ない」(注7)と天命 した もの であった。

宇宙観 、 人間観 、 自然観 のオウリム としての子音 字

と母音字 の造 形性

太極 陰 陽思 想 に よって作 られ たハ ングル文 字 は上

下、左右 対称 の原理 が適用 され 、加画 、合字 の原理

に よって音 と形 の弁別 資質 が秩序 良 く具現 され てい

る。 またハ ングルは発 音器 官 を形 象化 して調 音位置

と調音方 法 を暗 示 してお り、 音素 文字 としての子音

字 と母音 字の形 が視覚 的 に明確 に区分 で きる。

これは書 く者 に易 しくて 明瞭 に理解 で きる ように

弁 別 資質が具現 され たもの であ り、 その字素 等が す

べ て交 わ りハングルの造 形 を成 して いる。 このよう

に画が 一つ加 え られ るた びに音の 資質が 変 わって く

るの はハ ングルが音素 文字体系(phonemicwriting

system)か ら更 に新 しい次 元の 資質 文字 体 系(fea-

turalwritingsystem)(注8)の 特 徴 を表 した ものな

ので ある。

音 を書 く文 字 を考 え 出 した 世宗 大 王 は その 初声

形 象 を作 るパ ター ンの た めに音 を出 す生 命 源 泉 の
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trigramisdivinationfromTゐ θBoo左of

α2∂ηgθs(周 易).TheGreatAbsoluteturnsinto

YinandYangbyitsmoving.All.livingthing

shouldfollowthisprinciple.Thesoundof

humanbeingsisalsodominatedbythisidea.

Wbcanfindsomedescriptionsofthisprinciple

inHα ηmfηC加 η9α加 伽 ψ 加 θ丿:

天 地 之 道 一 陰 陽 五 行 而 已.坤 復 之 間爲 太 極.而

動 靜 之 後 爲 陰 陽.凡 有 生 類 在 天 地 之 間 者.捨 陰 陽 而

何 之.故 人 之 聲 音.皆 有 陰 陽 之 理.

Hangulisaformativeandvisualresultof

accomplishmentoftheYinandYangprinciple.

Inotherwords,Hangulcontainstheprinciple

oftheGreatAbsolute.Thefirstsoundof

HangulisgeneratedfromtheYinandYang

principle.Themiddlesound「 ・」isbasedonthe

GreatAbsolute.「 ・」istransformedintoL」and

「1」.Andwhen「 ・」isconnectedwithL」and

「1」,newcharactersarecreated.「Wbwould

saytheformationprocessisanachievementof

harmon}㌃

ThemainphilosophyofH齟 η1fηc加 ηgα仞

σaφ8乃 ∂θ丿isanideaof}急o左(易).In

17αηm∫ηchoη9αm(尨q麹 力aθ.),the且rstsoundis

heavenandthefinalsoundisearth.Human

beingsstayinbetweenheavenandearthto

keepbalanceandharmonylHeaven(the且rst

sound),earth(the且nalsollnd)andhuman

being(themiddlesound)aregoinguptothe

ideaofunity(天 一 合 一)(Kang,Kyu-Seon,2001;

70).

TheGreatAbsolutemeansdynamic
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本 質、す なわち発音 器官 の形 をまねて、 中声 つ まり

母 音字 の11字 はその模様 を天地 人 か ら取 り上 げた。

した がって初声 の 子音 字17字 はすべ て発音 器 官 の

形 象 を表 している。牙音 「「」は舌の根 っこが 喉の穴

を閉め る形象 を、舌音 「し」は舌 が上 の歯茎 に触 れ る

形象 を、脣 音 「ロ」は口の形 象 を、齒音 「ノ・」は歯 の形

象 を、喉 音 「○」は喉 穴の形象 をそれぞれ現 した もの

である。 この ような象 形 は万 物 に対 してそれ を観察

す る要領 を身 につ けて、それ ぞれ異 なる形態 とパ タ

ー ンを模 してそ の 自然物 性 に合 うように形象 化 した

ものであ る。 この ようなものが宇 宙観 、人 間観 、自然

観 の 「オウリム」で は ない だろ うか 。

ハ ングルの簡 潔性 と応 用性

訓民正音28字 は 「限 りな く転 換が可 能で 、簡単で

あ り緊要 で洗練 され て よく通 じる」(注9)易 しく単純

な文字体系 で ある。 ハ ングルを造形 的にみ る と、点、

横線 、縦線 、斜線 、円の要素 として実 に簡 単そ の もの

で ある。まさにその幾 何学 的 に簡 潔 な形 があ れ これ

変化 しても通 じない ことは ない。 この要素 等が集 め

綴 られて組 み合 わ され て初 声 と中声 にな り、またそ

れ らが 集 ま り合 わ さって一つ の音 を表す完 全 な文字

に変 わ る。これ は訓民 正音が持 つ生 成哲学 的宇宙 観

として太 極 思想 の 内部 組織 的 な陰 陽が 作 用 して無

限 な外 的構 造 の組 織体 が 生 成 され る理 致 に通 じる

(注10)。

例 え ば、点 と幹 の二つ が陰陽 で交 わ り母 音 の基 本

字11字 を基 本 に して、 再 度母音 の 二つ が交 わ り14

字 を作 って、 また母 音 の三つ が交 わ り4字 を更 に作

って母 音29字 が 出来 上が る ので ある。 文字 を作 る

にあたって、音素等 が 自 らの形 を変 えず に互 いに合

わさって一 つの音節 文字 を形成 す るのは、造形 的 な
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equilibriumandOa劭 η.Wewouldknowthat

theinventionofHangulisapracticeofthe

GreatAbsoluteandO加 砿1η.Inaword,

Hunminchongumisbasedonthephilosophy

oftheGreatAbsolute.Therefore,itcan

reflecteverythingintheworldinchldingthe

voiceofhumanbeings.

FormationofConsonantsandVowelsasthe

HarmonyofUniverse,HumanBeingsandNature

EastAsians'viewofuniverseandnature

werethephilosophyoftheGreatAbsolute(太

極)andtheYinandYangprinciplewhichwere

frameworkoftheorientalphilosophylForms

ofHangulfollowedbytheYinandYang

principleareverticallyandhorizontally

symm6trica1.Andtheirformsandsoundsare

distinguishedbyrules,addinglinesand.

combinations.Inaddition,Hangulcopied

fromtheorgansofspeechforarticulation.

ConsonantsandvowelsofHangularevisually

classified.Allofthesearetheevidenceswhich

proveHangul'ssymbolicalsuperiority.The

symbolicalsuperiorityisveryhelpfulfor

writing,readingandunderstanding.

WhenKingSejongtriedtocreatenew

writingsystemasanexpressingwayofsound,

hemade17consonantsfollowedshapesofthe

speechorgansandtheiralterationandll

vowelsbasedshapesofheaven,earthand

humanbeings.Forexample,velarsound「 「」,

alveolarsound「L」,bilabialsound「 ロ」,denta1
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置 き換 えが 可能 で、 造 形のエ ントロピーが少 ない デ

ザ インの理 想的 な状 態 であ る と思、える。 つ まり、ハ

ングルは表音文 字 として 「「」「し」「匸」な どの要 素 に

分解 され るが、それ らを再度 総合 し文字 を構成 す る

「分析 と総合」の方法 で組み合 わ され る点 か らして優

秀 であ り、 まさに この点 が世界 的 に高 く評価 され る

理 由なので ある。

要す るに、 デザインは容易 で結 果は簡 単だが応 用

と変化 の可 能 なものが良 いだ ろう。デザ インとは、自

分 らしい機 能 を理解 しそ れに合 う疎 通 の精髄 を抽 出

す る行 為 であるとい うところで、「良 いデザイン」の本

質 に通 じ合 い、「オウリム」の意味 とも通 じ合 うと言 え

るだろう。

「オウリム」としての システム・デザイン

デザ インも人の営 み なのであ るかち、 デザインの

原理 もや はり天 地万物 の理 致 と原 理 を人 のた めに な

る ように解析 し形 象化 した もの では ない だ ろ うか。

本 来造 形 原理 と して の形 と音 楽 の 原理 としての声

その他 は天 と地の 問で潜 在態 として宿ってい るもの

であ り、 正音 の文字 を作 る場合 にもその象 と組 み合

わせ て、 声が 激 しくなる に従 ってその程 度 を増.すよ

うに製作 され た(因 声加 画)。それ は続 け組 みの科 学

性 で、また文 字の形象 の秩序(taxis)で 示 され た。秩

序 とはま さにオウリムだ とも言 え る。 秩序 とは逆 ら

わず(不 悖)、間違 わ ないように(不 戻)組 織 された シ

ステムなの だ。[図1]

1》 子 音字 の体 系性

『訓民 正音 』 の制字解 による と、 初 声 の子音字 は

「o」で始 まるが、「o」は万物 の根源 であ る水 が通 る

喉 穴 を まねて作 りその激 しい音 は 「万」に、さ らには

「司 になった。 そ の次の初声 「「」は舌 の根 元が 喉
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sound「 ノ・」,andglottalsound「 ○」.正thinkthat

thiskindofHangulformationisadeep

understandingandefficientshapingwayof

nature.

TheEfficiencyofHangul

Hunminchongum's28alphabetscanbe

unlimitedlyalteredtomakenewcharacters.

Themethodofmakingnewcharactersisvery

easy,simpleandaccurate.Hangulbasically

consistofdot,horizontalstroke,vertical

stroke,obliquestrokeandcircle.Therefore,

itiseasytomakenewcharacterswithoutany

problemforuse.Wheneachelementis

combined,itbecomesalphabet(consonants

andvowels).Andwheneachalphabetis

combined,itturnsintoonesound(character).

W℃wouldknowthatHunminchongumwas

inventedbygeneradonphilosoph¥For

example,29basicalphabetsofHangulare

madebycombiningofeachelement(dotand

line)。Itistheidealconditiononcharacter

designtomakenewcharactersthrough

combinationwithoutanychangeofelement's

originalshape.Inotherwords,easyalteration

andadaptationareoneoftheessentialpartsof

design.Gooddesigncanbedesignedby

accomplishmentofOα1冱1η'sphilosophyl

SystemDesignasOα 〃m

Designisalsocreatedbyhumanbeing.

Therefore,Ithinkdesignprincipleisnot
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穴 を閉 める形 を真 似て作 り、激 しい音 は 「「」に枝 を

付 け加 えて 「ヲ」を作 る。 脣 音 「ロ」は口の形象 を真

似 た もので、それ に関連す る音 「司 や 「ユ」はそ れ

に枝 を付 け加 えて体系 的 に作 ったもので ある。

また初 声 で その 音 を作 り上 げ る調 音 体 の資 質 を

見 る と、五行 に土 台 を置 いた音 の性質 と音相 が文字

コル と似合 う。 これ は聴覚 的イメージを視覚 的に し、

また季節 と音楽 に体系 的 な 「オウリム」を試 みた もの

だ と見 られる[表1]。 また 強い音 を作 って行 くの は、

牙 音 「「」は木 の基本 を成す もので あ り、「ヲ」は木が

繁 って成長 い くもので、「コ1」は木が 年 を取 って逞 し

さを象徴 した ことは、 やは り視 覚的 な想 像力 が論理

的な体系 性 と似合 って引 き立 つ点 と言 え る。 「・」は

太 極 に、「_」と 「1」 は両儀 に、「亠 ト 丁 →」は四

象 に、「且 ㌃ コ丁 判 は八卦 に当 たる。太極 陰陽三才

理 論 によって作 られ た中声 字 コルは上 下、左 右の力

動 的対称 の原理 が適用 され た。

2》 母音字 の体系 性

中声字 を見 る と、 形 の丸 い天 をまねて作 った 「・」

は口の 中の深 い所 か ら音 が一番 最初 にで きて、形が

平 地 をまねて作った し 」は口の 中の深 くも浅 くもな

い所 か ら出る音で 、また人 を まね て作 った 口 」は 口

の 中 の浅 い所 か ら出 る音 に展 開 され てい る こ とが

わかる。 こ こに は天が あってか ら地が で き、天 と地

の理 致が 人 を通 じて発現 され る とい うこ とを、性 理

学 の宇 宙 論 的 な天人 合 一思 想 で 文字 に表 した深 い

意 味が ある。[図2]

「・」 は中声 の 中心 にな り、頭 にな り横 縦 に転 ん で

伸 びL」 、「1」を作 り上 げ、上 下 「_」と左右 に 「i」

の基 準 を置 き、 この三つ が交 わ り合 って陰陽の新 し

い音 を作 り上 げ る。天地 人の三才 が万物 の頭 にな る

ように、「・、_、1」 の三字 は他 の中声字 の頭 にな る。
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differentwithotherthingsintheearth.

Shapesundertheformativeprinciplesand

soundsunderthemusicalprinciplesexistin

thesaineworld.Whenlettersarecreated,the

shapesandsoundsaresimultaneouslytreated.

Inotherwords,assoundarestrengthenedor

changed,lettersarealsoconverted.[Figure1]

Accordingtothe、 飾 ηm加c加 ηgπ1ガs拇 ∂加 θ,

initialconsonantbeginsfrom「o」which

representswater臼sanoriginoflife.「 す 」is

madeby「 ○」assoundstrengthened.Inanother

cases,avelarsound「 「」canbecome厂 ヲ」and

bilabialsound「 亡」canturninto「 日」or「 工司by

addinglinesassoundstrengthened.Thiskind

ofHangul'scharacteristics(phonemicwriting

system)representsnewleveloffeaturaI

writingsystem.Atthesametime,theprocess

ofconvertinginitialconsonantsbe

symbolicallyexplainedby}わ01d易).For

example,velarsound「 「」representsarootof

tree,「 ヲ」meansgrowthofthetree,and「 司is

growingold.Itisatrialofmatchingsound

andshapesanditsformation.[Table1]

Furthermore,inmiddlevowels'case,the

soundof「 ・(toimitatetheheaven)」 且rstly

comesfromdeeperplace,「_(toimitatethe

earth)」fromcenterthesecondand「1(to

imitatehumanbeings)」finallycomesfrom

shallowerplaceinthemouth。Theheavenis

openedthefirstandtheearthcomesoutthe

secondandthenhllmanbeingsfinallyappear

asfollowingthemetaphysicalcosmology(天 人
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つ ま り「・」と「_」が最 初 に交 じり「亠 、}、T、1」(初

出)の 四字 がで き、そ の次 に 「1」と交 じり「⊥。、 乍、

Tr、 『」(再出)と 「亠 、干、丁 、月 を合 わせ て8字 に

な り、また交 わ り合用 字で ある 「昇 、肩 、琳、哨 」更に

この ように してで きたもの が 「凵 と交 わ り「!、」、

』、n、 爿、碑1、鋼、習、司、嗣 で10字 が生 まれ、そ

して二つ文字 と合 わせ た 中声 が 「}」と交わ り「胡 、ヨ1、

期、1恥 を作 る体 系 的な展 開をす る。 更 に明 るい音

は明 るい音 同士 、 暗 い音 は暗い音 同士 と交 わる(母

音調和)。 この ように新 しい音 文字 を作 り上 げるす

き間 ない仕 組 みに は驚 くばか りであ る。

三才 が交わ り合って作 られるハ ングル

中声 の基 本は三 才の理致 か らで きて い る。三 才は

天開、地 成、人生 を意 味す るもので、この形象 「・、_、

肖 を基 本字 として作 り、初 めて 天(・)と 地(_)が

交 わる ことを形 象化 して 「亠」を作 り上 げ、続 いて人

G)が 天(・)と 合わ さ り阡 」を作 り出 した。 これは天

地 の使 用 に より事物 を表す が、人 を待つ 、 とい う意

味 で取 り上 げた として いる。陰 陽調 和か ら万物 が生

まれ る ように、 ハ ングルは必 ず合 わさ り交 わって は

じめて一つ の音 と文字 を成す とい う原則 を持 ってい

る(合 字)。 訓民正音 で は 「おお よそ文字 が合 わ され

て初 めて音 を成 し」(注11)、「初 一中 一終声 」が 交 わる

文字 にな る」(注12)と した。

この場合 人 を形象 化 した中声 音が 中心 に なるが、

これ も「初声 と中声 と終 声が 合 わ さって で きた 文字

で言 うと、 動 きが あ り静寂 が共 に共存 し、 陰 陽が交

わり変 わ る という意 味が あるか ら、 動 くものは天で

あ り、静 は地 そ して動 きがあ り静 寂 を兼 ね るのは人」

(注13)で 、「初 声 一天、終声 一地、そ して天 と地 を繋 ぐ

重要 な役割 として中声 一人」 とい う天 と地 の 「オウリ
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合 一).Thisphilosophicaltheoryisreflectedin

theinventionprinciplesofHangul.[Figure2]

「・」isthecoreofmiddlevowels.卜 」converts

itselfinto「_」or臼 」byalteringitseIf.These

threebasicelementsaffecteachotherand

createnewsoundandletters:「 ・_1」 → 「亠 ト

「一!」 → 「亠L㌃Tr「 」.Inaddition,itisruledby

thevowelharmonyprinciple(lightsound+

lightsound,darksound+darksound).

HangulCreatedwithsa〃 η白θ(theThree

Germinantes)

AccordingtoHα11m加cゐoηgα η1,soundis

createdbycombinationofletterandthe

combinationconsistsofinitial,middleand

finalsound.Theinitialsound(consonant)can

bestrongersoundthroughcombinationof

itself.Themiddlesound(vowel)becomes

double-vowelthroughjointeachother.For

example,「 亠 」isloint「 ・」of「二 」and「Hisjoint

「1」of「 ・」.Combination(合 字)istheoneofmain

principlesofHangul.Inthiscase,themiddle

sound(humanbeings)mediatesbetweenthe

initialsound(theheaven),the且nalsound(the

earth).Inotherwords,themiddlesound

worksforkeepingbalanceandharmonyasa

mediatorItisregardedas5勿 里1勉θ(theThree

Germinantes)andcosmology.

Theinitialconsonant,middlevowe1,and

丘nalconsonantsoundshavetheirown

designatedplaceandtheyful且lladuty.In

otherwords,compositionisindispensable
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ム」を人が 中心 になって主 宰 し実践 して(注14)一 つ の

完 全 な文 字 を成 す る とい う三 才 の意 味 と宇 宙 の循

環 原理 を適用 した ものだった。

更に進 んで初声 、 中声 、 終声 の三才 は空 間的に上 、

横 、下で決 まった所 に位 置 し、各 音の部 分 は位 相素

として機 能 しなが らともに合 わ さり音 節 を成 す。 こ

の場合 個 々の音 素等 は独 立的 な自己 機能 を有 して

その 形 と資 質 は変 わ らず に交 じり一 つ の音 節 で音

を作 り上 げるもの なので ある。

縦横 と調 和 の原則 であ る 厂合 わせ て使 う(合 用)」

の法則 は 訓民 正音 全 体 を一 つ に貫 い てい る制 字原

理 であ る(李 正 浩、1975;112)。 このような体系 はま

さに理致 と形象 のオウリムで あ り、機 能 と象 のオウリ

ムだ と言 え るだろ う。

「大 きなデザ イン」としての訓 民正音 の創制

訓民正 音 は 「大 きなデザ イン」であ る。「大 きなデ

ザ イン」は、大 きな知恵(大 智)に なる もので浅 知恵

と腕 前 に よるもので はない。そ れは天 の哲理 を感応

し貫 くこ となの だろう。それ は前 文で も示 した ように、

天 地 のす べ て の道理 が 陰 陽五 行 の理 致 で成 って い

る と見 て、人 の音 もその陰 陽五行 の理 致 を基 本 とし、

時 空 の概 念 と五 音 の概念 が 有機 的循 環 関 係 にあ る

とい う哲 学 を基 に した もの だった(金 錫 得 、1983;

37)。 人の音声 を一 つの小宇 宙 として見 なし、この よ

うな意味 と考 えに よって文 字 を作 った ので、 ハ ング

ルは七 調 と律 呂、陰陽 と三才 の妙 をすべ て包括 で き

たのであ った。

訓民 正 音創 制 は一 個 人 の小 さな才 でで きた の で

はな く音 が交 わ り天 と地 が交 じり(注15)、「天地 の作

用 が 事物 に表 され るが 人 を待 って か らで きた」(注

16)天 の事 であ って、「既 にあ った系統 を受 け継 い で
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principleofHangulbuteveryelementkeeps

itsownformandspecialquality.ItisOα π加1

0fshapeandfhnction.

lnventionofHangulasGreatDesign

Hunminchongumisagreatdesign.The

greatdesignneedsforwisdomnotwitor

shallowskill.Wbshouldunderstandthe

philosophytogetwisdom.Theinvention

principleofHunminchongumisbasedonthe

YinandYangprincipleand5砌 癩 θ(the .Three

Germinantes)andcosmology.Thefefore,

Hunminchonguinwascreatedbywisdomnot

witorshallowskill.Therefore,wewouldknow

thatHunminchongumistheaccomplishment

(design)ofuniversalprincipleandOα1匠1η.

Vl.Conclusion

Homosapiensappearedintheeartharound

35thousandyearsago.Humanbeingshave

beencommunicatedwitheachotheronlyin

spokenlanguag号beforescriptwascreated

frombirth.Theletterisanintellectual

instrumentdistinguishingbetweenhumanand

animalanditisaseparationpointof

prehistoryandhistorylW6,Koreanpeople,

havebeenexpressingfromprehistorictimes

tothepresentbutwedidnothaveoutown

letters.Foraperiodoftime,weborrowed

Chinesecharactersforuse.W6canfind

similarcaseswithoutdifficultyξGreek
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人 為 的 に作 った もので は な く自然 にで きた もの」(注

17)と して見 る もので ある。まさに訓民 正音 は 「生 じ

る こと(Genesis)」 であった。 自然 にそ の ようにそ

れ らしく「創 造的 な外 見」で あるか らこそ 「オウリム」

の 目的因(causa丘nalis)で は ないだ ろうか。この よ

うな根 拠 か ら訓 民正 音 は広 くて深 い デザイン哲 学が

秘 め られ た。宇宙 原理へ の感応 か らは じまった宇宙

一自然 一人 との 「オウリム」を実 践 した 「大 きなデザ

イン行 為(designing)」 で あった とい う事実 を我 々

は知 る ことがで きるだ ろう。

Vl.最 後 に

今 か ら3万5千 年 ほ ど前 にホモサ ピエ ンスが 現れ

て、6千 年前 頃 に絵 文字 が現れ る まで人 類 は音 だ け

で生 活 して きた。文字 は人類 と動物 とを区別 す る知

的 手段で 、それ で先史時 代 と歴 史時代 を分 け る大 き

な里 程標 的 な物 指で ある。5千 年 の歴 史以前 か らな

ん らかの形 で言葉 を使 って きたが、訓民 正音創 制以

前 には真の 意 味 の韓 国語 は十分 に使 われ てい なか

った。

ギリシア人 たち はフェニキアか ら、ローマ人た ちは

ギ リシアか ら文字 を借 りて使 い、 自国の文字 を作 っ

た。中世東 アジアか らは、契丹 文字 が10世 紀 初頭 に

頒布 され て以 降、契丹 文 字 を基礎 に女真 文字 が作 ら

れ、13世 紀 の 元 国 は西 夏 文字 を改 良 して音節 式 パ

スパ文字 を作 り、ベ トナムのチュノム(字 喃)は 漢字 を

変 形 して作 られた。私 たち も当時 国際的 な文 字 であ

る漢字 をイドゥ(吏読)と して借用 してみ たが不 便 で

仕 方 なく、結 局失敗 として終 わった。

この ような状 況か ら訓民正 音 は他 国の 文字作 りの

ように既存 の 文 字 を応用 模 倣 せず 純 粋 な音 素 単位
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borrowedcharactersfromPhoenicianand

Romanfr6mGreekforuse.However,Korean

languageisremarkablydifferentfromChinese

soouralleffortswereinvain.W6wouldsay

thatwedidnothaveourrealKoreanlanguage

untilHunminchongumwasinvented.Inthe

early15thcentury,KingSejonginventeda

writingsystemforKoreanlanguage.Thenew

writingsystemenabledKoreanlanguagetobe

moreaccurateandpotentialpossibilityof

culturetobeexpressed.

ItriedtoconsiderthemeaningofHanまul

inventionasaculturalrevolutionfrompointof

designview.TheinventionofHangulisvital

systemandalsosystematicaldesign.In

addition,itistheachievementofgreatdesign

asOα1α 加1.IwouldliketosuggestHangul

design,theinventionofHunminchongum,asa

representativetypefordesign.

TheideaofHunminchongum'sinventionis

basedonthephilosophy.ofGreatAbsolute(太

極).ThephilosophyofGreatAbsolute(太 極)is

naturalphenonlenonandmetaphysical

understandingofcosmologyきButKingSejong

couldkeepagoodbalancebetweenideality

andpracticality.ItisahighvalueofHangul.

Creationisaccomplishmentofrevolutionary

andexceptionalthought.KingSejong

coρsideredhumanbeingsaspartofnature

andtheirvocalizationasajointofuniversal

one.Therefore,hetriedtocreateshapes

renectingnatureanditsprincipleofexisting.
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萢 梨 。1叫日 叫 杢 司フト明苦司ユ 司一昔斗 噛 。1舜引

明,勾 祁4之 陪 ・1入屠 列 可ε}し}月入囲 書71叫

司刈 。1早(月萢'掛 髱釧 望。隙 ヱ,`。1ロ1郎 銀唱 刃1

暑{}o回 魁o囚q♀ 囚 彑 呈 只}暑 唄010ト 望 囚翌

弖 。1早(『萢 型'彑 呈 旦ゼ 誤 。1亡干.日㍗呈 薯 剋碧含

{≧`碪 召(Genesis)'01銀 叫.ズ1翌 呈 ユ司 司一洲 ユ

唄官洲`を 丕瑚q想 谷01。 ト肚呈(『 苦弔到 昇瑚 望

(目的 因,causa丘nalis)。10国 裁芒7ト?・1司 駐{}

刃暑 暑胡 ♀司セ を 剋層舍到 三覇ユ 翌 薯 目スト剋

翌司・。1裂{…・(『銀芒,♀ 手 ♀1司酬回 柔}音州刈 日1昊

宅 ♀ 雫叫釧(判 音 弔呈 碧 冠尋`暑_司 ス}望 環[翹 斜

,designing]'01蚣 τ=}モ∋入予全塁暑r設 彳」5媒襯亡干.

Vl,熨 告 譽

ス1晋彑 呈早 日3耻5週 唱 週 ろ 書 蚓 含 フ1入}君

(HomoSapiens)し 十司・壮01卒,6週 蹙 週 ろ音 ユ 唱

詈スHscript)井 耳碍せ 叫叫湘 望昇芒 杢 司 雪呈 豊

碧箸胡 銀叫.勉 幵 州洲 暑スBト 書喜 暑暑斗 子翌肩

セ ス囚 牛量 。圏,量 ス偉 起入}斗r入}暑 叫午モ 引

1斗畳01層 丑瑚 凌朗勉 環01τ斗.♀ 司三 ユ5週 唱 頸
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の創 造的 な音文 字 として作 られた。 ハ ングル・デザ

インとは単 純 に与 えられた環境 をそ の まま受 け入れ

るので はな く、デザ イン可能 な世界 を包 括す る積極

的 な概 念 の所産 だった のであ る。 これ は文字環 境 と

疎通 道具 を根本 的に変 えて、それ によって人 間 自身

も肯 定的 に変化 させ ようとす るデザインの理想 と通

じる。

つい に15世 紀 訓民正 音 の創 制 に よって それ以 前

まで不 完全 に漂ってい た韓 国語 を きち ん と書 けるよ

うになり、大衆教 育が可 能 になって ようや く文盲 か ら

の 開放の契機 を迎 えた のだった。それ以 降韓 国語 は

精巧 に な り私 た ちの文 化 のア イデ ンテ ィティー と潜

在 的 な可 能性 は限 りな く成 長 で きる ように なった。

私 た ちの感 情 と思 考 を再 構築 す る こ とは可 能 に な

ったのであ る。

訓 民正 音創 制 の大 きな意味 は 「異 」にた いす る 自

覚の 実践、人を 「哀 れに思 う」人本 主義 的な考 え、学

んで書 き「易 い」ことを基 本 に し、その哲学 的基礎 を

東洋 の根 本 思想 で あ る太極 陰 陽五 行 説 に置 い てい

る ことであ る。 ハ ングルは、人の声 を自然 哲学 的観

点か ら見 て そ の音 の生 成 と組織 を陰 陽五 行 の易 学

か ら抽 出 した声 韻学 理 論 と原 理 に よって優 れ た想

像力 と創 造性 を発揮 して科 学 的で体 系 的 な文 字 に

デザ インした もので ある。 す なわ ち意味 と象 が一 つ

に なった 「オウリム」と言 えるだろ う。

「創 制」とは革命 的で例 外 的な思考 の実践 で ある。

しか し、 これ は世宗大 王 の深 い心 の大 きな知恵 と想

像力 か ら生 まれ た 「大 きなデザ イン」だったので ある。

人 を自然 の一部 と見 て、人 が音 を出す こ とを宇宙声

音の結合 と考 え、それ を抽象 化 させ認識 し、そ の音

が 出 る自然 の姿 と象 徴 を まね て更 にこれ を簡 潔 で

容易 に凝 縮 して体 系的 に形象化 させ たの であった。
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Histrialshouldberegardedasapeakof

human'simaginationanddesigning.

Themainideaofdesignisseekingfor

principleofnatureandsystematicalvitality.

KingSejongalsoputthismainideaofdesign

inpracticeforinventingHunminchongum.Ih

theprocess,0α1冱 ∬ηapPearedasanessential

functionfortheGreatDesign.

Newdesignvalueisaskedforanew

millennium.Iwouldliketo.suggestOα 〃m

andinventionspiritofHunminchongumasa

newdesignvalueandapracticalexample.

VisualDesigner,Professor,HongikUniversity
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入㍗。1石早司 司週 朝副呈モ}♀ 司豊{}列 銀{}型 。1

ス榎},ユ 壹書 号 社蚓 暑叫セ71:軋 暑 量ス}セ 叡銀

ヱ,望 碧71社 羣}ス橿 ・里朔刈 州 欸匸}.ユ 司ムq号 ・1

司司ヲ1叫呈早司,呈 叫望暑01ユ 司ム弖早 日 晋府暑

望司 州 刈好 叫 量ス陪 マ}憙戴ス惶},畳 ス圃7}苦 号

明斗 匸}忌 ♀司畳暑 鴦}ス匿 遇司 埜セ 鯛1ユ 暑{}

と艱彑 両,・毬朝 呈 晋獄1斗.を 只1碧{}茎}刈 。1翹 剤

碧荳}委}号01需… 刈司呈 閤(判召 ・午 叡鬼望 須01亡ト.15

刈171室 刈1子 望晋書 宦}号(刈暑 零音 奈 銀モ∋ 彳量 暑

耻 暑明 用 銀叫.ユ ・1週叫ス1司 号司い 月暑望 遊号 豊

。ド 重}ぎ 呈 書イ珂 暑叫明 ,恐 糾瑚 層 刈想 音 曇含

・午 銀銀q誤01叫 .

01幸 者 智刈呈 巴ロ控}oト ○】卒 聾尹(月フト碧丑翻

刃 刋 到(『,。1暑 叫喝皇弖 を ♀司 岳司回 杢}ス個 望

フ}岩想 舎 円釧 晋叡01引 耳巷 牛 気刈 司ヱ,哭 斗

碧4薯 ユ斜 叫朔鬯 彳・郎銀叫.

量善01モ∋01司 司「♀司{}糾 釧 司噌司 入}迢彑弖刈

尋量 看 刈暑 司ス回 司 晝相 司囚 旦・},刈 呈告 刈

里司1(日苦 司芒 想噌項 ・1ユ 鬯・衵 銀ゼ 入1ム望。1スレ,

ス偲 層含釧 宅司司い棊ユ,晋 叡。1辛旦 ユ 遇罟 ス囲

苛ゼ71号 項 司ス圍 皇呈 旦 蚊叫.

1斗o}竚 聾量 智 刈司 宕 認 輻 ユ 翌薯 要…:叫王早 暑

ヲ　1斗丐i}`(日音君 釧 宅};誤.9.呈,鴇・会 哭彑呈刈91`モ} _

目ス榔 引'彑 呈 テ 碧苛ユ ス干司傚 叫,匸}入1豊 司遇

喜q碧 音 智刈 ス圃7干 同 含君 到 冒{}哭 司 詈(月虫

セ 司ス凰 碧剽銀叫ヱ 望セ 叫,毬 尹瑚 是噌暑7ト 皆

爿i遊`{廴 目ス囹 ダ 立弖刈 尋晋 司ス}望,晋 喜 剋

層 音釧 を刈暑 明苦 昭 目ス圍 朝 遭舅(典 型)彑 呈・目

刈 入1司ユ ス}さ}モ 誤・1叫.

喜 望碧含釧 智刈01唱 書 副号入レぽ司1銀 銀τ斗.印

号舜 杢}。1壹司・巻 一♀手 一ス偲 遇・ぽ潮 赳 司 ユ 糾 刈

。固 ,♀ 手 想想 遇糾 州 τ股}碧 。1杢}叫瑚 剋司 。1叫.
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筆 者 は この ような私 た ちの文 化 の革 命 的 な事 件

で ある訓 民正 音創 制 をデザ イン的 な観 点か ら見 て、

自分 自身 に似 合 う生 命 的 で秩 序 あ る システムで あ

り、自然声 音 の原理 に合 い、限 りな く変転 自在 な有 機

的 なデザ インの誕生 であ る と見た。 更 にハ ングル創

制 に含 まれ た広 くて深 い意味 と抱負 が 「オウリム」の

意味 に合 う完全 性 を指 向 す る 「大 きなデザインをす

るこ と」に規 定 として 、「オウリム」デザ インの価値 の

典型 として提示 しようと思 う。

理想 的 なデザインとは、 人の想像 力 で宇宙 自然の

理致 と順 理 に適 った新 しい 生命 的機 能 へ の 「オウリ

ム」を追 求す る もの だろ う。ハ ングルはま さにこの よ

うな宇宙 と生命 との 「オウリム」に基本 をお いた 「大

きなデザ イン」 として見 るこ とがで きる。 この よう

な意 味か ら、筆 者 は新 しいデザインの価値 を必 要 と

す る21世 紀初頭 にお いて 「オウリム」が新 しいデザイ

ン思想 を生 む種 として、表現 的価値 と物指 しで、また

この時代 のデザ インを豊か にす る知 恵で作 用す る こ

とを願 い、その実 践的例 として訓民 正音 の創 制精神

の提 示 を試 みた。

〈弘益大学校教授、 ヴィジュァル ・デザイナー〉

1そ の核心は人間と自然の調和 と統一にあるだけではなく,

もっと重要なことは個人と社会の調和 と統一にある。(李沢厚,1992;

61)

2な おかつ礼楽思想 と情理の相互制約論,儒 家の文質調和の

などで見るように、「中庸 」や「執中」することで得 られた成果は、

もう本来の両極中の一極ではなく、それを凌ぐ発展だと力説する。(譚

旦冏;金 仁煥,1995;7.再 引用)

3君 子和而不同小人同而不和一論語子路編

4シ ン・ヨンボック 「21世紀東アジアの新しい関係志向のため

に」一束アジア文化共同体フォーラム基調講演、2002

5故 智者不終朝而會、愚者可浹旬而學 一訓民正音

6乾 以易知 坤以簡能 易則易知 簡則易従(中 略)
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ユ司耳 。囘 量 ・1冒暑 司暑入図 薈量 薯 ス回 痢モ 日1

セ(挫 笹滸 ユ 子刹囚 剋 翼唱召 叫叫 叫 匸ま暑 認スi鴇

毀叫.o囘 荳}01甘{≧ 子 竜司・ゼ 週碧瑚(月 苦 碧q召

翹名 赳暑。1ズ国 芒 蓋書 フ國01τ斗.

官遷}刈官を 司瑁 司01ヱ(司 到 零 想z}到 鬯 冠01叫 .

ユ 司耳 。依 書 川晉 望舌,ユ 翌奇黏 舎 皇}毛}舍71

斗 甘醤 弔O刊刈 想刃壮 暑 司スレ望ol銀 τ斗.朴 君暑 スレ

q釧 荳}早 甚彑 弖 旦ヱ,入 ㍗菅釧 杢 司 摺音 ♀早 想

告釧 召軟 ≧呈(月 ヌ1,♀ 『～赳司外♀1(月苦 弔{}叫 量

彑呈 杢 司 叫セ ス}望釧 呈告:叫 な 碧書 暑国 ユ環暑

ご認 司・入1朔 剋司 司一ユ
,叫 ・レ}。1暑 祉召司一ユ 唱 洲

暑・寄司一司 刈刃囚 彑呈 冤杢}糾胡 用銀1斗.ol裂 。10ト畳

弖 唱社 杢}・ぽ弔到 碧 奈暑 ス1脅司セqス ト望 尊薯 目

ス湖 囓羽到 豆刈 望 架。1叫.

qス㍗望潮 司唱書 ♀ 彳Lス}曽91.01刻 」斗 金 司611脅

嗜 荳}入"呈金 碧 瑁瑚71告(羽 到(刃 苦 唱一含 斈 干司セ

蚕 。1叫.暑 喜 剋碧含釧 刈籵 廻 司セ スト笹司囚 。ト忌

夷 。1叫司毅 叫.喜 剋碧告。1丑 鼇司ユ ス}蝕 望 曽斗

杢 司叫 羣}薯 府q釧 望早三 刈 入}骨釧 善 川 府 刈釧

耳鼾咽・回 刈,ユ 刷 叫喜 聾 ぽ糾セ 叫呈 ♀柔 一ス阻

一想噌:叫潮(月 暑唱・刈 叫鳬}{}早 ヱ ・鬯赳銀舎暑 皇}彳・

銀叫.。1斗 碧叫刈 司苦壱書`暑_目 府剋'q胡 呈金

フ1号彑弖 司司 暑 ・午 銀ゼ ろlo1叫.

。囘 司1巽 刷刈 望スを芒 入月弖岳 司ス}～dフ國 暑 巻

子司セ21刈171主 昭 司囚 回 音 弔'。1川呈 岳qス 圍

入ト杢}{}望 囲司・モ・列r殳彑弖 刈 ,丑 竜 司7ト ス圍 ・ろ瑚

呈,圧 。1入圖 釧 司ス回 暑 詈豆 晋刻1司一芒 告71呈

糾菩掛 フ1暑 叫叫 用,ユ 唱週 瑚?工 ・痢弖 喜 剋碧苦到

智刈 層剋暑 刈入1司・コ.叫司一モ 唄011斗.

〈入1Z}匸1スト01し1・喜q1司 司・皿 五L彳=〉
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簡而天下之理得矣 之理得而成位乎其中矣一周易繋辭上傳

7因 聲而音叶七調、三極之義 二氣之妙、莫不該括、一訓民正

音

8音 声資質が記号化 されて反影された字 となる言葉。

(Sampson、G1985;144)

g以 二十八字而轉換無窮、簡而要、精而通 一訓民正音

10生 成概念の哲学 と言うのは、構造の両面性、すなわち核的

な中構造とその変形的な外構造間の関係 をお互いに生成概念で理

解しようとすることを言う(金錫得、1983;52)

11凡 字必合而成音一訓民正音

12初 中終三聲 合而成字一訓民正音

13以 初中終合成之字言之.亦 有動靜互根陰陽交變之義焉.動

者.天 也.靜 者.地 也.兼 乎動靜者.人 也.一訓民正音

14初 聲有發動之義.天 之事也.終聲有止定之義.地之事也.中

聲承初之生接 終之成.人之事也.盖字韻之要在於中聲初 終合而成音.

亦猶天地生成萬物.而其財成輔相則必頼乎人也一訓民正音

15亦 取天地初交之義也一訓民正音

16取 天地之用發於事物待人而成也一訓民正音

17正 音之作 無所祖述 而成於自然 一訓民正音
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ハ ングル活 字の 「コル」(かたち)の

過去 、現 在、未来

へ 　 へ 　

ハ ン ・ンエンユ ン

ChangingFormsofHangulTypeface:

Past,PresentandFuture

1{ANJae-Joon

序論

工

且

皿

W

V

結論

『訓民正音』

ハングルのデザインの哲 学お よび過程 と方法

ハングルのデザイン原理

ハングル活字 コルの変遷 過程 と現状

ハングル活字 コルの未 来

Introduction

L

几

皿

W

V.

Hunminchongum

Philosophy,ProcessandMethodofHangulDesign

DesignPrincipleofHangul

ChangingProcessandPresentSituaUonof

HangulAlphabetandCharacter

FutureofHangu董Typeface

Conclusion

序論 lntroduction

韓国 は、五千 年以上 の歴 史を持 つ単一民 族、単 一

国家で構 成 された国 であ る。半島 国家 という地理 的

な特性 のため、これ まで900回 以上 に及ぶ外 征侵 略

を受 け続 けて きたが、固有 な伝 統文化 を保 ち続 けて

い る。 この ように、伝統 文化 の存続 を可 能に させ た

原動力 とい うのはい ろいろ あるだ ろうが、 その 中心

に は、固有 な言 葉 と文 字が ある と言 え よう。

お よそ550年 前 の1443年 、朝鮮 は、強力 な 中国文

化 の影響 下 にあ りなが らも、 自分 たち に適合 す る独

自の文 字 をつ くったの であ る。 それ まで、朝鮮(注1)

に は固有 な話 し言 葉が あったもの の文 字 は漢字 を借

用 してつ くった 「イ ドゥ(吏頭)」 という文字 を使 用 し

Koreahasover5000-year-oldhistorical

tradition.Althoughithasbeeninvadedfrom

othercountriesmorethan900timesinits

history,itisstillsuccessfullykeepingitsown

culturaltradition.Oneofthemostimportant

backgroundswhichmadeitpossibleforthe

countrytomaintainitisthatithadandhas

beenusingitsownlanguageandletters.Inthe

ChosonDynastyperiod,itwasunderthe

powerfulc111turalinfluenceofChina.But

Hangulwhichistoday'sKoreanwriting

systemwasinventedin1443,inChoson
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州 零 臂遊 等ス囚 剋 量ス匿 豊暑 銀叫.ユ ・1石叫ス1

墾テ6刊ゼ ユ舟を 豊 薯 叙銀彑 叫 音ス}セ 載 ス}暑 ヌ}
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て いた。 そ れ故、言 葉 と文字 との体系 が一 致せず 、

意思疎 通 に不 便 な点 が多 かった。これ を改革 す るた

め、創製 された のが、い わゆ る 「ハ ングル」であ る。

この ように大規 模 な プロジェク トを試 み た 人物 は、

朝鮮 の聖君 、世宗大 王(1397-1450)で あ る。彼 は、

あ らゆる ことにおい て、最 も正 しい こと、最 良 の こ

とを追究 した理想主 義者 であ り、 完璧 主義 者で もあ

った。 すべ ては宇宙:自 然 と人間 を貫い てい る 「理 」

に適 うべ きである とい うのが、彼 の思想 であ った。彼

は創 製 した文字 を 「フンミンジ ョンウム(訓 民正 音)」

と名づ け、文字創 製の 意図 を明 らか に示 した。 言 い

換 えれば、朝鮮民 族の 固有 な話 し言 葉に適合 す る新

しい文字 の必要性 に気づ き、朝鮮 民族 の言語 ・文化

的 な環境 に合 う文 字 を創 製 した ので あ る。1920年

頃か ら、「訓 民正音 」は 「ハングル」と呼 ばれ るように

なった。本 来 「ハ ングル」は 「ハ ン(韓)の 国 の文字」と

い う意味 であ ったが、次第 に 「大 きな」、「唯一の」と

いう意味 が付 け加 え られた。

韓 国 と韓 国のデザ インの趣 を十分 に味 わうため に

は、まず韓 国の固有 な文字 であ る 「ハ ングル」の理解

が 必要 であ る。 特 に、ハ ングル活字 の コル(か た ち)

の変化 を注意 して見 る ことに よって 、韓 国の独 特 な

文 化が ます ます深 く理解 で きる と考え られる。 した

が って、本論 文で は、「ハ ングル」の創 製 背景 と原理 、

そ してハ ングル活 字の コルの 変遷過 程 とその未 来 に

つ いて考 えてみ たい。

1.『 訓 民 正 音 』

「訓 民正 音 」とは、1443年 に世 宗大 王 が創 製 した

韓 国の 固有 文字 であ る「ハ ングル」の最初 の名称で あ

る。 それは、「ハ ングル」の製作 の根拠 と運用 法 な ど
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Dynastyperiod1).Atthattime,therewasown

spokenlanguagebllt`Idu'usedforwritten

languagewasmadefromChinesecharacters.

Itcausedalotofinconvenienceto

communicatewitheachothernaturally↓

Therefore,KingSejong(1397-1450)realizing

thesedifficultiesofgeneralpeople,whowould

becalledanidealistandaperfectionist

undertooktheinventionofKorea'sown

letters。Henamedthatwritingsystem,

Hunminchongumwhichliterallymeant`the

correctsoundsfortheinstructionofthe

people'.Inthe1920's,itstartedtobecalled

`Hanglll'whichmeansthewritingsystemof

HanCountr翼Gradually,itwasaddedanother

meaningof`big'or`unique'.

TounderstandandenjoyKoreancultureand

design,itisoneofthebestwaystoknow

aboutKoreanwritingsystem,Hangul,its

philosophyandprocessofHanguldesign.

1.Hunminchongum

Hunminchongumisthenameofwriting

systemcreatedunderKingSejongin1443.At

thesametime,it童stitleofabookwhichwas

writtentoexplainhowtocombineeach

alphabettoformvariouscharactersandto

pronouncethemforuse.Hα η111加c加 η9α111

侃aθrア θわoη丿isdividedintothreeparts.The

outlineofeachpartisasfollows.[Figure1]
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を解説 した本 の名前 で もあ る。1940年 に、この原 本

が発見 され る前 までには、「ハ ングル」の起 源 につ い

てい ろいろな憶説 があった。『訓民正音(解 例 本)』は

大 きく三 部分 に分 け られて お り、各 部分 の内容 の要

点 は、次の ようであ る。「図1」

1.「例 義」

ハ ングルの使用 上の 実例 と創 製 の意 図 を示 してい

る章 であ る 「例 義」には、① ハ ングル創 製 の契機 と目

的 が世宗 大 王 に よって書 か れた 「御 製 序」(序文)を

通 じて.表され てい る。② 子 音字(17字)と 母 音字(11

字)が 発声 され る発声 器 官の位 置、その位 置の名称 、

またそ れ らの発音 が 明示 されてい る。③ 文 字の書 き

方の規則 と 「四聲」に関す る説 明が記 録 されてい る。

2.「解例 」

「訓 民正 音解 例」とい うタイトルで 「五解 一例」につ

いて書 かれ ている二番 目の章 に は、

① 「制字解 」:この本の 中心 的 な部 分 で あり、ハングル

創 製の 方法 と原理 な どが詳 しく説 明 され てい る。

② 「初聲解 」:初声 の役割、そ して初声 字(17字)以 外

の各字併 書(フ・、江 等 の6字)を 含 む23文 字 の製作

原理 と造 声位 置の名称 を例示 してい る。

③ 「中聲解 」:中声 の役 割、そ して例 義で例 示 され た母

音(11字)が 再 構 成 され、複 音 に なる過程 とその 原

理 を説 明 してい る。

④ 「終聲解 」:初声(子 音)、 中声(母 音)、終声(子 音)

の音節構 成の 方法、 また立 声法 と8終 声法 につ いて

の説明 であ る。 その他、韓 国語 の声調 を終声 として

規 定 して いる。

⑤ 「合字解 」:初声 、中声 、終声 とい うそれぞ れの音 を

組 み合 わせて 、文字 を構 成す るこ とを基本 的 な前提
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1.Ye-uir

Yb-uir,achapterof飾 η1η加c乃oηgα1η,shows

itsexamplesandtheintentionofitsinventor:

1)themotiveandpurposeofinvention,

2)pronunciationofeachalphabet(17

consonantsandllvowels)withexamples,

3)rulesforactualuse.

2.Haerye

①Jejahae:thecoreofthisbookshowingthe

philosophyandprinciplesofitsinvention.

②Choseonghae:explainingtheroleofinitial

consonants

③Jungseonghae:explainingtheroleofpeak

(middle)vowels

④Jongseonghae:explainingtheroleoffinal

consonants

⑤Hapjahae:showingth6methodof

combiningalphabets

⑥Ybngjarye:presentingactualexamples

3.lntroductionbyJeong,ln-Ji

Jeong,In-Jiwasoneofmosteminent

scholarsintheChosonDynastywhoworked

forChiphyonjon:anacademicinstituteinthe

court.Introduction(byJeong,InJi)isa

descriptionofthebackgroundof

Hα ηη1加c1～oη9α η1侃3θ1ア θわoη 丿andofthe

necessityofnewwritingsystem.Hesetahigh

valueonthesystemofHunminchongum

whichiscapableofexpressingallsoundson

theearth.Healsoremarkedonscholars'
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に してい る。その上 、例 義 で説 明 された書 法 規定一

附書法、竝 書法 、脣輕 音法、四聲法 な ど一 につ いて

さ らに説 明を加 えてい る。

⑥ 「用 字例」:以上、説明 された 「五解 」に基 づ き、95個

の語 彙 を実 用例 として見 せ てい る。

3.「鄭麟趾(ジ ョン・インジ)の 序」

「鄭麟趾 の序」とは、厂集賢殿 」一 当時 の、宮廷 内の

研 究機 関一 の大 提學 であ った鄭 麟趾(1396-1478)

による 「解 例序」であ る。おもに『訓民正 音(解 例 本)』

をつ くった背景 を説 明 してお り、新 しい文 字 の創 造

の必 要性 をも強調 してい る。 また、鄭麟 趾 は、「ハ ン

グル」は習得 が容易 であ る上 に、動 物や 自然の すべ

て の音 まで も記 録す るこ とが で きる優 れ た文 字 で

あ る と誇 らしげ に書い ている。その上、「訓 民正音解

例」の著 述 に直接 に関与 した学者 た ちの名 前 と刊 行

年(1446年 、陰暦9月 上 旬)が 明 らか に され てい る。

ll.ハ ン グルの デザ イ ンの哲 学 お よび過程 と方法

1440年 代 の朝 鮮 にお いては、「デザ イン」に相 当

す る言 葉 は存 在 してい なかった。 しか し丶訓民正音

の記録 を見 てみ ると、既 に、近代 的なデザ イン概念 、

その もの は存在 していた と考 え られ る。 次 か らは、

デザ インの観点 か らみ たハ ングルの創製 哲学 につ い

て考 察 してみ よう。

1.創 製当時 のハ ングルのデザ イン哲学

(1)自 然 と宇宙秩序 の模 倣

既知 の ように、 ハ ングルの子 音字 の形態 は音 の変

化 による発 声器 官の かた ちの変化 か ら生ず る。母音

字 は宇 宙の 原理 を体 系化 した易 学 の影 響 か ら、「天 ・
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namewhoworkedfortheinventionof

Hunminchongumandtheyearofitsinvention

(finalpublication,earlySeptemberof1446in

thelunarcalendar).

11.Philosophy,ProcessandMethodof

HangulDesign

Therewasnowordwhichequivalentdesign

inthe1440'sintheChosonDynasty.

Butwewouldrealizethattherewasa

conceptofdesignthroughHunminchongum.

1.The1PhilosophyofHangulDesign

(1)Followingtonatureandcosmology

ConsonantsofHangulfollowtheorgansof

speechandthemainideaofvowelsisfrom

cosmology:theheaven,earthandhumanity.

(2)Democraticspiritforthepeople

`Peopleareeagertoexpresswhattheyare

thinkingaboutbuttheycan't',`Mostofpeople

areStr11991ingtOmaSterWrittenlangUage,

Chinesecharactersandadministratorshardly

letsuchkindofpeopleunderstandrightway

oflifeis'.Theabovewereopinionsofscholars

aboutwrittenlanguage,Chinesecharacters,in

thosedays。Wbwouldsaythattheyalready

realizedthenecessityofnewwritingsystem

andwerereadytoundertake.

(3)Pragmaticlinesofthought

Jeong,InJiwrotethatitispossibleto

expressanythingwithonly28alphabets,in
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地 ・人の原理 」を基 に してい る(注2)。

(2)人 間 中心 の民主 精神

「御 製 訓民正音 序 文」で は、「愚 か な民 は話 した いこ

とが あって も、結 局 は己の義 をあ らわにす る ことが

で きぬ場合 が多 い」 と書か れてお り、 民衆 に とって

は漢 字 を学 習す る こ とが 非常 に困 難で あ る とい う

こ とや、話 し言葉 と文字 の不 一致か ら生 じる二重生

活 の苦 しみ を強調 してい る。「鄭麟 趾の序 」で は、「文

字 を習 う人 ばそ の 意味 を習得 す る こ との 困難 さを

嘆 き、刑 罰 を定 め る人 は道筋 を通す こ との困難 さに

悩 ま され てい る」と述べ られて いる。この ように、当

時 の知識層 は、漢 字 ・漢 文使用 の問題 や人 々の苦労

に気 づい ていた のであ る。 したが って、訓民正 音製

作 は、一般 大衆 の正常 な言 語生 活の ための、.大規模

なプロジェクトであった とも言 え よう。

(3)実 用 精神

「御 製序」で は、「民 たちに文字 を容易 に習得 させ 、

日々に使 いこなせ る ことを促 す」とあ り、「鄭麟 趾の

序」で は、「28の文 字 の 自由 自在 な転換 に よって、造

音 の幅が広 く、また精密 にな りうる。そ れが故 に、賢

い人 は一 日で習得す るこ とがで き、愚 か な人 で も十

日で 習え るだろ う。 文字 の使用 にあ たって は不 備 な

ところや通用 で きない ところが ない。 例 えば、風の

音、鶴 の泣 き声、鶏 の鳴 き声、犬 の吠 える声 で さえ、

皆書 くこ とがで きる」と語 られてい る。 このように、

ハ ングル創 製の際 、習得上 の便利 さが考 えられてい

た というの は、既 に、文字 の大衆化 、また実用化 が意

図 されてい た とも言 え よう。

2.ハ ングル のデザ インの過程 と方法

『訓 民正音 』、またそれ に関す る起源説 や文献 など

に基 づ き、現代 の分 析 的デザ インプロセス(注3)の 観
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systemofHunminchongum.Inaddition,itis

remarkablyeasyforpeopletounderstandand

masterit.Itwouldbeconsideredtobethe

pragmaticwayofwritingsystem。 』

2.ProcessandMethodofHangulDesign.

Thenext,letusthinkabouttheoriesabout

theoriginofHunminchongumandrecordson

itwithAnalyticDesignProcess2).

(1)Problemsandtheaimofthenewwriting

system(Definitionofproblemsand

establishmentofobjectives)

KingSejongmadetheaimofinvention

clear:toletpeopleeasilylearnandusenew

writingsystemfordailylifewithoutany

Inconvenlence.

(2)cbmpilingmaterialsandanalysis

Accordingtotherecords,KingSejong

referredtooldletters,writingsystemsof

surroundingcountriesandChinesephonology

formakingcharacters.

(3)DecidinganddevelopingthepolicyIn

design,Hangulwasgivennaturalshapetypes-

theprincipleofthenatureandharmonywith

nature-byformingandaddinglines.

(4)InvestigatingProprietyandevaluation

KingSejongletChiphyonjon'sscholarsstrictly

studyabouteachcaseofusingwayandhe

triedtohaveenoughtimetodiscusswith

them,beforedistributionofHangul.

(5)Selectingresolutionandannouncement

KingSejonghavestudiedandtested
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点 か ら、 ハ ングルのデザ イン過程 と方 法 を整 理 して

み たい。

(1)問 題 の定 義及 び 目的設定

.世宗大 王 は 厂訓 民 正音 序 文」で、「誰 もが己 の義 を

表せ る ように、容易 な習得 や使用 上の便 利 さを試み

た 」と語 ってい る。

(2)資 料 収集 及び分析

関連文献 や さまざ まな起 源説 を見て みる と、東 洋

哲学 を基本 として、昔の文 字、周辺 国の 文字、また中

国の音 韻学 な どを広 く参考 にした と思わ れる。

(3)デ ザ インの方 向設 定及 び案 の発展

「音 に よる道 理の通 った 」自然 的な一 自然 と合 う一

文字 の製 作 の ため、 「象 形」と「加 劃 」の体系 化 にデ

ザインの方 向性 を置 い た。

(4)妥 当性 の調査 及 び評価

世 宗大 王 はハ ングルの創 製 後 、す ぐに頒 布 せ ず、

しば らくのあ いだ 「集賢 殿」の学 者 たち に検 討 させ 、

宮 中 を中心 に周 辺の 人た ち と緊密 な議論 を行った。

(5)最 終 案の選 定及 び発 表

『龍飛 御天歌 』などの出版が行 わ れた3年 間の検討

期 間を経 て か らハ ングル の完 成 を公式 に発 表 した。

また 、頒 布以 降に も持続 的 な形態 の 補完 が行 わ れ

た。

lll.ハ ングル のデ ザ イン原理

ハ ングルのデザ インは簡潔 さと体 系 的 な秩 序 を重

んず る。 秩序 とい うのは、既 に述べ た ように、「自然

と宇宙の秩 序」のことで あ り、誰 も手軽 に習 うことが

で きるという実用 精神 と重 なる原 理で あ る。

1.字母の造形と組み合わせの原理
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Hangul'susagethroughpublication(e。g.

Ybngbieocheonga)andsoon.KingSejong

finallyannouncedHangulinpublicthreeyears

later.

髑1.DesignPrincipleofHangul

Hangulwasdesignedsimplyand

systemicallylThiskindofdesignspiritof

Hangulpenetratedtheprinciplesofnature,

cosmosandthepragmaticwayofthinking.

1.DesignandCombinationPrincipleof

HangulAlphabetElement

WhenHangulwasmade,itconsistedofsix

basicelements:dot,verticalline,horizontal

line,circIe,squareandtriangle.Therearea

lotofdifferentopinionsrelatingwith

principlesandbackgroundofHangulbutthis

thesisputs「themainpointofviewon

Hα η1η∠ηcゐ011g召1η(距 ゾaゐaθ 丿.[Figure2]

[Figure3][Figure4]

1》Modelingprincipleandstructureof

initialCOnSOnantS

(1)Initialconsonantscopiedfromtheorgans

ofspeechoritsalteration.

(2)Firstofall,「L」 「ロ」「ノ・」「o」weremadeas

basiccharactersandthen「 「」「し」「ロ」「入」「○」

weremadetocorrespondwithfive-sound

positions:velar,alveolar,bilab三al,denta1,and

glottalsound,asadding「 「」.Basicallythisrule

wasappliedformakingallotherconsonant
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創 製当時、ハ ングルの コル(か たち)の 基 本 形態 は

点、垂 直線 、水平線 、円、四角形 、三角形 の六つ だっ

た。基 本 形 態の 誕生 の背 景 に関 して は、種 々の主 張

があ るが、ここで は 『訓民 正 音』の 厂制 字解 」を中心

に して考 えてみ るこ とにす る。[図2][図3][図4]

1》 初声 字 の造形 と構 成原 理

(1)発 声器 官 の音 の生ず る部分 、あ るいはそ の発

声 器官 の変形 に したがって、形作 られ た。

(2)音 が 一番弱 い 「L」「ロ」「入」「o」の四文字 を

最 初 につ くり、 これ らを もとに して 、「コ」を追加 し、

ア(牙)・ ソル(舌)・ ス ン(脣)・チ(歯)・ フ(喉)の 五音

にあ たる ように 「「」「し」「ロ」「入」「o」の五文 字 を

さ らに基 本 文字 とした。 これ らに 「加 画 の原 理」を

適用 させ 、文字 を製作 した。

(3)同 音声 系列 の文字 の製作(追 加)に おいて は、

音 の強化 にしたが って、線 を追加す る とい う法則(加

画の原理)が あ る。 た だ し、文字 を追 加す る際 には、

必ず横 が先 に行 われ、縦 はその次 の順番 にな る。

(4)基 本文 字 をもとに して変 形 され た初 声 字 は、

一定 の仮 想 の正方形 の 中で対称性 を指 向 してい る。

(5)個 々 の形 態 は、.単純 な直線 と斜 線、正 円、直角

な どに よる幾何 学的 な形態 を保 ち、画の太 さは一 定

であ り、 締 め くくりに は変化 の ない簡潔 なか たちで

仕上 げ る。

2》 中声 字 の造形 と構 成原 理

(1)あ らゆ る形 態 は天 を象徴 す る点か ら始 まり、

点(次 第 に線へ と変 わる)か ら生 まれて くる垂 直 ・水

平 線 が相互 に交 じりあい、母音 字 を構 成す る(注4)。

(2)縦 筋系 列の母 音字 と横 筋系 列の母音 字 は、そ

れぞ れ異 なる音体系 を有 して いて、明 るい音 と暗い

音 を点 の位置 の変 化 に よって区分 す る。また 、子 音

字 と同 じく音の変 化 によって、点 や線 が加 え られ る。
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alphabets.

(3)Samesoundseriesofcharactershavea

systemwhichcanbeconvertedbyadding

consonantfollowingstrengtheningsound.In

thiscase,horizontalelementsmustbewritten

丘rstthenverticalone.

(4)Alloftheinitialconsonantscomposedof

basicelementsareorientedtoformavirtual

regularSqUare.

(5)Eachalphabetmaintainssimple

geometricalshape:straightline,obliqueline,

andperfectcircle.Andthicknessofeveryline

lssame。

2》Modelingprincipleandstructureofvowels

(1)Everyshapeofvoweloriginatesfromdot

whichsymbolizestheheaven.Thedot

graduallyturnsintolineandbuildsupthe

systemofvowe1.

(2)Vbwelslinedupverticallyand

horizontallyhavedifferentphoneticsystem

separate1¥Lightsoundanddarksoundare

differentiateddot'sposition.Linesareadded

accordingtochangingsound,likeinitial

consonants

(3)Vrhenadotisattachedtoaverticalor

horizontalline,thedotmustbelocatedinthe

centerofit.Everyvowelissymmetrical.

3》Modelingprincipleandstructureof

五nalcOnSOnants

Alphabetsforinitialconsonantsaresameas

thoseforfinalconsonantsbecauseofanidea,

allthingsmustreturntotheorigin.
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(3)垂 直線 と点、水 平線 と点が 接合 す る場 合 、点

はその中心 に位置 す る。 あ らゆ る母音 字 は上下、ま

たは左 右対 称の 原理 によって体系 化 され る。

3》 終声 字の造 形 と構成 原理

終 声字(パ ッチム)は 、初声 字 をその まま使 用す る。

というの は、「地か ら生 まれ、地 に戻 る」とい う思想

を表 して いる と考 え られる。

4》 文字 の組 み合 わせ の原理

初 ・中・終 声字 が相互 に交 じりあうとい う原理 につい

て は、『訓民 正 音』の 「合字解 」で見 る ことがで きる。

そ の内容 を簡 略 にす ると、

(1)初 声字 は中声 字の上 、 または左 側 に位置 し、

中声 字 は初声 字 の下、また は右 側 に置か れる。 終声

字 は、初声字 と中声 字の 下に位置 す る。

(2)二 文字 や三文字 が組 み合 わせ る時 には、左 側

か ら右側へ とそ ろえて書 く。

2.文 字造 形の原理 分析

字 母の造 形、つ ま り組 み合 わせ の原理 は、次の よ

うであ る。

1》 象形 の原理

子 音字 は発声 器官 の音 の生 ず る部 分 を、母音 字 は

「天」「地」厂人」のか たち を倣 って象徴 化 した。それ故、

音 と形態 に一貫性 を持 たせ るこ とが可 能に なる。

2》 加画 と反復 の原理

音 、 そ のものの 強化 にしたが って、 線 を追加 して

い くとい う「加 画の原理 」は子音 字 と母 音字 、両 方 に

適用 され る。 子音 字 は音 の強弱 に伴 って、母音 字 は

初 出字か ら再 出字へ の変 化 と共 に、点 や線が段 階的

に加 え られ る。更 に、「並書 」、「連書」な どの方 法で

「加画 」と 「反 復」の原理が 応用 され る。

3》 対称 と回転 の原理
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4》Combinationprincipleofcharacters

H朋 η1加c加119α1η 兮 正飴P1励aθmentioned

aboutcombinationofalphabets(consonant+

vowel+consonant).Thebelowisthesummary

ofit.

(1)Initialconsonantsarelocatedaboveor

leftsideofvowels.Vbwelsarelocatedunder

orrightsideofinitialconsonants.Final

consonantsarelocatedunderinitial

COnSOnantSOrVOWelS.

(2)Writingmustbeginfromlefttoright.

2.AnalysisoftheFormationofHangul

Alphabet

Wbdiscussabouttheprinciplesofstructure

andcombinationofalphabetsinthispart.

1》Principleofstructure

Initialconsonantscopytheorgansofspeech

oritsalteration.Vbwelsareformedand

symbolizedofheaven,earthandhuman

beings.Therefore,soundsystemand

formationcanretainregularityandbalance.

2》Addinglinesandwayofrepetition

Assollndarestrengthenedorchanged,

consonantsandvowelsareconvertedby

addinglines.Wbwouldcallitasamethodof

addinglinesandrepetition.

3》Symmetficalandreversalway

Invowelseriesof「L,wecanfindvertically

symmetricalphenomenon.Andthereis

horizontallysymmetricalphenomenonin

vowelseriesof「_」.「-and「L」replaceitself
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「凵 字系列 の母音 字 では上下 の対称 現象 が、「 」

文 字系列 の母 音字 で は左 右対 称現象 が表 .れてい る。

そ れに、「司 と「し」は斜め対 称現 象が生 ず る。これ

らは、「回転の原 理」と解 釈す る ことが で きるだろ う。

4》 最小化 の原 理

各 文字 の形態 は、非常 に単純化 され た簡潔 なか た

ち、つ ま り点 、直線 、正 円、四角形 、三角形 な ど幾何

学 的であ り、画 の太 さは一貫性 を持 ち、締 め くくりに

は変化 が ない ように仕 上 げ られ る。 言 い換 えれ ば、

最小 化 を追 求す る ことによって、最 大 の経済 的効果

をもた らす と考 えられ る。

diagonally」tcomesfromreversalwayl

4》Simpli丘cation

ShapesofHangullettersareextremely

simple.Thatistosay,itisconsistedofdot,

verticalline,horizontalline,circle,squareand

triangle.Linethicknessisregularwithoutany

protuberanceonstemorchange.Itgives

economicaleffectivenesstoHangul.

lV.ChangingProcessandPresentSituation

ofHangulAlphabetandCharacter

lV.ハ ングル活 字 コル の変 遷過 程 と現 状

以 上、述べ た ようにハ ングル は音 素文字 で あ.り、自

然 の原理 をその根本 にして いるの で、あ らゆる音 を

書 くこ とがで きる特徴 を持 ってい る。音 の体系 と形

態 の体系 を一致 させ た複 合 的構 造 の文字 であ る。既

に、 ハ ングルの科学 的優秀 性や 合理性 は認 め られ、

`も
っ とも科 学 的 な体系'世 界一 の アルファベ ット'

`人類 による もっとも偉大 な知 的所産 の一つ とい っ

た国際的 な称賛 を浴 びたて きた(注5)。

しか し、 今 日のハ ングル活字 コルは、 当時 の創 製

哲学 や言語 学 的優 秀性 と比べ れ ば、非常 にみすぼ ら

しい構造 や形態 になってい るこ とが わか る。 別の言

い 方 をす れば、表音 文字 であ るハ ングルが創 製 され

てか ら、550余 年が 過 ぎた現在 におい て も、代 表 的

な表意 文 字で あ る漢 字 に適合 した活 字 形態 が使 用

されてい る。 とい うのは、28字 母 の組 み合 わせ によ

って、 自然 のあ らゆ る音 を視 覚化 させ るこ とがで き

る とい うハ ングルの独 特 な長所 を無 駄 にしてい る と

言 えよう(注6)。[図5]

Hereinthispieceofwriting,theoriginof

Hangulisauniquephonemeanditsprinciple

basedonnature.Consequently,itcan

naturallyexpressallsoundsontheearth.

Hangulwouldhavehighevaluationson

scienti丘cexcellenceandrationali取,suchas

`themostscientificsystem'or`theworld'sbest

alphabet'or`oneofthegreatestintellectual

achievementsofhumankind'3).

However,therehasbeenasharpdeclineof

qualityincurrentHanglllshape,comparing

withtheoriginalphilosophyandsuperiorityof

Hanguldesign.Hangulwithitsunique

phonemiclanguagehasstayedwiththeletters

ofChinese,themosttypicalideographical

language,over500years.Itmeansthatwe

couldnotusetheHangul'svaluablemeritin

ful1.[Figure5]

Today,atleast2,5001ettersareusedamong

11,172theoreticallyproduceableHangul
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今 日、ハ ングルは一般 的 に表 現可 能な11,172字 の

中、約2,500字 が 使用 されて いる。 それ らの文字 は

そ れぞれ形成 されて いる。 例 えば、「■ の 場合 、32

種 類 に及ぶ 異 なる形 態 が あ る。 それ はハ ングル を

音節 文字 として では な く、音素 文字 として扱 うべ き

で ある ことを示 している と考 え られるだ ろ う。この

問題 の解 決方法 を探 るため 、ハ ングルの誕生 と変遷

過程 を辿 ってみ ることにしよう。

1etters.Eachbasicalphabetisseparately

shaped.Forexample,「 「 」hasnolessthan32

differenttypes.Wbfinallyknowthatwedonot

makeuseofthestrongpointofHangulas

phoneticsymbols,notsyllabicIetters.Iwould

liketothinkaboutthebirthandchanging

processofHangul'sshapestosolvethis

problem.

1.創 製 当時のハ ングルの か たち

創 製当 時のハ ングルコルは木版 字、 銅活字 、 木活

字 などの多様 な技術 で印刷 され てい る。当時 の人 々

は、筆 と墨 を使 い、縦 に下.り書 くとい う漢 字の書 き方

に慣 れて いた。 その ため、当時 のハ ングル も縦 書 き

の慣 習に従 ったの であ る。ところが 、ハングルのコル

(かたち)と いうの は、筆 書 きで は決 して容易 でない

単純 ・簡潔 な幾何学 的 なかた ちなので ある。

初 期の2、3年 間、新 しく創 製 されたハ ングルの形

態 は、木版 字、木活字 、銅 活字 な どの多様 な手 法 に

よって実用化 され た。というの は、よ り細 く小 さな文

字形 の開発 を試 みた とも考 え られる。 その後、徐 々

に書 き文字 の影響 が表れ た。[図6][図7]

1.EarlyFormsofHangulAlphabetand

Character

Peopleusuallyusedawritingbrushwithink

forwritingandwrotedownlettersverticallyin

thosedays.Inotherwords,peoplewere

accustomedtothewritingwayofChinese

characters.AlthoughtheHangul'sletterform

wasnotsuitableforwritingdownvertically,it

adoptedaverticalwritingway:KingSejong's

groupspentthreeyearsonexperimental

.process
,withwoodentypesandcoppertypes

etc.,forpracticalusageandtriedtodrawlines

asthinastheycould・[Figure6][Figure7]

2,伝 統 的 なハングル の かたちの発展 と定 着

文 字書 きの体系 と形 式 、慣 習 と道具 の 影響 下 に、

徐 々に変化 を見せ たハ ングルのかた ちは、1490年 代

の延 山郡 による「ハ ングル迫 害」や1590年 代 の 「壬

辰倭 亂 」など、最 悪 の歴 史 的 難 関 に もか か わ らず、

1700年 代 末 になる と、美 しい均衡 を保 った形 態 を

見せ るようになる。

その上、創 製 当時 の初期 の数年 間、主 に宮 中内で

使用 され て いたハ ング ル は急 速 に民 間 に普 及 し、

2.DevelopmentandStabilizationof

TraditionalHangulAlphabetandCharacter

Inmethodandsystemofwritingletters,

Hangul'sshapehasbeeninfluencedfromold

customsandtoolsandfacedthehistoricaI

crisis,forexample,persecutionbyKing

Yeonsaninthe1490'sandaninvasionwarby

ToyotomiHideyoshiinthe1590's.However,

Hangursshapeseemedtograduallygetbetter

152 第2部 画像 と文 字



墾 牛 叙三 尋 只}暑明討 荳}量潮 看相 暑 刈 荳}司一ユ 銀

τ=}.[ユ弔一5].

皇髫釧 重}量著{}鹽 掴 彑呈,豆 黽7ト皆司1呈暑 量

スキ剋11,172フ守15)苦 茎1杢2,500ス}暑 司「ス手寛}ス牛里玉三

呈 魁憙司 塋ヱ 銀珠 ユ斗 日`イ 叫 重}フ図 耻王 早

司327ト ス}91471叫 喜 碧囲呈 遇閣δ}α1書暑司一ヱ 銀

叫.せ 杢 司量ス國 耳碧薯 刈司呈 盤 司ス1昊苛ユ 苦碧

(音節)者 ス圖 弔 哩司苓彑 呈 入トi}司一ユ 郎セ 誤・1叫.

○囘 鴦}。1♀モ 早 喫o回 ,呈 刈斗 司石虐{}明 司司1銀

書刀}.空 覧}看胡釧 羣}量著{妾 明響囲1遇糾胡 巷 型勉

升.墾 量著91哈 碧斗 遇冠斗碧含 琶鯛見王昇 苛ス㍗.

1.犁 刈1叫91赳 ヨ・晋

τま入191杆 壱暑喜 量列 暑 晉 剛 昊 叫 唄 暑 。1書

苛α1刈1呈呈 州司埜 ミ… 舅司{}潮 憇彑明,皇 唄暑 勉

妊スト埜71到 垂 眷 則 喫 明 銀銀叫.ユ 週日1智 刈 蝴

到 聾暑 暑書 刈呈埜 フ圍 垂告 舎 ユ翊呈 叫 毅彑竏,

昊彑 呈 埜71朔 ゼ 唱ス1譽 薯 量を ・社石 を7】 司一軒

瑚 冤日暑 旦q匸}.空 を,禿}刈 左712～3週 暑 魁,

聖}琶 スL叫 早 暑スL暑 暑スキ号到 叫`憑}7爬 叫

盈暑糾 到 吐測暑 刃i穀彑吐 竏昔ユ4・9量 ス悟 釧

入1三三 暑 牛 銀叫 .ユ 。1卒,有 籵呈 埜 フ1量 列 到

(暮萸}01し十石}せ匸干
.[ユ 唱 一6][ユ{召 一7]

2.担 ξ・晋入階91譽 禎叫 召 揖

量 列 埜7圍 刈刈 外 碧剤,豊 眷斗 三干 釧(暮 磐

舎州衵 刈刈 司 遇 糾暑 旦01唱 量量著 舎,14go唱 司

望杢}記91重}暑 叫胡斜1590週 翊91望 道 蚓壱 暑 調

叫91斜 入国k}君 州三 暑子 苛ユ,1700遇 朗 唐 ぞ

州o㍗ 暑曽 刈 量碧 看司 碧司暑 旦(月歪叫.圧 尋,罨

刈 主7191喫 遇 暑皇}手 呈 号苦 州 司1刈 豊薯只 望

重}音。】叫喜 舎王 弖 赳イ矧 刃1旦 骨 瑚ユ 暑暑 到 咽

鼕
躍
鰐
髦

呼
窘

屋
78
彳
夂
曵
旺
計

萋

oー
象

壕屠
司
髦

望
契

対
効

劉

吐
≧
州
早
書
幻
考
司
旦
孝

覊
舞
襯

ら レ

,:牙 轟.後 努
・ _一 挫__

『九雲夢 』の活字 コル(1862)

ApartofGuunmong(1862)

子 金号 量ス屠(1862)

ー

～

-
V

・

…

螽
酳

h

彦
だ
耄

嗜
・侵

縛噂
辛
凋
蕘

魂

戮

暑
あ孔
図
婦
擁
◇彳
紐
冠
郭

ス
留

以

紮
紳
刃
♂
互
詐

い宣
旨

ゐ
彡
翔
ゐで
豢

.

礁
灘
艨

図9

Figure9

ユ 弔9

螽

酳
韈鴛 勸

往
却
翁

弩
ε

顏
翳

彝

鐸

蜀
鐸

是1で ・

丕}
ム
ム 「

骨咎
弩 吾 隱_璽

△1(1900年 代)

ム ズF廁re1・`
Apart。fα1砌肋 窃。。。

考"瓢 齢 …

153



その使 用範 囲が広 まったので ある。人々の 自由 な手

書 き、多様 な材 料 や道具 の使用 に よって、新 たなハ

ングルの形態 が登場 したので ある。

[図8][図9][図10]

3.新 活字 と暗黒 の植民 地時代

ハ ングルの新 しい活 字 は、1880年(高 宗17年)フ

ランスの リデル主教 な どが編纂 した 『ハ ン佛 典』か ら

始 まる。この 時期 に鉛 活 字 の鋳 造技 術 が 導 入 され、

小 さな活 字形 が 開発 された。 しか し、活 字形 の完成

度 は『五倫行 實図 』に表れ ている活 字 に比べ 、大 きな

進展 はな く伝 統 的な造形観 はむ しろ不 十分 であ る。

以 降、1900年 代 の初 期 まで、ハングルの コルの伝

統 的な美 感 は 『ハ ン佛 典』、『聖經 直解 』、『漢城 周 報』

に引 き続 が れたが、1920年 代 か ら1930年 代 にか け

て は、 日本の明朝体 とゴシック体 の強 い影 響 を受 け

た。今 だに、明朝 体 とゴシック体 とい う名 称が 残 って

いることか ら、その強力な影響 力が 感 じられるだろう。

1905年 の 「乙巳条約 」以 降、韓 国は 日本 の植民 地

になった。3.1独立運 動 を 目の当 た りに した 日本 の帝

国主義 者 たちは、武 力 で はな く精神 ・文化 的統合 と

い う「文化 統治 標榜 政 策」な どを展 開 した。 この よ

うな激 変 期 を経 て1930年 代 末 になる と、 一部 のハ

ングル活字 の コルは再 び高 い完 成 度 を見せ る。つ ま

り、縦 文 字 線 の 基 準 線 が 比 較 的 に安 定 して整 理 さ

れ 、よ り典型 的 な縦組 用 のハ ングル活 字 の コル にな

った のであ る。 しか し、他 の大 部分 の活 字の コルは、

特 別 な進展 を見せず 、む しろ より複雑 になったので

あ る。 したがって、1900年 代 初 頭 か ら1945年 まで

の時期 は、ハ ングル活 字 の コルの発展 に大 きな支 障

をもたらした暗 黒 期 とみな され る。ちなみ に、ハ ング

ル活字 の コル は、創 製当時 か ら数多 くの難関 を乗 り
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inbalanceandproportioninthe1700's.In

addition,Hangulitselfwaspopularizedamong

ordinarypeoplebydegree.Inotherwords,

HangulbegantobeusednotonlybypeoPlein

thecourtbutalsobycommonpeople.Hangul

gotvariousandmanualwritingscriptand

widelyspread.

[Figure8][Figure9][Figure10]

3.NewHangulTypefaceandColonialPeriod

WbcouldfindnewtypeofIetterson

撫 ηわ召」画 θoη(Korean-FrenchDictionary)

writtenbyaFrenchbishopRidelin1880.The

introductionofIeadenmoldingskillenabled

theproductionofsmallerlettersbutwecould

notsaythatitwasanimprovement,in

comparisonwithlettersused

O加 ηゐ∂θηgs∬do.

Intheearly1900's,atraditionalsenseof

beautycontinuedthroughout、 肋 ηb召 ・砌 θoη

(Korean-FrenchDictionary),

5θoη9邵 θoη91轍ae,・ αaηseoη 幻 励o.Fromthe

1920'sto1930's,itwaslocatedunderinfluence

ofJapaneseRomantypeandGothictype.

Throughthedrasticchangeofperiod,Hangul'

sshapesettleddownandshowedahigh

maturityinlatethe1930's.Itwasaformof

Ietterswithastabilizedhorizontalline.

However,wefinallyfoundthatthisformof

letterswasnotmuchimproved,comparing

withshapeoflettersinthelate1800's.

Therefore,fromtheearly1900'sto1945
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越 え、絶 え 間な く変化 して きたが、それ らは皆、縦組

体系 の活 字の コルをそ の基 本 として いた。

[図11][図12][図13]

4.横 書 きと縦 書 きの衝 突

独 立以 降 のハ ングルのコルは新 しい転換 期 を迎 え

た。 これ まで 、漢 字 と日本 の文化 政策 の影響下 にあ

ったハングルの コルは、今 度 はアメリカ、つ まりロー

マ字 の影 響 を受 ける ように なったの であ る。 この よ

うな時代 的背 景が横 書 き用ハ ングルの コルの新 しい

地平 を開 くこ とになった契機 とも言 える だろう。

ハ ングルの コルの横書 き体系 は、1800年 代末 にロ

ーマ字 とハ ングル を混 ぜ て書 き始 めた のがそ の始 ま

りだ と考 え られ る。 また、8.15独 立 以 降、横書 きの

合 理性 が 受 け入 れ られハ ングルの 機械 化 の 試 み な

どが 推進 され なが ら、 横 書 きの一般 化 が始 まった。

社 会的 変 化 に よる文 字書 きの体 系 の転 換 と新 しい

道具 、 または技 術 の発展 がハ ングルの コルの新 しい

形態 を求 め たので あ る。1947年 に断行 された小 学

校 の教 科書 の横書 き化 は、文字 の書 き方 に対す る世

代 間の混乱 を もた らす 出発 点 となった。 そ して、縦

書 き体系 と横 書 き体 系 との機械 的不 一致 か ら生 ず

る問題 点 も多 かった。

しか し、この ようなハ ングルの横 書 き体 系 は、チェ・

ジョンホ(1916-1988)の1970年 代の写 真植字 用活 字

開発 を始 め、いろ いろな印刷 メディアに拡大 され 、つ

い には1980年 代 以降、日刊新 聞 にも導入 され、今 日

の横 書 き体系 として定 着 したであ る。 この ような流

れ は、新 しい体系 の教 育 を受 けたハ ングル世代 の新

慣 習 、ハ ングルの機械化 、電算化 な どに より、横書 き

用 のハ ングルの コルの開発 を促 した。しか し、縦書 き

体 系 の慣 習の 影響 か ら逃 れ られ なか った横 書 き用
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(KoreagainedindependencefromJapanin

thisyear),theattempttoHanguldesignwas

impeded.Likethese,Hangulhadtostruggle

againstalotofdifficultiestomaintainitsbeing

andshapetypesofcharacters:evenifitwas

stillkeepingverticalwritingwayl

[Figure11][Figure12][Figure13]

4.HorizontalWritingverSusVerticalWriting

Inthelate1800's,peoplebegantouseLatin

alphabetwithHangu1.Itisregardedasthe

beginningofHangul'shorizontalwriting.After

indepehdence,Hangul'shorizontalwritingwas

gettingpopularizedbytrialofmechanization

andaskingforrationalityofhorizontalwriting.

However,theintroductionofhorizontal

writingschoolbookscarriedoutin1947,

leadedtogenerationalconfusionandsplit.

Furthermore,itcausedproblemsin

typesettingsystemsinceithadtroublesto

adaptverticalwritinglettersystemtoa

horizontalwritingsystemwithoutany

alteration.Itaskedfornewlettershape.Anda

photographicletteringmachine

(phototypesettingsystem)importedfrom

Japanpromotedthistoo.Newlettershapefor

photographiclettering(phototypesetting)was

madebyChoe,Jeong-Ho(1926-1988)inthe

1970's,becameamoderntypicalHangulform.

[Figure14][Figure15]



4.フト里埜フ1剩1天11皇卜人ll呈埜フ1三ミ11天1191奢暑

前暑 著91竚 弖埜 フ1刈 刈セ1800唱 司 畳 晉司1弖

叫スト舛 尋き 著 林 『 埜 フ1入1z}苛 セ 日囚 ユ 入怪

暑 暑 牛 銀芒 日L8.15胡 暗01季 フ}呈埜 フ191碧 司

想 ・1睡 。匿(咽 ヱ 截量斜7圃 蚪 入1三 号 。1斈 石

倒 屯刈 竍呈 埜71竍 見 週糾 倒71入14艱 叫.ユ 司叫

,1947週 司1モ}翹宅 室 号軒」1」1叫刈91フ}弖 埜71憙

量列 埜719}釧7回 州 荳}刈1τ骸}喜 章}釧 苦 曁召・1

日 銀ユ,刈1呈 碍71刈 刈圍 笹ス屠 含7ト 呈叫71刈 刈

州 ユ 司弖 瑚暑 司傚71司1週 暑神 ヨ 丕暑 刹圃91鬯

刈9}ロ1召 。1喜 暑司刃い 司1誠叫.。囘 妊 入}:司瑚 遇司・

州 釧を 暑列埜 フ1刈 刈到 怨暑斗(葦 薯刈 杆そ1剤 ス干

フ1三 唱 号q三 干 喫 フ1舍到 遇 糾セ 測呈 碍71舛

7ト呈叫71刈 刈暑 呈 早 杢司一胡 盟 牛 郎モ∋ 入肩呈 金

スド邊91暑 スト暑暑 豆干 銀ヱ,1970望 州朔 刈4廻 司

碧立(1916～1988)斜 人}・も・司ス㍗暑 尋暑著{≧ モ≡}τ将

鴦}量召」≦判 怨舅01こ司銀τ斗.[こユ弔一14コ[ユ モ召一15]

5.遇 匚H遇量 書入卜晋91Zヨ 書

7ト呈舛71ヌ11ス刊モ∋1980k晝 匸羽01幸(§ 祉 ・くユ{≡}(弔冫ワ㍗

ス1王 鵯 倒蝕 ヱ,20魂71畳 州 号 を 尋 『 ム詈 呈 明

号91綛 旦 司・♀ ス191子 丕壱 呈 薯 ロ"刈到 升 量冫叫71

糾 層計01】魁丕司・蝕叫.1ggo唱 剛01越01刈1弖 叫71

刈刈 到 勾 司呈暑 を量 書 ・1奇 ・皙。い ヨ 入レ1叫 を

1斗丐弖,90kユ 亡月ol竿 ・モ∋ フを弖 晋 舌71そ 冠01そ}丕 毛1

`豊司呈暑 司量 普 ・1ヨ三掛琲釧 入凋呈金 誓層彑 呈

ス囘 看翊 宅 入171。1叫.

。1司遊 黽醤 釧 早豆 宅?ユ舎 ,① 丕 薯 刈刈 釧 遇

糾,② 司ス1望蚪 宅 刈糾 暑 ぞ,③ 叫 磐糾 ・7囎

糾暑 苧 子苛 セ 入国 瑚 思 糾叫 昇子,④ を暑 釧 等

想朝 切墾 ス胴 困:叫 ・屠 叫 唸'皇呈 司:脅 司瑚勉 唱

〔

;

霾谿鞴躍 鑿鬚
誤

♂
二
、
三
獣

扇
赧
(
西
川
Y
刃
舎

舎
(
池
松
)9

人γ

甦
、翻
剤

凸
身

蠱
毀
嚇
更
口
筍

讐川
黌

愈
石
覈
亭

一
馨
3

鉱
誉
畷

『
靆
思
母
磁
蝌
剤

石

薯
迯

鬢
繕
轡

暑
朴
鋤

履
口

襟
綱

蚕
刈
智
潮

奮

嶌
拶
轡
匸

q
五

趾
(菅
)
磁
鍵
(
坂
本
×

醤
刎
列
§

日
梨
9
-4

叶

瓢

罰灘

O

符
鬢
瓣

解
醤
』
α
爵

浸
禽

β

脚匸
尅
羅
◎胃

要

著
全

逓
稜

麟
刈
、

図13イ ・ウォンモ の活字 コル(1930年 頃)

Figure13Lee,Wbn-Mo'slettertype(C1930)

ユ 量召1301翹 呈91望 スト刃1(1930kま そ1)

157



ハ ングルのコル は、まだ空 間の配 分の不 合 理性 と文

字 線 の不安 定 性 な どい ろい ろ な問題 点 を抱 えなが

ら、開発 ・使用 され ているの であ る。[図14][図15コ

5.現 代ハ ングル活字 の傾 向

1990年 代以前が、 縦 書 き体系の 「正 四角 形のハ ン

グルの コル」 が 中心 になってい た時期 だ とす る と、

1990年 代以 降は、徐 々 に縦書 き体系 の 中で 「脱 四角

形 のハ ングル のコル」が新 た な様式 として登場 した

時期 で ある。 今 日のハ ングルの コルは 「四角 形」 と

「脱四角形 」 の二つ の方 向 を基本 とす る多 様 な構 造

で 開発 されてい る。 この ような現状 の主 な原 因 とし

て は、① 組版 体系 の変化 、② デジタル化 した製作 環

境、③ 多様化 ・個性化 を追 求す る社 会 的変 化 とニー

ズ、 ④ ハ ングルの特 性 に対す る現代 のデザイナーた

ちの再 解釈 と新 しい接近 法 の模 索 な どが、 何 よりも

強調 され るべ き部分 で あるだ ろう。今 日の活字 形の

開発 方向 を より詳細 に分類 してみ よう。

(1)縦 書 き体系 で発展 した伝統 的 なハ ングルの コ

ル を横 書 きにも適合 で きる ように改善 ・補完 す る。

(2)横 書 き体 系 に適切 な横方 向の視覚 の流 れ線 を

強 調す る。

(3)ハ ングルの創 製原理 と特性 に注 目し、文字 の

基本 機能 を重視す る。

(4)伝 統活 字形 を蘇 らせ 、使用 する。

(5)書 き文 字の 自然 な味 を生かす 。

(6)画 像 中心の表 現的 な方 向性 をとる。

(7)そ の他 、実験 的、前衛 的 な方 向性 を重視す る。

[図16]

V.ハ ングル 活字 コル の未 来
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5.PresentSituationandNewTendencyof

HangulTypeface

Horizontalwritingbegantobeusedfordaily

newspapersinthe1980s.Inthe20thcentury,

spreadingofInternet(WbbBrowsersystem)

alsopromotedhorizontalwriting.W6could

analyzethataregularsquarewasaHangul

lettersmainformatintheearly1990sbutit

startedaskingforaflexibilitysquareformat

fromthelate1990s.Itwascausedby

1)Changeoftypesettingsystem

2)Digitalization3)Socialdemandingfor

varietyandindividuality,4)Re-analyzingon

Hangulandreasonabledesignprocess.Today,

Hangulformatisprogressingtowardtwo

directions:aregularsquareand且exil)ility

squareformat.[Figure16]

V.FutureofTypeface

Sinceitsbirthtonow,Hangul'sshape

neededtoovercomemanyinternalorexternal

difficulties:influencesfromChina(Chinese),

JapanandAmerica,aphotographiclettering

machine(phototypesettingsystem),andLatin

alphabettypewriteretc.Inthe1950's,many

problemsemergedonprocessof

mechanizationanddigitalizationdueto

discordofformatbetweenChinesecharacter

formatandHanglll.Thisdiscordancewasthe

mainreasonofproblemsoncommllnication

systemwithletters:production,input,storing,



モ 喫 望黽到 司スト剋 暑暑91曽 磐 号o悔}量 今 銀

裁 叫.・1斜 を。1皇 昔到 妊量 暑スト晋舎 フ}呈叫フ1

丕幸}刈 刈 舎 明囚`同 隍 暑'叫`旨 圖煌 暑'(16>。1叫

セ 早 磐 聾釧 〒・丕 暑71薯 彑呈 司一α1亡辛曽司一川 川 唐

羽ユ 銀1斗.[ユ 弔 一16].

V,勧 晋 喜 入ト著91ロ1己H

尋量 著書 豊想 。1早ス}言叫スL(月 赳り 。1弖壱 看

喝司・7101司{}司 叫荳}斗層{}冫 『剥 銀亡干.号号 コト碧

ス圍 曽誓,望 暑斗 入困 司スレL・1尋 斗 曽呈日スレ1

号 音 日1昊重}司 州 ・到司望 叫(凝}鵯 磐コ}冫『青肩モ

廿 垂彑呈 ス困 。1瑚(オせ ユ聾 書 暑・階;月 暑。1叡

銀亡干.ユ 己1幵弖苦,1950kユ 匸羽01卒 鴦}ヨ'弩L≦判71フ11糾

・碧 互糾 斗碧 叫 績 司司7ト ス1{}刈 相。1三 司獄 ヱ
,

手 豆 赳 剋01せ 杢 司量 スト剋 釜量書 哭量ス牛勉 妊ス圍

暑 州7囲 早ヱ 銀7】剛 呈望。1暑 司ゑ1斗.olろ1彑 呈

量スド習見暑 轡},(召 司,刈 そ},牛 舎,苦 習司一芒 杢暑

刈 瑚回 切喜著苦 項円1宅 摂011斗.。1立ド碧(斗囚 奨o干

嘔`層 刃1・ぱ 軒 ～ヨ',暑 モ}刈訓召q司 魁。1叫 呈`禰

哩層 重量 暑'(17)。1珠 ・1型9司 「量晋 刻 呈刈暑 智

刈 碧忍斗 廻司弖 洲召司瑚 入1三荳}召コ}暑?圖,聾

量著 川瑚到 手王 瑚 『墾薯 司一ヱ 銀叫.

。1手三 補百釧(ぎ 愈彑 呈 ,量 想01号 鬯 憇望 を量

暑ス陪 薯 圧 匸}入1辱 鬯 翌 遇糾暑 旦 ・圃 潮銀ユ,

早 巷 剛斜 唐石 磐磐・9屠 ヱ胡ゑ 亡}.司・t斗セ`早 刈

想 。1ギー否 司一(昌念 号瑚彑 弖 層 き同 ・刈 宅'翹 暑 豊

ス陪 釧 モ}刃囚 フ腿 。圏,叫 喜 司一叫芒 を刈 碧・翌

含 叫 暑(川 早ヱ 亀 司瑚彑 呈 唱暑胡 叫 フトセ 川 司瑚

剋 唐誓 。1{斗.。1司重}磐 社 翊到 避 週(¶刈 司昊9モ∋

夸暑 斗 叫冠釧 蚓司ス1暑・1里 叫喜 碧 瑚釧 叫 曽司1

遇重}暑 馨ヱ 銀彑 明,。1叫(ま 羣}舎 釧 丕 糾7㌃ を 号

嗹 看 看 縛 喋 。 。}希 司

望 鷲舛 ア魍 嬉 吻}?

列 囀 → 刎 刈 三 州 註 司

月 吼 ヌ滞.輒 唱 叫 三 ・'

叡 メトヱ →,聾 ・暮尋 唱 メ1
図14教 科書の活 字 コル(1947年 頃)

Figure14Le枕ertypeofschooll)ook(C1947)

ユi召14五1斗 ス1毬ス}刹1(1947k量 碧)

01・暑盛 越号,{}午 司朔 喫贍 剛望潮{}糾

o}暑 賂 菴}暑,芒午司州 叟喉 …脚囃望・斜{}糾

叫書叫呈 遇量ド呂牛己1(川i嵳し1{…閉靨91畏 蚪

図15チ ョイ・ジョンホの写真植 字用 のハ ングルコル(1970年 頃)

Figure15Choe,Jeong-Ho'slettertypeforphotographic

貰ettedng(phototypesetting)(C1970)

ユ 碧15封 層重 ≦斗入ト剤ム1ス干舍 荳}者暑(1970哩 そ1)

159



ハ ングルは、誕 生以 降か ら今 日にか け.て、耐 え難

い苦 難 な過程 を過 ご して来 た。 す なわ ち中 国文 字

(漢字)の 影響、日本 の写真植 字、アメリカ、及 び英文

タイプライター な どといった内 ・外 的影響 などが あっ

た。 ハ ングルは、自分 が生 まれ育 った故郷 を顧 み る

余裕 が なか ったの であ る。 そ ういう中で、1950年 代

以 降には、ハ ングルの機械化 ・情報化 の過程 で の色 々

な問題点 が再 び表れ た。その主 な原因 とい うの 、個

声 文 字で あ るハ ングル を表意 文 字 で あ る漢字 の枠

に入 れ込 もうとしたか らであ ろう。 そ れ故 、文 字情

報の 生産、入 力、保存、伝 達、出力 とい う疎 通体系 に

大混 乱 をもた らしたの であ る。そ れ らの 問題解 決の

方法 として用い られた のが、いわゆ る 「3ボル式 ハン

グルコル」で あ る(注7)。

これ はハ ングルの問題 を創製 精神 と原理 で解決 し

ようと試み た結果 であ りなが ら、 ハ ングル改 革 の主

導 的役割 を果た した。そ の誕生 自体 が特 別で あった

ハ ングルは、また 「特 別 な」変化 を迎 えたので ある。

これか らのハ ングルの発展方 向 は、① 主導性 の不

足 で順 応 的 に定着 され て きた伝統 的な活 字 形 の段

階 的 な改 善、② 創製 当時の精 神 を基 に して原理 的 に

接 近 しなが ら改 革 を図る という方向 であ る と考 え ら

れる。この ような二つの 方向 の展 開が生 む衝 突 と摩

擦 のエネルギー は、また ひと味違 う変化 を生 む可 能.

性 を持 ち、その多 様性 の中の調和 とい うのが必 要 と

され るだ ろう。言 い換 えれ ば、テクノロジーの発 達 と

パ ラダイムの 変化 に よる突 然変異 的 な展 開 も予 測す

.
べ きであ ろう。

1.伝 統 的 なハ ングルの かた ちの段 階的 改善

伝 統的活 字形 の段 階的改善 とい うのは、い わゆ る

「正 四角形 のハ ングル コル」の段 階的 な進化 の過程 と
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carryingandoutput.Finally,Three-Beol-Type

Hangul'sshape4)wassuggestedasan

alternativesolution。Itwasoneofthetrialsto

solveproblems,basedonprimaryphilosophy

andprincipleofHanguldesign.Inother

words,Hangul'sshapeisonprogressfor

specialtransformationasfollows.

1.GraduallmprovementofTraditionalHangu

Typeface

Itisagradualprocessofdevelopment.「Wb

needtoleadverticalwritingsystemto

horizontaloneaswemustmakeupde且cient

aspectsofHangul:seekingtoshapevariety,

systematizationofseries,gradingupoffinish,

ef且ciencyfordesigningandstabilizationof

sightline.

2.FundamentalReformation

Anapproachingtothefundamental

reformationmeanstheflexibleformat

departedfromaregularsquareone.Wbthink

thatitwillbeleadedbyThree-Beo1-Type

Hangursshapewhichisbuiltonfundamental

philosophyofHanguldesign.Theperiodof

multimediawillstronglyaskfornewsystemof

lettertypeinaccordancewithsoundandform.

Wewouldfocusonexperimentaltrlalon

practicality,maximization,andvariety.

3.PossibilityofUnexpectedchange

Technicaldevelopmentinthedigitalperiod
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も言 えるが、 縦書 き体 制 の中で 開発 されて きたハ ン

グルの基本形 が横 書 き体 制 に適 用 され る際 に、表 れ

る問題 点 を補 完す る方向 でもあ る。 具体 的 には、活

字形 の多様化 、活 字や ファミリー文字 の体系化 、完 成

度の極大 化、活 字運用 の効率化 、視覚 の流 れ線の安

定化 な どが考 え られ る。

callsforrandomwayofthinkingandseρsible

nexibility:ratherthanlinearandreasonable

wayofthinking.Itispossibletopresuppose

thepossibilityofunexpectedoccurrence.

Conclusion

2.原 理 的 な改革

原理 的 な接 近 とは、 「正 四 角形 の ハ ングル コル」

と相対 的 な概 念で ある 「脱 四角形 のハ ングルコル」の

方向 を意味す る。 その 中で も、特 に、創 製原 理 に忠

実 な 「3ボル式ハ ングルコル」が変化 を主導す ると予

測 され る。つ ま り音 声入 力が普 遍的 な手段 としてな

りつつあ るマルチメデ ィアの時代 におい ては、 音 と

形 を一 致 させ たハ ングル の特 性 が 必要 と され るに

違 い ない。

3.突 然変異 的 な変 化の 可能性

デジ タルメデ ィアの 時代 にお け るテクノロジーの

変化 は、線形 的思考 をモザ イク的 な思考 に、理性 中

心の合 理 的変化 を感性 中心 のカオス的変化 に導 くだ

ろ う。 これ らの現象 は分析 的、あるい は段 階 的な変

化 よ り、 突然変異 の 出現 の高 い可能性 を示 唆 してい

るとも言え よう。厂四角形」と厂脱 四角形」との衝突 の

エネルギーは、 いか な るコペ ルニクス 的転換 をもた

らすの だ ろうか。

結論

『訓 民正音 』は世 宗大王 を中心 につ くられた 「ハ ン

グル」のデザ イン哲学 と製作 原理 、使用 法 な どを詳

細 に表 してい る。 つ ま りそ こには、デザ インの 目的、

KingSejong,whowasthemainleaderof

Hangulinventionproject,revealeddesign

philosophy,principles,andusagethrough

1血 η1η加cゐo㎎ 〃zη:itscertainaimofdesign,

principlebasedonnatureandcosmos,

democraticspiritforpeopleandpragmatic

linesofthought.Inaddition,wewouldsaythat

thedesigningprocessofHangulwas

extremelyclosetothemodernone.

11加111加cゐo刀gロ η1showshowtodesignitself

andwhatkindofattitudeandmindisasked

fordesigners.That'swaywemusttreatitasa

philosophicaldesignbookandabasicmanual

fordesigning.

AlthoughthebirthofHangulwassplendid

andglorious,ithadtomakeits尸waythrough

thornypath,ThereisnodoubtaboutHangu1's

philosophicalsuperioritybutithasstill

insuf且cientparts,formandpracticalusage.

Therefore,itistooearlytojudge

theresultsofHangulinvention.Designers

arepartlyresponsibleformakingProgressin

itssuccessbecausetheyhaveaphilosophical

designbookandabasicmanualfordesigning,

E砌 ηコ加c乃oηgπ1η.Iwouldliketosaythatit
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自然 と宇 宙 の秩 序 を基 に した創 製精 神 と原 理 が記

録 され ているの であ る。 そ の上、人 間尊 重の精 神 と

使 用者 中心の実 用精神 を読 み取 るこ とがで きる。

ハングル製作 の過程 は、今 日のデザ イン過程 、その

もの とあ ま り変 わ らないほ ど、 厳 密 な体 系化 であっ

た。したがって、「訓民正音 』は、デザイン哲学書 で あ

り、文 字デザ インの マニュアルで もあ る と言 えよう。

ハ ングルの持 つ哲 学 と原 理 の優 秀 性 に関 して は、

議 論 の余 地が ないが 、そ の活字 の コル(デ ザイン)と

活用 に関 して は、十分 な配慮が され た とは言 い難 い。

したが って、 ハ ングルの評価 は定 めるに はまだ早 い

段 階で あろ う。 世宗大 王の 試み を成功 に導 くか、失

敗 に終 わ らせ るかは、今 日の韓 国 人 と韓 国のデザ イ

ナーた ちの努力 次第 である。 特 に、そ の責任 の大半

は、デザイナーた ちにあ るだろ う。 というの は、彼 ら

は、世 界 で 唯一 の文 字 デザ インマニュアル を持 って

いるため であ る。 そ れは韓 国のデザ イナーたちに残

され た世 宗 大 王の 偉大 な贈 り物 で あ る と同時 に課

題 で もあるだ ろう。

創 製以 降500余 年 の問、慣習 的 な伝統 と時代 の変

化 に順応 しな らが変化 して きたハ ングルは、 比 較 的

最 近になって発見 された 『訓民 正音』の哲学 と原理 に

よ り、新 しく改 革 されるの か、 あ るいは使用 の不便

性 を維持 した まま、退屈 な彷徨 を続 け るのか。 そ れ

は、注 目す べ きデザ イン実 例 であろ う。

ちなみ に、西 欧的観 点か らみ れば、ハ ングルのデ

ザ イン哲 学 と原 理 は、 お そ らくモ ダニズ ム的 であ る

とも言 えるだろ う。 とい うのは、東洋 と西洋 の哲学

的交差 点の発 見で あ りなが らも、 ほ とん どす べて西

洋 中心 の視 線 と物 指 によ り区分 され て きたデザ イン

史の記述 に対 す る、東洋 の内 にあ る西 洋が発 す る警

鐘 で もあ るの では ないだろ うか。

〈ソウル女子大学校教授〉
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wasgivenbyKingSejongasagiftandalsoas

anaSSIgnment.

FromW6sternpointofview,thedesign

philosophyandprincipleofHangulis

modernistic.Thisappreciationmaybea

crossingpointofEastandW6st.However,the

existenceofHangulalsoasksfor

reconsiderationofdesignhistoryfromour

ownpointofviev乳Hangulhasbeenexisted

withgloryandchallengeover500years。I

hopeallofusarewillingtokeepaneyeon

Hangul'sfuturewithoutanyprejudice.

Professor,SeoulWomen'sUniversity

1TheChosonDynastypehod(1392-1910)

2AnalyticDeslgnProcessisanemcientmethodtosolve

thegivenproblemsbutifsnotsuitableforanycreativedemand

orprocess.However;Ihadnochoiceadop血gAn訓yticDesign

ProcesstogetuniversaHtyandobje(虹vityin廿1蓋sthesis.㎞other

words,IthinkthatAnalydcDesignProcessismoree伍cient

thanVisionaryDesignProcesstoanalyzethethenHangulde-

s蓋gnp「ocess・

3E.0.Reischauer(1960),EVbs(1964)andGeof廿ey

SarnPson(1985).

41hree-Beol-TypeHangurshape,itcomes丘omthecon-

ceptofGong,Byeong-Wbo'sThree-Beo董typewdte監Anofinitial

consonants,vowelsandfina萱consonantshaveonlyone重ypeof

lettershape
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6以 二十八字 而轉換無窮.簡 而要,精 而通.故 智者 不終朝而會

.愚 者可浹旬 而學.....,.無所用而 不備,無 所 往而 不達.雖 風 聲鶴 唳.難
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1李 氏 朝鮮;1392-1910

2『 訓民正音 』の初頭 に、天地 自然 の原理 は陰陽 五行 のみで あ

る と書か れて いる。というの は、ゴンとボ ックのあい だが太極 に なり、

この太極 が動 きや止 ま りを重ね 、 陰 と陽が で きる とい う当時 の東洋

哲 学の 主流 であった性理 学の 影響 である。

3分 析 的デザ インプ ロセス(AnalyticDesignProcess)は 、与

え られ た問題 を分.析する こ とに 関しては非常 に能率 的 であるが 、新

たな問題 の解 釈や高 度 な創 意性 を必要 とす るデザイン案 を提 案す る

こ となどに関 しては確 か に弱 点 を持 って いる と考 え られ る。それ に

もか かわ らず 、この論文 の中 で、空想 的デザ インプロセス(Visionary

DesignProcess)で はなく、 分 析 的デザインプロセス(Analytic

DesignProcess>を 用い たのは創 製 当時 のハ ングルデザ インプロセ

スの普遍性 と客観 性 を証す為 で ある。

4ア ン・サ ンスーは、 ハ ングルの基本 形態素 を 「縦幹 」「横幹」

「斜 線」「丸 」の4つ の最 小形 態素 と分類 した。「ハ ングルコルのウォン

形 態研 究」、 第4回 ハングル及び韓 国語情 報処 理学術 大会論 文集

(1992)601-611ペ ージ。

5個 々 、E.0.Reischauer(1960)、EVos(1964)、

Geof丘eySampson(1985)。

6キ ム・ ソクヒョンによれば 、 ハ ングルは、NoamChomsky

(1965)の 生成理 論に よれば、規則 的な反復 に より無限 的に生成 可能

であ る。

7「3ボ ル式ハ ングル コル」とは、ゴン・ピョンウの3ボ ル式 の タ

イプライターの原理 か ら始 まった概 念 で、子音 、母音、パ ッチム(子 音 〉

が各 々の形 で構成 され た文字形 を意味 す る。「3ボ ル体 」とも言 える。
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ゴン・ピョンウの3ボ ル式 タイプライタ

ー ハ ングル ・デザ イン史上の位 置一

(要 旨)

リュ ウ ・ヒ ュ ン ギ ュ ク

HangulTypewriterasanInterface

Machine-TheInventionofThree-

BeolHangulTypewriterbyGong,

Byeong-Woo一(Summary)

RYUHyun-Guk

.コンピュータで文字 がデザインされ る現在 、ハング

ルに も多 種のフォントが存 在 し、それ らを用 いて各種

情 報伝達 が行 なわれてい る。 しか し、その前 にハ ン

グル ・タイプライタの開発 が、 日本 にお ける邦 文 タイ

プライタの それ とは異 なる重要 な歴史 的役割 を果 し

た。最初ハ ングル・タイプライタは、縦組 みシステム と

して発明 されたが、 解放後 ハ ングル専用運動 と連動

して、横 組み ・横 書 きの普及の一 翼 を担 ったので あ

る。ハ ングル・タイプライタ開発 では、文字 盤 によるハ

ングル字素 の数が 制限 され る技 術 的制約下 で、 印字

速 度 を中 心 とす る効 率性 と字 形 の完 成 度 とをいか

に両 立 させ るかが重要 な課題 となった。効率性 の問

題 は、文 字盤へ の文字 の配列、シフトキーの使 用率、

印字 方法 などの改良 によって、そ して字形 の問題 は、

伝統 的 に形成 されたハ ングル活字 体 について の解釈

によって それぞ れアプローチが な され て きた。 そ こ

でハ ングル特 有 の構 造上 の問題 を解消 す るために文

字盤iへの字素 の配列、 お よび印字段 階で の文字のハ

ングル最小 単位 で構 成要素 で もあ るボル(ユ ニ ット)

式 の概 念が考 案 され、ハ ングル ・タイプライタ開発が

進 め られ る。 その結 果、文 字盤配列 の方式 におい て

は、2ボ ル式、3ボ ル式、4ボ ル式、5ボ ル式 の四つの

方式 が現れ た。その中で もゴン・ピョンウ(公 炳 禹)の

Today,therearesomanyHangultypefacesor

fontsgeneratedbycomputer,1)eingusedin

variouscommunication.Beforethat,however,

theinventionofthree-beolHangultypewriterby

Gong,Byeong-W60in1963,playedanimportant

partinthehistoryofHangultypeface.It

successfullycaughtthecharacteristicsofHangul

systematicallymadeupofasma11numbersof

baSiCelementS.

"Beol
,"anideaoftheageofmechanizationstill

prevailsintypefacedesignforhorizontal

typesettingofourcomputerage.Amongseveral

types,three-beoltypewriter.correspondingtoa

basiccompositionofHangulletter(η1召 毋 ∂)which

consistsofinitialconsonant,middlevowel,and

且nalconsonant,wassplendid.WhileW6stern

typographybasedonahorizontallinewas

introduced,Easterncalligraphywasalsousedas

amodelforhisdesignofeachKoreanalphabet

andletter.GongusedaBentoncuttingmachin6

forhisdelicatework.Hetriedtosimplif夕basic

elementsandmakeletterformsappropriatefor

horizontaltypesetting.Hangul'sshiftfrom
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FigurelBeolHangulTypewriter

ユ碧1を 者 圖 ス圍 入レま9囲 ヌ1

1

3

図2活 字制作 風景(以 下1～7)
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3ボ ル式 タイプライタは、 少 数の要素 か らな るハ ング

ルの構造 的特性を 十分 に捉 えた上 で開発 された もの

で あ り、その後のハ ングル・デザインの方向性 を定め

る役 割 を果 た した。

現在 、 横 組 で使 わ れ るハ ングルの タイプフェイス

(フォント)制作 に も機械 化 時代 にお けるハ ングル ・タ

イプライタのボル式の考 え方が 活用 され ている。 特

にハ ングルの構 成原理 であ る初声 、中声 、終声 に基づ

く3ボ ル式 字形デザ インは、 水平 の基 準線 に基づ く

欧 文 タイポグラフィの特 徴 も取 り入 れ られた。1963

年 に 開発 され た3ボ ル式 タイプ ライタの 字形 は完 成

度 の高い もので、ゴンはベ ン トン活 字彫刻 機 を用 い、

書 な どに基 づい た精密 な字形 デザ イ ンを試み た。そ

こでは字素 を最小 限化 し、印字効 率 を上げ、横 組み

に相応 しい字形 デザ インとす る工 夫が 重 ね られ た。

伝統 的 なハ ング ルの縦組 み か ら横 組 みへ の移行 は、

この ようなデザ イン上 の改 革 を伴 いなが ら推進 され

た。

〈九州芸術工科大学大学院博士後期課程〉

traditionalverticalarrangementtohorizontal

typesettingwascarriedoutwiththese

reformationsindesign。

Ph.D.Candidate,KyushuInstituteofDesign
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映 像 にお さまらなか った音 の 行 方

一 表 演 芸 術 の 映 像 記 録 化 につ いてのメモ ー 今 田健 太郎

Whereaboutsofthesoundsunsettledinmovingimage:anoteon

videodocumentationofper丘)rrmingartsIMADAKentaro

¥》 はじめに

表演芸術 には さまざまな分業 で成 り立 って い るものが多 い。そ のなか で も耳 目を集め る核 とな

るの は、舞踊 や演技 な どの身体 運動 と楽器演 奏 による音響 であ る。これ らは基本 的 に、教 習の場

面 をのぞ けば単独 で扱 われ る ことはな く、互い の関係 に言及 され るこ ともほとん どない。一般 に

は総 体 として把 握 される とい えるだ ろう。

他 方、映像作 品 におい ても視覚 的 に訴 え る 「映像 」に加 えて耳 を楽 しませ る 「音 響」が含 まれて

い る。 これ らは分 け隔て られなが らも、何 らかの関係 をもつ ことを前提 にしなが ら制作 され、ま

た享 受 される。この点 において、映像作 品 は表演 芸術 と異 な るところが ない。

とはい え、 ある表演 芸術 につ いて、 その上演 の現 場で接 す るの と映像作 品 を通 して視聴 す る

の とで は、そ の体験 は明 らかに異 な る。 本論 で は、表演 芸術 とそれ を記録 した 映像作 品の、それ

ぞ れ にお ける音響 の位 置づ けを検討す ることを通 じて、映像 記録化 によって引 き起 こされる表演

芸術 の視 聴体験 の変 質 を明 らか にする。

男 音をめぐる約束事

表演芸 術 にお いて分 業 され た身体 運動 と音 響 の関係 は、惹 き込 まれて享受 してい る最 中 はそ

れ ほ ど考 える こ とで はないの だが、よく観察 す るな らい くつ かの約 束事 に則 って成 り立 ってい る

こ とが見 えて くるだろ う。た とえば歌舞伎 や 日本舞踊 でい えば、ある所作 に対 して、唄 や三味線

に よる旋律 や鳴物 に よるリズムパ ター ンが あて はめ られる。こ こに所 作 と音 楽が それぞ れに もつ

意 味の、象徴 的 な対応 関係 を見 出す こ とがで きる。

それ らが 実際 に上演 され る とき、所作 と音 楽 は厳 密 に時間 を共有 した り、対 応 させ られた りし

て い るわ けで はない。所 作 も音楽 もそれ ぞれの 時間 を持 ってお り、それほ ど互 い を拘 束 しない こ

とも多い のであ る。 そ うした場合 、大 きな区切 りで分節 され、そ こで辻褄 を合 わせ られ る。 映像

作 品 なら ミッキーマウシングの ように微 分 した時間 さえ共有す るような対応 関係 もあ りえ るし、そ
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れ を意識 した場 面 もないわ けでは ない が、表演 芸術 で は必 ず しもそ ういう状態 が 目指 されて いる

わ けでは ない。

長 唄や囃子 による音楽 は、所作 その ものか ら発 せ られてい る音響 では もちろん ない。 だか ら、

そ の表演芸術 には じめて接 したな ら、所作 と音楽 の 関係 を見 出す こ とはなか なか難 しい。 所作

と音 楽 のそれ ぞれの 名前や 意味 を知 るこ とがで きれば 、象徴 的 なレベルで の約束事 を理解 で き

る。表演 に接す る回数 を重 ねてい けば、時 間的 な分節 の約束事 を認知 す るか もしれ ない。

こうした約束 事へ の理解 を強 い られ てい るにも関 わ らず、難 な く引 き受 け て享受 できて しまう

表 演芸術 こそ、アクチ ュアルなものだといえる。そ こではそ の表演芸術 が 人 々の さ まざまな興味 関

心 を惹起 しつつ、それで いて混沌 としてつ かみ どころが な く、あ らゆる分析 的思考 を無効 に して

しまうような強 い磁力 が放 たれて いるので あ る。この磁力 が失 われて しまえば、た とえは悪 いか

もしれない が、日本 の伝 統芸 能の現 況 をみ れば分 か るように、表演芸 術 は約 束事 でが ん じが らめ

に なった難解 な しろもの でしか ない。

¥》 音が行き場を失うとき

次 に表演芸術 をお さめ た映像作 品 にお け る、映像 と音響 の 関係 を検討 してい こう。 前 章 と同

様、歌舞 伎や 日本舞踊 を例 に とり、まず 所作 とともに長唄や 囃子 の連 中 の演 奏が 映像 に示 され、

それ らに対応 す る音響 が再 生 され た場 合 を図1に 示す。この場 合、映 像内 の所作 と演 奏(の 映像)

は、表 演芸術 にお ける約束事 として関係 づ け られ る。 さらに再生 された音響 は、演奏 とい う動作

が持 ってい たはずの音 響 を補 完す るもの として捉 え られる。つ まり所作 と再生 され た音 響が 、演

図1
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奏(の 映像)を 媒介 して関係づ けられ るこ とにな る。

問題 は、音 楽が再 生 されてい るに も関わ らず演 奏 らしき映像 が な く、所 作 のみ しか映ってい な

い ときで ある。 この場合 、所作(の 映 像)と 再 生 された音響 の関係 づ けるか どうか によ り、二通 り

の解 釈が あ りえるだろ う。

i

　 り
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図2 図3

ひ とつ は、所 作(の 映像)と 再生 され た音響 の 関係が 生 きてい る とい うもの[図2]。 す なわ ち、

そ れ を演 奏す る様 子 は映像 としてお さめ られ なかったが 、音楽 は表 演 の現場 にお い てた しか に

鳴 り響 いてい た もの として把 握 され る とい うことであ る。時 間的 な追体 験 を も含 ん だ解 釈 とい

えるだ ろう。 た だ しこうした読解 がで きるの は、作 品 を見 る入 が、所作(の 映像)や 再 生 された音

響 か ら、図1に て媒 介項 であった演奏(の 映像)を 想定 で きるか、あ るいは再生 され る音響 の現場

性 を信 じて疑 わないか の どち らかの場合 しかない 。

そ うで なけれ ば、前 述の ように歌舞伎 や 日本舞 踊 の所作 と音 楽 は厳密 には対 応 してい ない た

め 、少 な くとも再 生 され てい る音楽 と所 作(の 映像)の 同期 が ほ とん ど見 出せ ない こ とになる[図

3]。多少 とも予備 知識 があ れば、それぞ れの象徴 性 を媒 介 してか ろうじて関係づ け るこ とはで き

る。あ るい は、映像 と音響 を関係づ け て読 み解 か なけ れば な らな い とい う習慣 が敷衍 される な

ら、映像 か ら派生 した表象や 映像作 品周辺 にあてはめ てい くこともあ りえるだろう。が、い ずれ に

しろ、表演 芸術 の もってい た時間的 な体験 とは全 く異 質 なもの とい えるだ ろう。

写》 多重化する時空間をさまよう音

表演芸術を記録した映像作品を視聴するさいの、一般的に理想的な解釈とは、図2に示され
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る ようなもの、す なわち、表演 芸術 にお ける約束事 を押 さえ る と同時 に、映像作 品内の映像 と音

響 を積極 的 に関係づ け る とい ういわ ば 「二重 の手続 き」を とった もので あ る。 しか しこうした手

続 きを、.映像作 品 を通 して は じめて その表演 芸術 に接す る者 に要 求す る ことは、前述 した こと

を考 えあ わせ れ ば原理的 に不可 能で ある。 万が 一、視聴 を繰 り返 す こ とに よって所 作 と再 生 さ

れた音響 の関係 を身 につ けた としても、演 奏(の 映像)を 媒 介 した もので はないた.め、表 演芸術 の

時 間的 な分 節 を体得 した とは言 い難 い。

映像作 品が不 特定多 数の 人々 に供 され るな ら、こうした規 範や約 束事 に こだわ らず に、あ るい

はそれ らを知 るこ とな く、映像作 品 に接 す る場合 が増 え るのは間違 いな い。 ここで はもはや、表

演 芸術 に保た れてい た時間 的な分節 が認知 され ない どころか、再生 された音響 が所作(の 映像)

か ら引 き離 され、表演 の現 場 の時空 間 を共有 してい るか どうか も定か でな くなってい く。 いわゆ

るBGMや ナレー ションを想起 していただ けれ ばよいだ ろう。 この音響 に よって、映像 作品 を視

聴体 験 は大 き く3つ の時空 間を含 むこ とになる。 す なわ ち、表演 の現場、BGMや ナ レー ション、

そ して視 聴 してい る現 在 という3つ で ある。なかで もBGMや ナレーションの音響 の もつ 時空 間は、

映 像作 品の虚構性 を匂 わせ るだろ う。

とは いえ、こう した解釈 は極端 に位置 す る。 実際 の視聴 に際 しては、どち らか の解 釈 に一貫 し

て従 うというより、自 らの知識 や経験 、あるい はイデオロギーや倫 理観 の ようなもの と照 らしなが

ら手がか りを抽 出し、その都 度判 断 しなが らも揺れ動 くとい った ほうが よ り実 態 に即 して いるだ

ろう。本論 で主張 した いの は、まさに この点で ある。表演 の現場 の時空 問 を確 実 に保 つ ことがで

きない以 上、表演 芸術 をお さめ た映像作 品 につい て 「記録」とい う語 で無 媒介性 を主 張す る より

も、時 空間 の曖昧 さが駆 使 され た新 た な何 か として語 るべ きなの だ。映像 作 品その ものや、そ こ

にお さめ られた表演 芸術 がアクチュアル な磁場 とな りえるか どうか は、人 々に多様 な判断 を引 き

起 こさせ 、興 味 関心 を交錯 させ る ことが で きるか どうか にかか ってい る。

〈大阪大学文学研究科RA博 士後期課程〉
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RVMVに おける権利 問題 篠 田暁子

RightsproblemofRVMVproject SHINODAAkiko

》》summary

InouractivitiesofRVMV(TrainingProject:ResearchandVideoDocu-

mentationofMinorities'IntangibleCulturalHer量tageofVietnam)weemphasise

thenecessitytoeliminatetheresearcher'sownsubjectivityasmuchaspossible

inthevisualrecordingandpursuitoftheculturalfactitself,whichweterm"docu-

mentation".Likewise,alsoadopt量ngananti-colonialiststandpoint,wemusttake

caretooffersomethinginreturntonativepeoples.Thedutyofresearchersisto

regardnativepeoplesasco-researchersandthenconstructan量nformationalen-

vironmentwheretheycanaccessatanytimetheirownfielddataandalldiovisual

materialsfortheirstudyorculturalactivity.

調査 の成果 は誰の ものか 、そ して どうあ るべ きか。 この 問題 は国 際学術事 業 であ るRVMVプ

ロジェク トに とって きわめ て重要 で ある。本 論 で事 例 とす る 日越共 同事 業RVMVす なわち 「ベ

トナ ム少数 民族 無形 文化 遺産調 査 ・映像 記録化 お よび 人材 養 成プ ロジェクト(Training』Project

ResearchandVideoDocumentationofM量noritieslIntangibleCωturalHeritagein

Vietn㎜)」 の骨 格 をなす ワークショップは、ベ トナム民 族学博 物館 での座学 に加 えて、少数 民族

の無 形文化 遺産 を映像記 録化 す るフィール ドワークを も含 む。 国際 事業 とい う性格 上、上記 の知

的所 有 に関す る問題 は、大 きく「日越 双 方の側 の参加 ・調査 者」、そ して 「調査 者 と対 象者(少 数民

族 の人 び と)」とい う二 種類 の関係性 に分 け られる。本稿 で は後 者 に焦 点 をあて、現地 調査 に関 わ

る知 的所有権 の 問題 を論 じる。

RVMVは 国際 交流基 金アジアセンターの助 成事業 として、平成13年 度か ら3ヵ 年計 画で発足 し

た。これ を支 える中枢機 関は、ベ トナム民族学 博物館 と、大 阪芸術 大学藝 術研 究所 であ るが 、平成

14年 度後半 か ら平 成15年 度 末 まで大阪 大学COEプ ログラムが 第三 の中枢機 関 として加 わった。

アジアセ ンター助 成事 業 として は基 本 的に以下 の全般 に関 わるが、 とくに 「① ワークショップの

開催 」、厂② ワー クショップ用教科 書 と副教材 の作成 」に比 重 をお き、3機 関 の事 業分 担 は次 の とお
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りであ る。 ベ トナム民族 学博物 館 は現 地側 の調整 を全面 的 にはか り、大 阪芸術大 学藝術 研究所 と

して は、「③ 公 開講座 の 開催 」、「④ ビデオの編 集 と映像解 説書 の作 成」、「⑤会 議の 開催」「⑥ 映像

ドキュメンテーション成果 の社 会一 般へ の公開」をお こなう。 また、大 阪大学21世 紀COEプ ログ

ラムは主 として 「⑦ ベ トナム人招 聘 に よる 〈少数 精鋭 の映 像人 材育 成〉の推進 」、「⑧ ワー クショッ

プ成果 の少数民 族へ の還元方 法の検討 」をおこ なう。

RVMVの 活 動で は特 に 「映像 に よる文化 の記 録」に活 動の重 点が置 かれ てい るこ とか ら、調査

態度 として は まず異文化 調査 にお ける倫理 的 な問題 が ある。そ もそ もRVMVの 理念 として、文化

の映像 記録 化 は 「ドキュメンテーション」とい う用 語 で表 され る。これ は 「ドキュメンタリー × ドキ

ュメンテーション」とい う二項対 立的定義 を前提 とした概念 で、前者 は一見事 実 を装 いつつ も作 り

手の 意図 に よって脚色 され た映像 作 品であ るの に対 し、後者 は作為 性 を一切排 除 した純粋 な事

実の記録 で ある、とい う区別 による[TAKAHASHI2001:17]。 したが って ワークショップの前 期

座 学 では この 「事 実 に即 した映像記 録」の重要性 を強調 し、その上 で少 数民族集 落 の現 地調査 に

入っている。現実 には、ワークショップという性格 上、現地 調査 が一週 間前後 とい う非 常 に短 い期

間 に限 られ てい る ことか ら、この理念 を実現 す るの は難 しい。 本来儀 礼 で演 じられ る奉納芸 を

特 別 に再 現 して もらうな ど、 短期 間で の撮影 がか えって理 念 に反す る さま ざまな矛盾 を生 んで

い るの も否め ない事実 であ る。

しか し、過 度 に自己否定 す る必要 は ない。 む しろ重要 なの は、短期 問で 成果 をお さめ ようとす

るほ ど本 来 の文 化的 コンテクス トを大 きく操作 し、理念 であ る 「ドキュメンテーション性 」か ら乖 離

してい くとい う事 実 を実 践 とともに認識 し、 さ らにその過程 におい て我 々の調 査 に協 力 して くれ

てい る人び との心情 に細 や かな配慮 をす るこ とで あろう。 我 々がファインダー を通 して見 ようと

す るもの よりも、む しろ調査 地の人 び とが我 々の調 査行為 に対 して 向け るまな ざしこそ に、異文

化 を理解 す る上 での鍵が 潜 んで いるか もしれ ないの であ る。 その意味 で、調査 や撮 影 において

何 よ りも重 要 なのは、調査 地 の文化や 人び とに対す る 「対話」の姿勢 に他 な らない 。したがって、

まず は対 話 の精神 を もって調査 地 の人び とに対 し、 我 々の行為 の 目的 や記 録成 果 の活用法 につ

い て確 か な承 認 を得 た上で 、彼 らの文化 意識 を損 な うこ との ない よう配慮 しつ つ、事 実 に即 した

記録 に徹 す るべ きで ある。 もし自らの成果 を優 先す るあ ま りこの対話 の姿勢 を怠 れば、「肖像 権

侵害」や 「文化 的差別 」として調査 者が糾 弾 される可能性 が大 い にあ りうるの であ る。

次 に調査 データお よび映 像記 録 の著作 権 法 におけ る位 置づ けに関 して は、 これ らは明 らか に

「著作物 」の範 躊 に入 る もの であ る。 この事 実 は、RVMVが 理 念 とす る 「ドキュメンタリー=作 為

性 を一切排 除した純粋 な事 実 の記 録」というスタンスとやや矛盾 する かもしれ ない。 だが我 国の

著作権 法 において保護 対象 とな らない単 なる 「事実 の記録 」とは、「憲 法そ の他 の法令 」や 「国 ・地

方行政 団体 ・独 立行 政法 人が発 する告示 、訓 令、通達 な ど」な どの公 的行政記 録 の類 に限 られ る。
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そ して著作 物 とは 「思想 又 は感 情 を表 現 した ものであって、文芸、学術 、美術 、又 は音楽 の範 囲に

属す る もの をい う」(著作権 法第1章 第1節 第2条)と い う条文 か らも、とくに 「学術」という範疇 に

おいてRVMVの 活動 成果 のすべ て は 「著作 物」の定義 にあて はま るの であ る。また、RVMVの

映像 記録 にお ける 「作為性(創 作 性)の 排 除」 とい う性 質が、条文 の 「思想又 は感情 を表現 した も

の」とい う箇所 に矛 盾す る と考 え られ なくもないが 、これ につい ては 厂著作 物の作 成 に関 しては、

先人 の文化 的遺 産 を土 台 とし、これ に新知見 や 自己のアイデ ィァを加 えて完成す るものが大部 分

で あって、 著作 物全体 が著作 者 の独 創性 で貫 かれて いる場合 は ほとん どない と考 え られ る」[半

田1999:80-81]と いう認識 を適用す るのが ふ さわしい。つ まり常 識的見解 として、RVMVの 調

査 データや映像 記録 がい かに 「純粋 な事 実の記録 」に徹 しても、実際 にメンバーの手 に よってお こ

なわれて いる以上 、それ はあ くまで 「著作物」とい う創 作行為 の産物 なの であ る。

では 「著作 者 」の 問題 は どうなるのか 。著作権 法 第2条12項 の 「共 同著作物 一 二人 以上 の者

が共 同 で創 作 した著作 物 であ って、その 各人 の寄与 を分離 して個別 的 に利 用 で きない もの をい

う」とい う条文 にしたが えば、日越 両側 の参加者 ・調査者 が共 同著作 者 に該 当す る こととなる。よ

って双方 は共 同著作 物 に対 して同等 の権 利 をもち、一方 が独 占的 に著作 権 を行使 す る ことはで

きない。

ここで、RVMVの 性 格上 、もう一 つの著作 者 を忘れ ては な らない。それ は、調査 地 の人 び とで

あ る。現実 には今 の著 作権 が 国を問 わず 「名義 」を最大基 準 に して い るこ とか ら、その著 作物 の

内容 が なんであれ、最終 的 に記 載 された名義 がす なわ ち著 作 者 と認識 され る。 だが我 々調査 者

側の 認識 として、まず はRVMVが 非営 利 目的 の学 術事 業 であ り、映像記 録化 の意義 が少 数民族

文化 の継承 と発 展 に注が れ てい る といった点 か らも、調査 地 の人 び とを重要 な著作 者 の一人 と

見 なす べ きであ る。記録 行為 自体 が対象 の存在 そ の もの に依拠 してい るこ とは確 かだ か らで あ

る。

したが って、RVMVの 学術 成果 の分配 を考 え る際 に重 要な のは、「日越 両側 の調査 者」に加 え

て 「調査 地 の人 々」を実質 的 な共 同著作 者 と認識 した上で、これ ら三者 が成果 を均等 に共 有で き

る ようにす るこ とで ある。 ただ し「均等 な共有 」とはい え、RVMVは あ くまで非営 利事 業で ある

ため、ベルヌ条 約や万 国著作 権条約 な どで経済保 護 をはか る必 要 はない。 よって、この場 合 に ま

ず満 たすべ き条件 は、調査 データや 映像資料 な どに対 してそ れぞれ が随時 アクセスで きるような

状 況 を作 り、今後 の研 究や文 化活動 に活 用で きる ような環境 を整 備す るこ とにある(注1)。それ ぞ

れ にふ さわ しい形 で成果 を還元 し、皆 で作 り上 げた達成 感 を共 有す る ことが 、文化 相対 主義 的な

調査研 究 として最 も重要 であ る と考 え られ る。 さらに学 術事 業 という性 質 か ら、著作 権法 第1条

に 「文化 的所 産の公 正 な利 用(=一 般 聴衆 に よる著作 物 の利用)に 留 意 しつつ」と表記 されて いる

通 り、著作 物 に対す る権利 も一定 の範囲 内に限 られ、特 に社会 一般 に対 して調査成 果 を排 他的 に
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所有 す るこ とはで きない ことに も留意 すべ きであ る。この点 につい てはRVMVの 最 終的 な活動

目標 の一つ であ る映像資料 の 「デ ジタルアーカイヴ計画」が最 も関連性 があ る。この新 た な情 報公

開のあ り方 には著作権 上 まだ多 くの問題 が残 され ているが(注2)、一般社 会 に対 す る「文化 的所産

の公正 な利 用」を体 現す る意味 で も、RVMVは この最終課 題 に尽 力す るこ とが学 術事 業 として

の責務 で ある。

著作 権制 度が基 本的 に属地主 義で あるた め、異文化 問の学術調 査の規 範 となるべ き国際法 は

まだない。RVMVに お いて最 も重要 なの は、調査 地 の人 び とと対話 的関係 を築 くこ とに よって調

査者 の主観 を極力排 除 した ドキュメンテーションに努 め、その成 果 を共 有す ることである。 この対

話の姿 勢 こそが、権利 的不平 等の解 決 に貢 献す る上で最 も有効 な鍵 となるのではないであろうか。

〈研究員(COE)音 楽学〉

1た だし映像資料に関しては、調査地となった少数民族の各村へ還元する方法が問題である。なぜならこれらの

村には電気すら通っていない地域も多いからである。したがってこれらの地域に関しては、移動式の映像観賞設備を派遣する

など、何 らかの手段をとることが必要である。

2ネ ットワーク上の著作物利用に関しては、EUの 提出した「情報社会における著作権および諸権利』の中の「緊急

課題の確認」の項でも、現行制度が現代社会の実態に対応しきれなくなっている状況が指摘されている。 問題の根本は、現行

制度において著作物はまず特定の国で発行された後に国境を越えて普及すると考えられてきたが、現在では著作物の発行と

越境が同時であることにある。このため、越境著作物に対するベルヌ条約の原則である内国民待遇の前提が曖昧になってしま

ったのである[名和1996:175コ 。我国の著作権法においても平成11年 改正をはじめ、デジタル化・ネットワーク化への対応が

急務 として進められている。

【参 考文献 】

●半 田正夫1999『 著作権 法概説[第9版]」 、一粒社 、東京 。

●法 務省大 臣官房 司法法 制部職 員(監 修)2002『 分 冊 六 法全書(平 成15年 度 版)・経 済法編 』、新 日本 法規 出版、東京 。

●TAKAHASHI,Mitsunori2001"Themethodologyofvideodocumentationontheperformingarts"RyMγ

Wo」rkshopTextbook2001/editedbyRVMVBilateralEditodalBoard,pubhshedlointlybyVietnamMuseumof へ
Ethnology&OsakaUniversityofArtsArtInstitute,Vietnam;Hanoi&Japan;Osaka,Kanan.

●名和 小太 郎1996『 サイバースペースの著作権 一 知的財 産は守 れ るのか 一一』、中公新 書、東京 。
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ヨーゼフ・ラスカ《父の愛》

一20世 紀 初頭 におけるバレエ ・パ ントマイム芸術 の再構 築 に向けて 一

1遜 難 翻 勲,レ 翻 ントマイム上演1、向けて_根 岸一美

本 班の研 究代 表者 であ る山口修 教 授(現:客 員 教 授)か ら「ラスカ ・ネタで なにか ないです か?」

と尋 ね られ たの は、2002年10月 下 旬の こ とで あった。その 時は大 阪大学総 長裁量 経費 に よる研

究の可 能性 の一つ として問われ たのだ が、やが て21世 紀COEプ ログラムの一端 に位置 づけ られ

る ことにな り、2003年1月 下旬、私 は資料 入手 のため 、急 遽 ウィーンに飛 んだ。

シベ リアにお ける戦争捕 虜 の7年 を終 えて、1923(大 正12)年9月 初 め に来 日し、宝塚音 楽歌劇

学校教 授 として勤 め始 めたオース トリア人作 曲家 、ヨーゼ フ・ラスカが 、バ レエ ・パ ントマイム付 き

管弦楽作 品《父の愛(鞭 ごe薀θわθ)》を完成 させ たのは、1924(大 正13)年8月21日 の ことであ った。

しか し、彼 はす で に従 軍前 の1914年 にピアノ演 奏用 のヴァージョンをプラハで作 成 してお り、オリ

ジナル稿 と思 われる資料(以 下 資料Aと す る。 報告 書第8巻 映像 ・音 響記 録DVD参 照)が ウィー

ン市 立州 立図書館 音楽 部 門に、また、それ を筆 写 した と思 われ る自筆新稿(資 料B)が オース トリ

ア国立図書 館音 楽部 門 に残 され てい る。また、オーケス トラ・ヴァージョン(資料C。DVD参 照)は 、

宝塚少 女歌劇 団用 の五線紙 を用 いて書 かれて いるが、これ も現 在 、ウィー ン市立州 立図書館 音楽

部 門に所蔵 され てい る。なお、グレコ・ポ ッジョレーシに よる ドイッ語 脚本(A4判 タイプ書 き4葉)

は、資料Bに 差 し挟 まれ てい る。

2002年12月 までの段 階で、私 は資料Aの すべ ての ページ をデ ィジタル・カメラで撮影 してお り、

とりあえず その 資料 の画 像 を用 い ての演 奏 を大 学 院生 の小 石か つ ら さん に依頼 した。 しか し、

ディジタル ・カメラに よる楽譜 の画 像 は見 に くい箇所 が多 く、小石 さんは、まず は楽譜 清書 ソフト

Finaleに よる転写 の作業 を先行 させ な くて はな らなか った。 そうした状 況 のなか、COEプ ログ

ラムの予算 に よる外 国 出張 が可 能 とな り、上記 の ようにウィーンの2つ の図書館 で、A、B、Cす べ

ての資料 につ き、ゼロックス ・コピーに よっ て鮮 明 な複 写 を入 手す る ことが で きた。 その結 果、後

の報告 にあ る、一連の作 業が 開始 された のであ る。この こ とを可 能 にして頂 いた上記2つ の図書

184第3部 映 像人 文学 の展 開の ため に



館 の担 当者各位 に、またラス カの息子 で著作権 継承 者で ある ヨーゼ フ・ライティンガー=ラ スカ氏

に、改め て深 甚 なる謝意 を表 したい。

さて、本稿 を記 して いる現在(2003年9月 初旬)ま でに なしえた ことは、今 まで一 度 も演奏 さ

れた形跡 の ないラスカの作 品 を、ともあれ音 に した、というこ とであ る。小石 さんに よる ピァノ・

ヴァージ ョンの演 奏 と録 音、次 いで神戸 女学 院大学 音楽 学部管 弦楽 団 によるオーケス トラ・ヴァー

ジョンの演 奏 と録音 が、幾多 の困難 を乗 り越 えて実現 し、少 な くとも音 楽面 で 《父 の愛》が どん な

作 品であ るのか が、明 らかに なった(DVD参 照)。

しかし、本来 の映像 人文学へ の貢 献の可 能性 とい う観点 か ら見 れ ば、以上 は まだ準備 プロセス

で しかないの であ る。これか ら追 求すべ き課題 は、この ようにして現 実の響 きとなった音 楽作 品

に対 して、バ レエ、そ してパ ントマ イムに よる身体 表現 が どの ような形 で実現 され うるか、とい う

こ とであ る。 また、純粋 に音楽作 品 として演奏 された場合 の 「音 楽」が 、身体表 現 としてのバ レエ

やパ ン トマイムに適 合 しうるか どうか、言 い換 えれ ば、既 成 となった録音 音源 の上 に、そ の ままバ

レエ とパ ントマイムを載せ る形が望 ましい結果 を もた らしうるか どうか、 という問題 につ いて も、

さ まざ まな角 度 か ら実証 的 に考 察 しなけれ ばな らない。 その ため、今 回舞台上 演 を依 頼 してい

る大阪芸術 大学 舞台芸術 学科 の皆 さん には、ピアノ・ヴァージョンな らびにオーケス トラ・ヴァージ

ョンの、 計2種 類 の録音音 源 のほか、 コンピュー ター制御 による電子音 楽 による可変 的音源 に基

づ く上演 の可能性 を も試 して頂 く必要が あ ろう。 これは具体 的 には、楽 譜清書 ソフ トFinaleに よ

って作成 した 自筆管弦 楽総 譜 をMIDI(MusicalInstrumentDigitalInterface)デ ータへ と変換

し、それ をもとに外部 シンセサイザー を制御 す る ことで 、電子音 楽 と身体 芸術 との 同一化 の可能

性 を探 る作 業 であ る。 そ して、この ようなプロセス を映像化 す るこ とに より、音楽 と身体表 現 と

の関連 を具体 的に検証 し、伝 達可 能 な認識 へ と定着 させ る ことが可能 とな るであ ろう。

なお、この研 究 を推進 させ るため に、実 に多 くの人々の積極 的 な参加 と献身 的な協力 を頂 くこ

とがで きた。以下 にお名前 を記 し、感 謝の意 を表 した い。

天笠哲 兵、井手 口彰典、伊藤 友子 、岡村 睦、小 石か つ ら、神 戸女 学院大 学音 楽学部 管弦楽 団(指

揮:中 村 健)、 ステラ・ジブコバ、菅原崇 史、竹 下美穂 、福本康 之、藤 野 明子、麓沙千代 、正 木未花 、

溝 渕悠理 、山本信 乃(五 十音順 、敬称 略)。

〈大阪大学文学研究科教授〉
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2.オ ーケストラ上演までの道のり 岡村 睦

21世 紀COEプ ログラムの研 究 として、ヨーゼ フ・ラスカ作 曲のパ ン トマイム付音 楽作 品《父 の愛 》

の総合 上演 を試み る ことになった。

新 しい研 究 の話 を聞 い たのは2002年 末。年 が明 けてウィー ンで新 た に資 料 を入 手 して こ られ

た根岸 教授 の机上 に提示 され たの は、グレコ ・ポ ッジ ョレーシに よる脚本 の コピー、手 書 きピアノ

譜 とオーケス トラ譜 のコピー、そ してそ もそ もこの研 究の発 端 となった ピアノ・ヴァージョン譜 のデ

ィジタル・カメラ写真 。それ らを 目に した瞬 間、今 後 の研 究作 業 の困難 さが予想 され たので、早 速、

脚本 の翻訳、ピアノ譜 の浄書 作業 に入った。

》 脚 本翻 訳

手 に した ドイッ語脚 本 には段 落 がな く、文章 もカンマ、カンマでつ なげ られた もので、一文が 長

く、お世辞 に も堪 能 とはい えない ドイッ語 文で あった。当時、この脚本翻 訳 を博 士後期 課程2年 の

正 木未 花 さんに依頼 。正 木 さんは早 々に訳稿 を作成 し、提 出 して くれ た。以 後、この訳 文が演奏

解 釈や 聴衆 の音楽理 解の 大 きな助 け となった(報 告書 第8巻 映像 ・音 響記録DVD参 照)。

》 ピアノ譜 浄書

《父 の愛》はピアノ・ヴァージョンが最初 に作成 され、それ を基 にオーケス トラ・ヴァー ジョンが作

成 され てい る。 オーケス トラ演奏 やパ ントマイム を依頼 す るにあた って、参 考 となる情報 が 楽 譜

と脚本 のみで は、依 頼 されたほ うも途方 に暮 れて しまうで あろうし、そ れで は上 演 を引 き受 けて

もらえないだ ろうと考 え、とにか くピアノ・ヴァー ジョンの演 奏録 音 を作 ろ うということになった。

演奏 と楽譜 浄書作 業 を託 され たの は、当時 、博士 前期 課程1年 生 の小石 かつ らさん。 この 後、

忙 しい学生生 活の 問 を縫 って、 手書 き譜 のディジカメ写真 とコピー譜か らの浄書 作業 とピアノ練

習 とい う奮 戦 の 日々が続 い た。浄書 に使 用 したソフ トはFinale。 作 業 を終 えた彼 女 は次の ように

語 る。「手書 き譜 の判読 は、根岸教 授 が新 たに入手 され たもう一 つの ピアノ譜 のコピーに よって容

易 となった。しか し、Finaleと の格 闘 は浄 書終 了 まで続 い た。Finaleは こち らの意 としないこ と

を勝 手 にして しまう「頑 固でおせ っか いなソフ ト』で、その度 に訂 正 をせ ね ばな らず 、二 重 にも三

重 に も手 間 と神 経が必 要だ った。」
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》 ピアノ・ヴァージョン録 音

ようや く楽譜 浄書 が済 み、ピアノ・ヴァージョンの録音 が行 なわれた のは2003年2月24日 。 録

音 会場 は伊丹市 の福 圓寺樂精 舎 ・響流(こ うる)。 ご住職 の ご好 意 に より、会場 や ピアノの使用料

を格 安 にして頂 い た。 また、急 な依頼 に もかか わ らず 、仕事 の調整 をし、快 く引 き受 けて くだ さっ

た調律 師の松本安 生氏 の ご好 意 と確 かな技術 の ご協力 を戴 い た。

根 岸教 授立会 い の下、録 音 は丸1日 か かって終 了。 演奏 者 は言 うまで も無 く、前 日か ら準 備 に

あたってい たスタッフも疲労 困憊 。録 音 を終 えた小 石 かつ らさん はf練 習 も解釈 も不 充分 で 、納

得 のい くもの とは言 い難い演 奏 だった」と語 ったが 、短期 間で のこ とで もあ り、何 よ りも《父 の愛》

の音 楽の全 貌が 明 らか になった ことは大 きな成 果で ある(DVD参 照)。

》 オーケ ス トラ譜浄 書

オーケス トラ譜 浄書作業 は、当時 、学部2年 生 であ った竹下 美穂 さん、溝渕悠 理 さん、山本信乃

さんの3人 の学生 に2003年1月 末に依頼 。 研 究室所 有 のソフトFinaleで は足 りない ため に、購

入願 い をCOE事 務局 に提 出 したが 、手元 に届 くまでに約1ヶ 月 を要 した。 その後 、ソフ ト到着 の

遅 れ を取 り戻 す 勢い 、春休 み返上 で の忍耐 強 い作 業 につ いて は、「4.オーケス トラ譜 浄書作 業 に

関す る報告」を参照 していた だ きたい。

》 演 奏委 託 するオーケス トラの選 択

ラスカは宝塚 交響 楽 団で指揮者 を務 める傍 ら、神 戸女 学院 で教 鞭 を とっていた。 この縁 で、オ

ーケス トラ・ヴ ァージョンの演奏 は神戸 女学 院大学 に依頼 す るこ ととなった。2003年2月11日 、根

岸教授 と共 に、手書 きオーケス トラ譜 の コピー、翻訳 した脚 本、 ラスカに 関す る資料 等 を携 えて、

神戸 女学 院のオーケス トラ指 導者 であ る中村健教 授 にお 目にかか る。 奇遇 に も、中村教授 は ドイ

ツの劇場 で、上 演 の機 会 に恵 まれ ない1900年 代 初頭 のオペ ラや オペ レッタの指揮 経験 がお あ りと

の こと。中村教 授個 人 として は快 諾 したいが 、問題 があ る とい う。使 用 されて いる楽器 の種 類 の

多 さであ る。 この ことは即 ちオーケス トラ人員 の問題 とな り、在 学生 以外 に演 奏要 員 として講 師

や卒業 生 の協 力が必 要 となって くる。 この ような問題が あった が、幸 い にも教 授 会で審議 が な さ

れ た上 、サマー・コンサー トのメイン・プ ログラム として演奏 され るこ とになった。

》 オーケス トラ譜校訂 作 業

2月 か ら3月 にかけて数 回 に渡 って中村 教授 に ご来校 い ただ き、 谺究 スタッフ と共 に校訂 作業

を行 なった。 この作 業 につ いて は、「3.オ ーケス トラ演 奏用 楽譜 の作 成 につ いて」に述べ られ て

い るので参照 して いただ きたい。
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》 オーケス トラ練 習

新 学期 が始 まり、す ぐにオーケス トラの練 習 は始 まった。 コンサー トまで2ヵ 月半。 初演 ゆ え参

考 に聴 く録音 は ない。曲は長い。練習 は授業 時間 内。プログラム前半 の楽曲 も練 習せ ねば な らな

い。5月 末か らは4年 生が教 育実習 で抜 ける。 ラス カの楽譜 その ものが完璧 で はない ため に、練

習 のたび に団員か ら質問 や確 認事 項が 出 され、 変更箇所 が指揮 者 か ら出され る。 何拍 子 も揃 っ

た悪 条件 の中でオーケス トラ・メンバーの奮 闘 は続 いた。この ような状 況 の中で、中村教 授 か ら「そ

もそもパ ントマイム付 の音 楽なの だか ら、演 奏会 で は何 かパ ントマイムに代 わ るもの を…」とい う

要望 が だされた。 これ につい ては 「5.『脚本 と楽 譜か ら身体 と音楽へ 』橋 渡 しとしての字 幕」に

詳細 を記 した ので参照 していた だ きたい。 演奏 会の直 前 に特 別 に設 定 された練習 で は、長 時間

に及 ぶ集 中のため 、メンバーの疲労 は筆舌 に尽 くし難 いもので あった とい う。

研究 室 の先 輩 で もあ り、神 戸女 学院大 学の卒 業生 としてオーケス トラに賛助 出演 した山本 美紀

さん(大 阪大学 文学 博士)は 練 習 の様子 を次 の ように語 る。「練 習 を始 め る4月 の段 階 で、只、楽

譜 あるのみ。他 に この曲につ いての情 報 は与 え られなか った。い ざ弾 き始 めてみ れば、ラスカが

求 めてい た響 きは本 当 にこれで よいのか 、ラス カの記譜 間違 いで はないのか と疑問 に思 う箇所 も

随分 あった。 他 の奏 者 も同様 で、そ の度 に演 奏 は止 め られ、検討 や訂正 が行 なわれ た。 ようや く

作 品の全体像 が見 え て きたの は6月 に入ってか らであった。」

》2003年6月24日 《父 の 愛》世 界初 演

伊丹 アイフォニック・ホールをほ ぼ満 席 にす る観客 を迎 えて、サ マー ・コンサー トの プログラムは

順調 に進 み、い よい よ《父の愛 》世界 初演 の時 を迎 え た。「世界初 演」とい うプログラムの文 字 に、

指揮者 、オーケス トラ・メンバー、阪大 のスタッフは言 うまで も無 く、観客 に も緊 張が漂 う中、演 奏が

始 まった。 演奏 終了後 、微 妙 な問 をお いて、大 きな拍 手が湧 きあが った。《父 の愛》オーケス トラ・

ヴァージョンの演奏 は好評 を博 して終 了 した(DVD参 照)。

総合 上演 を三段 跳 びに喩 えるな らば、現時 点での研 究 の進捗状 況 はステ ップ まで であ る。しか

しそれ は、続 くジャンプへ の重要 な前段 階であ り、多 くの人 々の知識 や技衛 、努 力、忍耐、費 や し

た時 間等、並 々 ならぬ ものが注が れ、凝縮 され てい る。

この後 に続 くジャンプと しては、大 阪芸 術 大学 舞 台芸 術学 科 との コラボ レーションとな るバ レ

エ ・パ ントマ イム付 の総合 上演 が予定 され てい る。 より良い ジャンプの ため に、我 々の研 究 と努力

の道 は更 に続 く。

〈大阪大学文学研究科助手代理 ・博士後期課程〉
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3.オ ーケストラ演奏用楽譜の作成について
福本康之

本稿 は、神 戸女学 院大 学管弦 楽団(指 揮:中 村 健)に よる、J.ラスカのバ レエ ・パ ントマ イム用 音

楽作 品《父の愛 》初演 にむ けての、オーケス トラ演奏 用楽譜 作成 につい ての報告 で ある。

J.ラスカの 《父 の愛 》に は、根 岸教 授 の報 告 にもあ るように、2種 類 の ピアノ譜 と1種 類 の オーケ

ス トラ・スコア(い ず れも自筆 譜)が 現 存す る。 そのうちオーケス トラ ・スコアは、ラスカ自身の手 に

よって一 応の完 成 を見 てお り、ほぼ作 曲者 の意 図 に沿 う形で の演奏が 可能 と考 えられ る状 態 であ

った。 しか し、完全 なる浄書 譜 とは言いが た く、またパ ー ト譜 が作成 され ていな いため、その上演

に際 して は 「実用版 」楽譜 の作成 が必要 で ある、と同教授 は判 断 され た。 そこか ら、今 回の一 連

の研 究作 業が始 まったわ けで ある。

まず前提 として は、小石 かつ ら氏 に よるピァノ譜 の校訂 と演奏 お よび録音 が完了 していた こ と

があ げ られ る。 同 ヴァージョンの校訂 ならび に、オーケス トラ譜 との比較 によって、両者 は同一 の

構 成 である ことが確認 され た。 また楽譜 の比較 によって、一部 の反復 記号 の欠落 や、誤 記 と判 断

され る事柄 も明 らか になった ため、そ の点 につ いて は、この段 階で修 正 を行 った。

次 に 「実用 版」楽譜 作成 に むけ た校 訂作 業 につい て。 この作 品は、一応 の完 成 を見 た もの の、

何 らか の理 由で、初演 に まで は至 って いない。 そのた めラスカに よる自筆 譜 は、初 演 に向け た練

習の 「現 場」で行 われ るはず であった、「推 敲 」とい う最終 的 な過程 を経 てい ない もので ある。 そ

こで、この校訂作 業 におい ては、演奏 に むけての 「推 敲」に重点 をお き、今回 の初 演 に際 して指揮

を担 当 す る、神戸 女学 院大学 の中村健 教授 に協力 して頂 くことになった。同教授 に よる校 訂作 業

では、ラスカ自身に よる若 干の記 譜 間違 い の確 認 と修 正 も行 わ れたが、む しろ重点 がお かれ たの

は、ラスカ自身に よ る記 入が 少 ない ダイナミクスや フレージング等 に 関す る、強弱 記号 や 速度記

号 、表情 記号 の加筆 と修 正 で、自筆 スコァのほぼ全 ページにわたって施 されてい る。

また今 回 は、パ ー ト譜 の作成 も課題 であった。中村 教授 に よる校 訂作 業 と並 行 して、当時、学 部

2年 生 だった竹 下美穂 、溝 渕悠 理、 山本信 乃の各 氏 と筆 者 に よる浄書作 業 も行った(具 体 的 な作

業 内容 について は 「4.オ ーケス トラ譜 浄書作 業 に関す る報告」参 照の こ と)。ただ し、打楽 器のパ

ー ト譜 に関 しては、神 戸女 学院 の打 楽器 担当者 か ら作 成の 申 し出があったため、演奏者 側 の都 合

を配慮 し、お願 いす るこ とにした。

そ して、中村 教授 による修正 内容 を浄書 譜 に加 える作 業で ある。 これ につい ては、自筆 スコア
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の複 写 とスコア を切 り貼 りして作 成 したパー ト譜(浄 書元 楽譜 として)に 転 記 し、それ をもとに、入

力 の完了 した浄書 譜 に修正 を施す とい う方法 を とった 。 また、浄書 担 当者の側 か らも、か な りの

数の質 問事項 が挙 がったため、その点 につい ては、改 め て同教 授 に判断 を仰 ぐとともに、ピアノ・

ヴァー ジョンを通 してすで に研 究 を進め られ ていた根岸教 授 や小石氏 か らアドヴァイスを頂 い た。

作 業 自体 は1月 末に着 手 し、4月 か らの練 習開始 とい う時間制 限の 中で進め られ、 結果 として

は一 部 に未解決 事項 を保留 とした まま、完成 したパ ー ト譜 をオーケス トラ側 に渡 す ことになった。

しか し、未解 決事 項 につ いて は、練 習 とい う「現場」に て解 決 され、さ らにそ の現場 にお いて も、

様 々な問題 が浮 上 して は解 決 され ていった と聞 く。そ うした 「推 敲」作 業 は、本 番直 前の練 習 まで

続 け られ た ほどであった。

作 曲家 が一応 は書 き上 げ、しか も一見演 奏可 能 に見 え る楽 譜。 だがそ れを、実 際に演奏 可能 な

ところ まで持 ってい くことが 、如何 に地道 で大変 な作業 であ るか。楽 譜校 訂 とい う作 業 の持 つ 意

味 を改め て認識 させ られた、よい機会 であ った。

〈大阪大学文学研究科助手代理 ・博士後期課程〉

4・祷〒谿 欝 纛摯矯 黠

私 たちが 今回 の作 業 につい てのお話 を初 めて頂 いたの は、一 月末 の ことで した。 膨 大 な時 間

と根 気 を費 やす仕事 だ か らと、 とて も申 し訳 な さそうに依頼 され た ことを憶 え てい ます(因 み に

お話 を下 さったの は、既 にピアノ譜 浄書作 業 に取 り掛 かって い らした小 石 さんで した)。です が 当

の私 たち は、 プロジェクトの行方 に胸 高鳴 らせ 、 良い勉 強 をさせ て もらえるこ とをあ りがた く感

じなが ら、喜 んで引 き受 けたの でした。

作 業の手 始め は、自筆 譜の コピーを切 り貼 りしてパ ー ト譜 を作成 す る とい うもので した。 木管 ・

金管 ・弦 をそれ ぞれ一人 ずつ担 当 し、120枚 以上 の楽 譜 をパ ー トご とに細長 く切 り刻 み、方眼 紙 に

貼 り付 けて い きました。 一見、単 純作業 の ようなの です が、「この記号 は どち らのパー トにつ い て

い るのか」「こち らのパー トに もクレッシェンドをつ けない といけ ない ので はないか」「この音 は 間

違い では ないか」といった ことが気 にな りだす と、放 って お くわけ にもい きませ んので、とにか く

何 で も付箋 に書 いてパー ト譜 に貼 りました。
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さて、切 り貼 りの作 業 を終 える と、本 来の 目的であった、Finaleに よる浄書作 業 に入 ります。ま

ず総 譜 を作 り、そ れ をば らば らにしてパー ト譜 にす る とい う手順 だったので、今度 は三人 それぞ

れが 、自筆譜40枚 強ず つ を担 当 し、パーカッションを除 く全 てのパ ー トの楽 譜 を入 力 しました。実

は三 人 ともFinaleを 扱 った経 験が あ りませ んで したの で、特 に初め の うち は、福本 さんや小 石 さ

ん に細 かい こ とまで何 か と教 わ りなが ら進 めま した。ス ラー及 び強弱 記号 は全 く入 れ ませ んで し

たが、タイは もちろん、フェルマータ、スタッカー トや アクセン ト記号 は入力 す るように、との こ と

で した。 ラスカの筆 跡 は全 般 的に丁寧 なほ うで、あ りが たい ことに殴 り書 きの ようなこ とを全 く

せず にいて くれ たのです が、 それで も疑問 点はい くらで も出て きましたの で、そ れ もや は り付 箋

に記録 して、後 で ま とめて福 本 さんに提 出す るとい う形 を とりました。

「とりあ えず、入力完 了」とい う所 までこ ぎ着 けたの は、三 人 とも二月 の末で した。 ひ とまず入

力 し終 えた三 分の一 ずつ の総 譜 をつ なぎ合 わせ て完成 させ、 それ を もとにパー ト譜 を作 成す る

とい う作 業 は、福 本 さんが して くだ さい ました。

それ か ら、 い ったんFinaleか ら離 れた私 たち は、 中村 先生 と福本 さん に よって 自筆譜 に赤 鉛

筆 で補 われ た練 習番号 や強弱 記号 、発 想記号 を、自筆 譜 を切 り貼 りしただ けの状 態 のパー ト譜 に

手書 きで写す作 業 に入 りました。 この時 も厂クレッシェン ド、デク レッシェンドはど こか らどこま

でか」「この発想 記号 は どのパー トまで有 効 なのか」「こち らのパー トにもクレッシェンドをつ けな

い とい けないの ではな いか」といった細 か い疑問 は際限 な く出て きま したのでそ の都 度 メモを と

り、パ ー ト譜 に添 えて提 出す るこ とに しま した。

その作業 が終 わる とともに、各パー トの譜め くり等 が考慮 されレイアウトの設定 も終 えたFinale

浄書版 パー ト譜 の フロッピーを、福 本 さんか ら受け取 りま した。 再 びFinaleを 使 っての入力 ミス

の最終チェック、印刷、 自筆 譜か ら作ったパー ト譜 と同 じ練 習番 号 と強 弱記号 お よび発 想記号 の

書 き込 みをす れば、つ いに完成 となります 。 しか しFinaleの 作業 で は、音 符 の入力 間違い の他 に

も、移 調楽器 の持 ち替 えの部分 が総譜 に編集す る際 に勝手 に移調 されて しまっていた ところや、

練 習番号 書 き込 みの ため に長休 符 を分 断 しな ければ な らない ところな ど、 訂正 箇所 は思 いのほ

か多か ったの で、予想 以上 に時間 を とって しまいま した。 この 時に音符 の入力 ミスは入念 にチェ

ックしたつ もりなのです が、印刷後 に新 た に見 つか るこ ともあ り、再 度チェックを重 ね ました。 ま

た印刷後 の書 き込 みの時 点で は、前 出の細か い疑問 点の答 えは 出ていない ままだ ったので、この

書 き込 みはあ いまいな ところ を残 す形 となって しまい ま した。 ようや くすべ ての作 業 を終 え、完

成 したパー ト譜 を提 出で きたのは、年度 も改 まった四 月の上 旬で した。

作 業 中は 「や って もや って もおわ らない」「い くら見 てもミスが …」な どと、かな り追 い詰 め られ

た精神状 態で い ましたが、今 は達成 感の ような もの を感 じてい ます 。全 部が 初め ての ことばか り

で、戸 惑 った ことも至 らない ことも数多 くあ りました。 それ でもなん とか作 業 を終 え られたの は、
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根 岸先生 は勿論 、福 本 さんや小石 さ冷、岡村 さんたち院生 の方 々が助 けて くだ さったお かげだ と

思 い ます 。 この ような貴重 な体験 を させ てい ただけ たこ とに感謝 してい ます 。本 当 に、あ りが と

うござい ました。(作業 の様子 は報告 書第8巻 映像 ・音響 記録DVD参 照)

〈大阪大学文学部3年 〉

5.「 脚本と楽譜から身体 と音楽へ」橋渡 しとしての字幕
岡村 睦

《父 の愛》の演奏 を試み る にあ たって、当初の研 究計 画 には、字幕作 成 ・投影 の予 定は なかった。

私 た ち研 究スタッフは邦訳 した脚 本 をプログラム・ノー トに添付 す る ことによって観客 に物語 の内

容 を知 らせ る というオーソドックスな方法 を考 えてい た。 それが、「世界 初演」時 には字幕付 の演

奏 となった。以下 は、字幕 作成 のプロセスと演 奏会 にお ける字 幕 の効 果 につい ての報告 であ る。

》 字 幕作 成 の きっか け

ヨーゼフ・ラスカによって作 曲 され た 《父 の愛 》は、一楽章構 成 で、演 奏時 間 は40分 弱 を必 要 と

す る。演奏者 も大 変だが 、聴 き手 もちょっとした覚悟 が必 要 となる。バ レエ ・パ ントマ イム付 とい う

ラスカの構想 した本来 のスタイルに よる上演 で あれば、バ レエ ・パ ントマイム と音楽 の相乗作 用 で、

観客 の作 品への理解 はたやす い もの とな るだ ろう。

しか し今 回の 《父の愛 》上演 にバレエ ・パ ントマ イムは無い。 しか も「世界初 演」で あ るか ら、聴

衆 は この音楽 に関 して予備 知識 を得 る こ ともま まな らぬ ま ま演奏 会 に赴 くこ とに なる。 そ れで

果 た して観客 は音楽 と物語 の 内容 を一致 させ、作 品 を理解 で きるだ ろうか。

学 生主体 の オーケス トラを指 揮す る中村 健神 戸女 学 院大学教 授 か らは 「音 楽 だけで な く、何 か

パ ントマイムに代 わ るもの を提 供 し、サマー ・コンサー トの メイン・プログラム として来場 者 にで き

る限 り楽 しんで もらえ るようにした い」との 要望 もあった。

パ ントマイムのつ かな い音 楽作 品 をいか に聴衆 に理解 して楽 しんで もらうか。そ こでバ レエ ・パ

ントマイム という物 語性 を持 つ 身体活 動 に代 わる もの として、「ナ レーション」と 「字 幕」という二

つ の方法 を考 えた。前者 は演奏 中 の音 楽 にナ レーションを重 ねるた め、聴衆 に とって、音楽 、ナレ

ーションの両方 とも聴 き取 りに くくな りかね ない ことか ら、 字幕 を舞 台 の 一角 に映 し出す こ とに

決定 した。
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》 脚本 字幕 鑑 賞者 の反 応

ポッジョレーシの脚本 の あ らす じは次 の ようであ る。

両親 の勧 めで 、年 の離 れ た男 性 と結 婚 しようとす る娘。 ところが 実 は、娘 はこの男性 の息子 と

恋 に落 ちていた。 父親 は、あろ うこ とか、自らの婚 約披 露のパーティで この こ とを知 る。 若 い二

人 は 「両親へ の愛」と 「恋 人へ の愛」の 問でそ れぞれ に悩 み、父親 は父親 で 「婚約者 へ の愛 」と「息、

子へ の愛」に苦悩す る。しか し、「父の愛」に よって若い 二人 はハ ッピー ・エ ンドを迎 え る。

この脚本 か ら字 幕 を作 成す るにあ たって、問題 となった ことが3つ ある。 第一 に、物 語 と音 楽

をいか に整合 させ るか という点 である。物語 は三 人三様 の 「愛」を軸 に、様 々な登 場人 物 を交 え、

時 には コミカル に、時 にはスリリングに、時 にはシリアス に展 開 され た末、ハ ッピー ・エ ンドとな る。

とりわけテーマ となっている 「父の愛」による決断 まで に、父 親 には「愛」の悩 みだ けで はな く、「老

い」という現実 や、「社会 的体裁 」との葛藤 も用意 され、容赦 は ない。父 親の名 が、ブリッツで もな

ければ、ヨーゼ フで もない、まさに 「父 ピエロ」がふ さわ しい複雑 な悲 しさも併 せ持 って いる。しか

し、ラスカの音楽 は決 して深 刻で もなけ れば、悲 しさに満 ちたもの でもな い。 しか も、ラスカの記

した ト書 きは、途 中 まで しか ないので ある。第二 に、ト書 きが な くなった後 に続 く音 楽 の長 さが残

された物語 の長 さ と比べ てか な り短 い こ と。 第三 に、脚 本 によって物語 の 内容 は解 るが、ディテ

ール は殆 ど明確 に され ていな いこ とで ある。

この ような状況 か ら、 ポッジョレー シの脚本 の内容 と音楽 とをいか に対応 させ るか ということ

にひたす ら腐 心す る こととな り、次 の2種 類 の字幕 が 出来上が った。

1一 字 幕V1

字幕V1は 、根 岸一 美教授 、ピアノ・ヴァージ ョンを演奏 ・録 音 した小石 かつ らさん、録 音編集 担

当の福 本康 之 さん、そ して筆者 の4人 で の協 議 を基 に作 成 した。我 々 は、「父の愛 」の音 楽そ の も

のを鑑賞 して もらお うと、作 曲者 の書 きこんだ ト書 きを重視 し、物 語 の筋 を追 う上で最低 必 要 と

考 え られる49個 の字幕 を作 成 した。 そ して鑑賞 者 の反応 を探 るため に、5月22日 、音 楽作 品研

究講 義 【ヨーゼ フ・ラスカの生 涯 と作 品】におい て、ピアノ演奏 録音 に字幕 をつけ て学生 に鑑賞 し

てもらった。

講義終 了後 に提 出 された感想 文 には 「長 い音 楽 だったが、字幕 が投 影 され たので、音 楽 のみの

鑑 賞 よ り楽 しめた。」と記 された ものが ある一 方で 「字幕 か ら字幕 までの 問が長 いため に音楽 の

冗長 さを感 じる。また、音 楽 とのズレを感 じる部分 もあった。字幕が もっとた くさん あった ほうが

音楽 も物語 も解 りやす くなるので はないか。」とい う感想 が多 数み られた。

この ような結果へ の反省 か ら、音楽 のディテールの変化 に合 わせ て、字幕 を積極 的 に投 影 す る

方 向で字幕V2を 作 成す るこ ととなった。

2一 字 幕V2
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V:2作 成 にあ たって は、現 在、関西地 区 において、オペラ原 語上演 の折 に字幕 の作 成 ・投影 を行

なってい る藤野 明子 さんか ら次の ような助言 を頂 いた。

①1回 に投 影す る字幕 の文字 数 は20文 字 ×2行 の40文 字 まで。

② 単 語や分 節が 「行」を またが ない こ と。

1行 の文字 数 につ いて は、人 間が一見 して読 み取 れる文字 の限界 と考 え られ る。また一 つの単

語 や分節 が2行 に渡 る と、読み手 は極 めて読 み取 りにくい 。これ まで、オペ ラな どで何 気 な く字幕

を見 て いたが、この 「何気 な く読 める」とい う自然 さが 、即 ち、舞台 上で行 なわれ てい るこ とに支

障な く、鑑賞 者 の理 解 を助 ける とい う極 めて合理 的 な役 割 を果 た して いるので ある。

作 成 にあ たって は、用 い られてい る楽器や フレーズ、パ ッセー ジ、和声 的変化 などについ て、ピ

アノ譜 とオーケス トラ譜 を分析 、詳 察、検討 す るこ と、また中村教授 の ご助 言 に より、音楽 と物語

の内容が 違和感 無 く一致 す るよう心が けた。 文体 につい ては、会話体 を取 り入 れ るこ とによ り、

短 い文章 で、登場 人物 の性格 や、心 理状態 、場 面や動 作 を端 的 に表現す る ことが 可能 となった。

「字 幕 を読 む」という点 では、言葉 の持 つ音 とリズムを考 慮 した。また、全 てのデ ィテール につ い て

決定 し、表現 するの では なく、鑑 賞者 の想像 の余地 を残す ことにも配慮 した。

こうして出来 上がった字幕 の数 は177。V1と 比 して約3.6倍 にまで増 えた。脚本 にか な りの脚

色 を施 さざ るをえなかった もの の、V1よ りはるか に音 楽 と一 致 した もの となった。

6月13日 、共 通概説 講義 【音 楽学 】におい て、藤 野明子 さん に よる字幕 操作 でピアノ録 音 を学生

に鑑 賞 して もらった ところ、講義 後の 感想 は我 々の 目論見 どお りの もので、大 変 な好 評 を得 るこ

とが で きた。 音楽鑑 賞 において、特 に初 めて耳 にす る音 楽 におい て、字 幕 は作 品理解 に静 かに、

しか しなが ら大 きな役 割 を果 た した。

6月24日 、神 戸女学 院音 楽学部 オーケス トラに よるサマー ・コンサー トで の 「世界 初演」にお いて

も同様 に好 評 を博 した。以下 に紹介す る2文(手 紙)は 、神 戸女 学院大 学 の卒業生 が恩 師(那 須 美

恵子 元教 授)に 宛 てた演奏 会 の感想 であ る。那須 元教 授 のご好意 に より、根 岸教 授 に転 送い ただ

い たもので あ る。

「本 当 に素 晴 らしい圧 巻で楽 しく、演 奏 中に字幕 も入 り、物語 が よく分 り、 よりす て きな演奏 会

で ござい ました。」(中山光 子様)

「《父の愛 》の演 奏 は本 当にた の しいで した。 字 幕つ きと言 う面 白い演 出で 、音 楽 を聴 き乍 ら、

字幕 をち らち らと見 て ミューズ ィックに合 わせ 、自然 に 自分 の中、浮 かんで 来た状 景に ひた り。パ

ントマ イムが なか って本 当に よか った と思 う程 でした。」(前多 純 様)

》 字 幕 の効 果 と役 割

バ レエ ・パ ントマイム付 の音 楽作 品を、音楽 のみ の上演 とい う条件 の 中で、少 しで も聴 衆の理 解
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を促 し、楽 しん でもらいたい と配慮 して字幕 を作 成 したが 、そ れは取 りも直 さず、身体活 動 という

視 覚的 要素 を充 分 に補 うばか りか、音 楽作 品 自体 を尊重 しつつ 、鑑 賞者 の 自発 的で 自由な想像 を

促 す という大 きな役 割 を果たす に至 った。

今後計 画 されてい る総 合上演 に際 して は、今 回、鑑賞 者の 自由な想像 に託 した部分 、例 えば ド

レスの色、広 間の設定 、花束 の色等 につ いて更 に具体 的な脚色 が必要 とな る。 しか し、今 回、脚本

と音 楽 の間の 「橋 渡 し」の役 割 を果 た した字幕 は、総 合上演 にお いて、脚本 一 身体 活動 、音楽 一

身体 活動、それ ぞれの 問の 「橋渡 し」とな りうるだろ う。

(報告書 第8巻 映像 ・音響 記録DVD参 照)

〈大阪大学文学研究科助手代 理・博士後期課程〉

6.ピ エロの悲劇を奏でる身体 伊藤友子

「パ ン トマイム」の演技 者た ちは、何 もない空 間で言葉 の力 も借 りず、ただ身体 を示す こ とによ

って、さ まざ まな物 を存在 させ、そ の質感 を伝 える。 マルセル ・マルソーや、無声 映画 にお けるチ

ャーリー ・チャップ リンは もちろん、台詞劇 で あって も俳優 の身体 は饒 舌で、 ほんの小 さな身ぶ り

が どんな言葉 よ り私 たちの心 を動 か し、涙 を誘 う力 にな る。それ らの作 品 におけ る演技 者 の身体

の動 きは、それ 自体 「音 楽的」であ る。音 楽劇 としてのバ レエやパ ントマイム を考 え る時、いわ ば

身体 の奏 で るこの 「音 楽」と音 楽 その ものの対 話 は、この ジャンル の特質 を形 成す る重要 な要 素

であ ろう。ヨーゼフ・ラスカ作 曲のバ レエ ・パ ントマイム《父 の愛》も、こうした身体 の奏 で る 「音 楽」

は もちろん、さ らには 日本 的 な動 きを ど こか念頭 にお きなが ら作 曲 され たものか もしれない。

無言 劇 としてのパ ン トマイムの起 源 は古代 にまで さか のぼ るこ とがで きるが、現 代 におけ るパ

ントマイムの最 も重要 な源泉 のひ とつは、中世 イタリアの コンメデ ィア・デラルテ、特 に人気 の登 場

人物 であったアル レッキーノに求め られ る。 フランス には16世 紀の後 半イタリァの役 者が伝 えて

アルル カンとな り、と りわけ フランス と北 イタリアで人気 が高か った。 アルル カンは時代 によって

その性格 を大 きく変 化 させ 続 けるが、同 じく重要 な 「愚者」で あるプルチネル ラやピエロ、クラウン

と互い に影 響 を与 え合 い、その 関係 を組 替 え、それぞ れが演 じるべ き性 格 を分け あった。

19世 紀 末 か ら20世 紀初頭 のパ ントマイムを考 え る際、注 目に値 す るのが、《父 の愛》の主 人公

で もあ るピエロであ る。 なかで も、19世 紀初 頭 にジャン=ガ スパール ・ドビュロー の創 造 したピエ
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ロ像 が重要 で、彼 が演 じたアルルカンのその性 格 はあき らかにそれ までの どたばた劇 の道化 では

な く、不 気味 で、ス トイックで「情念 も、言葉 も、ほ とん ど表情 も無 くて、総て を言い、総 てを嘲笑 し、

モリエール喜劇全 部 を一 言 も発 せ ず に演 じかね ない役 者」(E,ウ ェルズ フォー ド『道化 』内藤健 二

訳:晶 文全書:1979年:291頁)と しての道化 、まさにピエ ロで あった。ピエロは ドビュローの後 継

者 た ちに よって哀 感 と謎 め いた性 格 を与 えられ、次 第 に月 明か りの水 際や廃 墟、物思 い、人 間的

な煩 悩、愚行、挫 折、そ して死 な ど といった要 素 と強 く結 びあ わせ られる ようにな る。

そ うした イメージは19世 紀 末の時代 的空気 とよく結 びつ くものであ り、パ ントマイムで なくとも、

音 楽作 品や 舞台作 品 にそ の反映 をみ る ことがで きる。 アルベ ール・ジロオの詩 『月 に憑 かれ たピ

エロ』の流行 に加 え、特 に20世 紀初頭 は、舞 踊や演 劇 をは じめ とす る分野 で 身体 そ のものへ の関

心が高 まった、身体表現 を考 え る上 で重要 な時代 であ る。演劇 の分 野 か ら登場 したジャック・コポ

ー、エ ティエ ンヌ・ドゥクルー、ジャン・ルイ・バ ロー、マルセル ・マルソー、ジャック・ル コックらも、マ

イムの技 術 的思想 的発 展 を導 いた。

ただ、バ レエ、オペラや オペ レッタな どジャンルに よって実 際的 な動 きが異 なってくるこ とには

注 意が必 要で あろう。 例 えば、リアル に直接 的 に人の感情 に訴 えるこ とを重視 す るものか、具体

的な情報 を伝 え られ るものか、あ るい は より舞踊 に近 いスタイルをもつ ものか、とい う違 いであ る。

ラスカの 《父 の愛》において、ピエロが悲劇の主人公 として、叶 わぬ恋、老い、折 られ たバラなどの

象徴 的 な要素 とともに登場す ることは、この作 品が ヨーロッパの 同時代 的雰 囲気 を共有す るもので

あった ことを想像 させ る。 作 品全体 を覆うワルッの軽 やかで華やか な雰囲気 は、主人公のピエロの

悲 しみ をより劇的に見せ る。踊 りとしても演技 としても見せ 所のあ る作品であろ う。それが 日本 でど

の ように演 じられる可能性 があったのか、極めて興味深 い問題 である。 それは、ヨーロッパ 的な象徴

の塊 を当時の 日本的な身体や感性が どのように解釈 しえたかを想像 する ことでもあるか らである。

今 回 の研 究 で は、現代 の 身体 や感性 が いか にして 「ピエ ロの悲 しみ」を表現 す るのか、その創

作過程 を追 い、身体 の動 きと音楽演 奏 が実際 的な レベ ルでお互 いに どの ように調 整 を行 うか を調

査す る ことが で きる。それ は作 品全体 の理解 を深 め、音楽 その もの をより深 く知 る ことで もある。

さ らに舞 台作 品 として映像 に記録 す るこ とを通 して、身体 表現 の記述 におい ては困難 な、最 も具

体的 な形 での情報 の積 み重 ね を可 能 にす る。 冒頭 に述 べ た ような、身体 の奏 でる 「音 楽」を情報

として残せ る方法 なので ある。

この ように異文 化 間の微 妙 な感性 のぶ つか り合 い を、方法 的 にも内容 的 にも、音楽 と身体 の交

叉 という観点 か ら立体 的 に探 求す る ことで示 唆 に富 ん だ研 究成 果 を得 られ るだろ う。

〈博士後期課程修了 ・尚美学園大学非常勤講師〉
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デジタル ・メ弛 ア時代 の芸術研 究

一 データベースとデジタル ・メ弛 ア環境 の整備

圀府寺 司

COEプ ロジェク トの企 画立 案の当初 か ら、私が重 点課 題 として主張続 けて きたの は、デ ジタル・

メデ ィアな らびにデジタル ・メデ ィアが現在 形成 しつつ あ るサ イバ ースペースにお いて人文学 をど

の ように変貌、発 展 させ 、実践 す るか とい う問題 で ある。

人 文学が従 来、主に依拠 して きた メディアは書 き言葉 であ り、グーテ ンベルクの活 字印刷 に よっ

て出現 した 「本」とい う、わ れわれ には ごく当た り前す ぎるメディアであ る。 人文学者 は言葉 を扱

い、言葉 で綴 って きた。 人文学 は活字 印刷 というメ

デ ィアと分 かちが た く結 びつ いて 発展 して きた。 哲

学 書、歴 史書、文学書 を読み 、そ して研 究書 を書 く。

それが 自己完結 した人文学 者の 活動 の ようになって

いった。 本 というメデ ィアの特性 を考 え直 してみ る

な どということは、 お よそ考 え られ なかった といっ

て よい。

もちろん、 これ まで 人文学 が慣 れ親 しんで きたメ

ディアも存続 してい くだ ろう。映像 を中心 としたメデ

ィアで どんなにテ クニックを駆使 して も、伝 え られな

い 「思想 」とい うもの は厳 然 と存 在 す る。 しか し、サ

イバーメデ ィアが爆発 的に発展 し、社会 生活 、日常生

活 、 人 間の成長 に まで強 い影響 を与 え始 めた今 日、

そ のメデ ィア特 性 を見極 め、発 展後 の姿 を予 測 し、サ

イバースペース とい う新 しい空 間、世 界 の中 で人文

学 を生 まれ変わ らせ る必要 があ る。貨 幣経 済や活字

印刷 、写 真や テレビが 世界 を変 えていった時代 と同

様 、もはや古 い世界 に留 まってい る ことは不 可能 で

あ ろう。

芸 術学研 究 において は、研 究対 象 に視 ・聴 覚的 な

トルコゲ ミレル島発掘成果 のデー タベース化
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もの の占め る割 合 が多 く、デ ジタル・メディアやサ イバ ースペースに馴染 みや

す い。 美術 史学 とい う学 問が写 真複製 技術 を発達 、普 及 させ た時代 に生 ま

れ て きたの は偶然 では なく、録 音、録 画技術 の発 達 と音 楽学、映画学 の発達

も切 り離せ ない。現 在 の状 況 はアナログがデ ジタルに変 わった ことであ り、芸

術諸 学 はお そ らくこれ まで の研 究 スタイル を大 幅 に変革 しな くとも、 表面 的

に は継 続で きるだ ろう。 しか し、デ ジタル化 が もた らす 変革 、発展 の可 能性

は大 きく、その利 用の仕 方の巧拙 に よって は、研究 の レベル、質を大 きく左

右 しかね ない。

技 術的 には、現時 点で もす で に作 品の 静止画 像デー タベースの構 築、デジ

タル画像 利用 に よる研 究 は実用段 階 に入 ってい る。音 楽や 映像 につ いて は

容量 、速 度の点 で実用化 まで あ と一歩 の感 があ るが 、さほ ど遠 くない将来 に

実用段 階 に入 るだろ う。 デ ジタル画 像の最 大の利 点 は劣化 しない こ と、デ ュ

プ リケー トと共有 が容易 になる ことで ある。 この利点 は、これ まで 日本の 人

文学 を遅 らせ て きた研 究 ・教 育 リソースの私(死)蔵 、劣化 、消 滅 という最 大

の元 凶 を取 り払 う。 これ まで各研 究者 が集 め て きたさ まざ まな画像 資料 の

多 くは、管理 、共有 が難 しいため私(死)蔵 され、やが て劣 化 し、研究 者の 退

職 に よって 、ほ とん ど誰 の 目に もふ れ る ことな く消 えてい った。デ ジタル画

像 のデータベースは、これ まで ごく一部 の人 間だけが利 用 して消 えてい った

リソースを公 開し、共有す るこ とを可能 にす る。 この ことが もた らす構造 改

革 こそが重 要 なので ある。

さらに、研 究用 リソースのデ ジタル ・データベース化 がサ イバ ースペー スと

結 びつ くと き、そ こに はさ らに大 きな変化 の可 能性 も生 まれ て くる。 現在 、

コンピュー タ端末が パーソナル ・コンピュー タとして使 わ れてい るが 、これが

よ り進 んでユ ビキタスubiquitOUSな 状況 、す なわ ち、研 究室 や家 の 「パ ソコ

ン端 末」の前 にす わ らなくとも、ど こか らで も好 きな画像 を引 き出 し、発 信

で きる とい った状 況 もほぼ見 えて きて いる。この ような状況 の 中で何が で

きるのか、そ して、それ が研 究 とい うものの あ り方 をいか に変 えうるのか を

見 極 めつ つ実践 す るこ とが重 要 になる。

データベースにせ よ、研 究 ツールの開発 にせ よ、 サイバースペースでの利

用 にせ よ、重要 なの は 「実践」す るこ とで あって、新 しいメデ ィアにつ いて考

察 す るこ とで はない。 なぜ な ら、人文学 を支配 す る従 来の体 制の枠 内でデ

ジタル ・メディアを考 察す る ことか らは新 しい ものは生 まれ ないか らであ る。

トルコゲ ミレル島発掘成果の

デー タベ ース化
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サ イバー スペー ス に飛 び込 んで しまうこ と、そ して

そ こか ら何 か を創 り出す ことで ある。

現在 、阪大 総合学術 博物館 との協 力 に より、デー

タベースの システムを作 りつ つ あ る。 この報告 書が

出 る12月 には システムが 出来上が り、今年度 中 には

い くつ か まと まった 画像 デー タも入 る こ とに なる。

(よ り詳 しくはこの報告 書 の第8巻 にあ たるDVDと

その冊子 を参照 いただ きたい。)一般 的 なデー タベ ー

ス とや や違 うところ は、 ここ に収 め られ る画像 デー

タにつ いては、 必 ず しも完全 な文字 データ入力 を要

求 しないこ とで ある。 つ ま り、調査 成果 の画像 に し

ても、一般的 な芸術作 品の 画像 にして も、文字デー タ(タ イトル、制 作年、作

者 な ど)を 整 え るには多大 の時 間 と労力 が、場合 に よっては何年 もの研 究 の

蓄積 が必要 に なる。それ を待 って いて は研 究 には役 立 たない。整 ったデー タ

ベースでは なく、フォ トテークに近 い もの 、つ まり必要 最低 限の文字 データは

付 して、どん どんファイルに放 り込 んでい くこ とを継続 し、その ま ま公 開して

共有 す るの であ る。近 い将来 、その利 用価値 は はっきりと見 えて くるだろう。

デジタル・メデ ィア との取 り組 み はデータベースだけで はない。 昨年 度、メ

デ ィア・スタッフを採 用 し、メデ ィア・ラボ を開設。 本年度 か らメディア・ス タッ

フに よる授業 を開始 した。 ラボに は映像 編集 、音楽 編集 に特化 したパ ソコン

も備 え、授 業以外 で の利用者 も増 えてい る。また、現在 、理科系COEと 共 同

プロジェクトの可 能性 を探 る研究 会 も進 め てい る。人文 系か らはデジタル ・

コンテンッ と研 究 の実践 的必要性 を提示 し、基 礎工学 部 と ともに何 がで きる

か を模索 してい る。 ここで も、豊富 な コンテ ンツなしに、また研 究上 の実践

的必要性 な しには共 同プロジェク トの可 能性 はない。デジタル ・メディアの技

術 面 も学 びつつ 、豊富 なコンテ ンツを提示 し、今 はまだ見 えてい ない新 たな

可能性 を探ってい きたい。 これ らにつ いて も、詳 しくは第8巻 のDVD冊 子

を参照 された い。

〈大阪大学大学院文学研究科教授 〉

東南アジァ彫刻のデー タベース化
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中東 欧モダニズム・ワークショップ

中東欧 モダニズム ・ワー クシ ョップは、映像 人 文学研究 グループのサ ブテーマ ・グループ として、

平成15年 度 か ら活動 を開始 した。中東 欧地域 を対象 とした芸術 ・文化 の研 究 は、従来 は言語 と民

族 を単 位 に進 め られ るこ とが多 かった。と りわけ芸術 表現 の諸分 野は、それぞ れの国民 国家 の文

化的 アイデンテ ィティとあ まりに強 く結 びつ き、その ことが 結果 として、この地域全体 の文 化理解

を拘束 してい る と思 われ る。 この ワークシ ョップは、中東 欧地域 にお け るモダニ ズム の全 体像 を

検証 す るため に、 さまざ まな分野 の研 究者が研 究情 報 を交換 す るネットワークを形 成 し、そ の議

論 にもとつ いて 中東 欧地域 の研 究者 とのコラボ レーションをも遠望 しようとす るもので ある。

本 年度 は、(財)懐 徳 堂記念 会が 毎年 お こなって いる 「懐 徳堂 春 秋講座 」を、大 阪大学文 学研 究

科お よび大 阪府立 文化情 報セ ンター とともに開催 し、中東欧 地域 の芸術 文化 にかんす る情 報 を一

般市民 に提 供 し、あわせ て各分 野 の研 究者 の ネットワーク構築 を開始 した。 講座 は 「中欧三都市

物 語」と題 し、モダニズム運動 の拠 点 となった ウィーン、ブダペス ト、プラハ におけ る19世 紀 末の

都 市改 造 の文 化史 的意義 を紹介 した。 なお、講座 は平成15年5月28日 か ら30日 まで、大 阪府 立

文化情 報セ ンター を会場 としてお こなわ れた。以 下は、各 日の講演 要 旨であ る。

講演1ウ ィーンの円舞 環状道路を歩く 三谷研爾

ヨーロッパ大陸 の中央 部、フランス とロシアの あい だの地域 を大 きく「中欧」ととらえてみ よう。

そ こは、ライン河 流域 に は じま り、ドイツを超 えて、かつ て のハプスブルク帝 国(オ ース トリア・ハ

ンガ リー帝 国)の 版 図にい たる広大 な場所 で、多様 な言語 と文化 がモザ イク状 に広が ってい る。こ

の地域 を考 える とき、まず注 目に値す るの は、複 数の民 族 ・言語 ・文化 が、ときに厳 しく対立 し、と

きに巧 み に共存 しなが ら創 りだ して きた さまざまな都市 とその歴 史 であ る。

中欧 の代表 的 な都 市ウィーンは、ハ プスブルク家 の宮廷都 市 として発 展 して きた。しか し、今 日
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わた したちが 目にす るそ の相貌 は、19世 紀 後半 の大 改造 に よって生れ た ものだ。 改造工 事 に よ

って生 れ た環状 道 路(リ ングシュトラーセ)と新 しい街 並 は、19世 紀後 半 か ら20世 紀 初頭 にか け

てのウィー ン文 化の縮 図 として読 み解 くこ とがで きる。

もともと、キ リス ト教世 界の東端 に位 置す る辺境都 市だ ったウィー ンは、堅 固な要塞 とい う側 面

を有 していた、しか し19世 紀 になって、城壁 や堡塁 がかつ ての役割 を失 い、そ れ どころか社会 を

分割 す る〈仕切 り〉として働 いて いる こ とが 明 らか に なった1850年 代 以 降、再 開発計 画=環 状 道

路プ ランが構 想 された。当初、治安 や社 会秩序 の維持 とい う観 点か らすす め られ た環状 道路建 設

は、国会議事 堂、ウィーン市役 所、ウィーン大学 、ブルク劇 場、美術史美 術館 といった公共建 築 の工

事 を とお して、そ の性 格 を大 きく変 えて いった。結果 として生 れた のが、過去 の ヨーロッパ の歴 史

の精華 が一 堂に会 する なかを遊歩 で きる、裕福 な都市 ブルジ ョワの社 交場 として の街路 だったの

で ある。

19世 紀末 にな る と、この環状 道路文化 に対抗 す るか たちで、多 くの芸術 家や 著作家 が ウィー ン

か ら輩 出す るこ とになった。 自分た ちの時代 にふ さわ しい芸術表現 を追 求 した画家 クリム トや音

楽家 マーラー、装飾 を批判 して建 物 の機 能 を重 視 した建築 家 ワーグナーや ロース、 さ らに は喫茶

店 グリーンシュタイドル を根城 に した詩人 た ちの足 跡 を、 今 日なお環状 道路周辺 に多 く見 るこ と

がで きる。そ れ ら対立 す る世界 観 や芸 術観 が、に もか かわ らず 溶け あって並存 してい る ところに、

現在 のウィー ンの都 市 景観 の懐 の深 さがあ る ように思 われ る。

〈大阪大学大学院文学研究科助教授〉

講演2:ブ ダペストの輝 き一 アンドラーシ通りを歩 く 早稲田みか

ハ ンガ リーの首都 ブダペ ス トは、ドナウ川 をはさんで右岸 の ブダと左 岸のペス トか らな り、「ドナ

ウのバ ラ」「ドナウの真 珠」と形容 され る美 しい都 市 であ る。 この ブダペス トの都 市 として の骨格

は、19世 紀 後半 か ら20世 紀初頭 にかけ て形 成 され た。 時 は、オース トリア・ハ ンガ リー二 重帝 国

の時代 、政治 的な安 定 と驚異 的 な経 済発展 の もとで、人 口が爆発 的 に増加 し、さま ざまな公共建

築物 や道路 な どが建 設 されて、ブダペス トは近 代的大都 会 に変貌 を とげ たのであ る。 また、文化

的 にも「東 のパ リ」とよばれ る華 やか な世 紀末文 化が花 開 き、多 彩 な才 能が 数多 く生 まれた。

この近代都 市ブダペス トをもっ ともよく象徴 す る空 間が、 ブダペス トの シャンゼ リゼ とも呼ば れ
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るアンドラーシ通 りだ。 まちの 中心部 か ら北 東方 向 に まっす ぐにの びる広 い並 木通 りは、当時の

もっともファッショナブルな通 りであった。 この通 りを歩 けば、ハ ンガ リーの歴 史や文化 が見 えて

くる。さ らには、ブダペ ス トという都 市 の魅力 、何 が ブ ダペ ス トの空気 を他 の ヨーロッパの都 市 と

異 な るもの にして いるのかが わか る。

アンドラーシ通 りの真下 をヨー ロッパ 大陸初 の地下 鉄が走 った。オペ ラ座 ではマーラーが指揮 棒

をふ り、オペ レッタ劇 場 では レハ ールの 「メリーウィドウ」に人 々が熱狂 した。作家 や芸術 家 たちは

カフェに集 い、新 しい文学 や芸術 の可 能性 を求 めて活動 しは じめ た。アンドラー シ通 りのつ きあ

た りにあ る公 園で は、ハ ンガリー民族 の千年 にわたる栄光 あ る歴 史 を記念 す る大 博覧 会が催 され

た。 この千年祭 こそ、ハ ンガリーの驚異 的 な経 済発展 、ブダペス トの爆発 的 な成 長 を象 徴す る一

大 イベ ントだった のであ る。そ こには長い 間支配 国だったオース トリアにた いす る対抗 意識 、ウィ

ー ンにたい する ライバル意識 が見 えか くれ して いる。

都 市 は、そ こに関わった人 々の価 値観 や彼 らが抱 いてい た欲求 につい ても教 えて くれ る。近 代

都市 ブダペ ス トを作 り上 げた原動力 は、ハ ンガリー民 族の誇 りと、ウィー ンにた いす る強烈 なライ

バル意識 だった とい えるだ ろう。

〈大阪外国語大学教授〉

講演3:プ ラハの青春 旧ユダヤ人街を歩 く 田中充子

プ ラハ の魅力 のひ とつ は、街 の シルエ ッ トの美 しさにあ る。 そ の美 しさゆ えに 「百塔 の街」「黄

金の プラハ」な どとよばれ る。

プラハ の街の骨 格 は、14世 紀 にカ レル4世 によってつ くられ、神 聖 ローマ帝 国 の首都 として 「北

の ローマ」と称 され るほ どの大都 市 になった。 しか し1618年 、プラハ におけ る一 事件 が発端 とな

り、近 世 ヨーロッパ におけ る最後 にして最大 の宗教 戦争 となった30年 戦争 以後 の300年 間、チェ

コはハ プス ブルク帝国 の支配下 にお かれた。 近代 チェコの建築 も、住 宅 も、都 市 も、そ こか らの独

立の運動 と切 り離 して は考 え られ ないの であ る。

そ の ような不 幸 な歴 史 のなかか ら、まず 第一 に、工 業化 が推進 され た。 それ はイギ リスの産 業

革命 の影響 に よるもので あるが、 チェコは豊 か な鉄 と石 炭 の資源 を背景 に、1830年 ころか ら工

業化 を急 速 に進 める。1845年 には プラハ とウィー ンが鉄道 で結 ばれ、外 国の文化 や芸術 が流入 し、
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新 しい ビル建築 が建 った。1891年 には プラハ で工業博 覧会 が開催 され、チェコの工業 、建 築、文

化 な どを内外 に大 きくアピールした。

次 に見逃せ ないの は、プ ラハ の都 市 の発展 に大 きな影響 をもた らした フランス革命 で ある。 封

建制打 破 の流 れの なかで、プラハ では、1866年 か ら城壁 の撤去 がは じまった。 さ らに、ゲットー

の解放 、続 いてゲ ットーのスラム化対 策が進 んだ。 上下水 の設備が 不十分 で、疫病 が蔓 延 し、プラ

ハ で最 も高い死 亡率 を示 したヨゼ フォフ地 区 を中心 に、旧市街 一帯 をスラムクリアランス し、10年

をか けて近代都 市が建 設 された。

一方 、民族独 立 の機 運 も盛 り上が る。1883年 に国民劇 場が完 成す る と共 に、新 しく建 設 された

アパ ー トの意 匠 としてアール・ヌーヴォー様 式が採 用 され る。そ して今 日なお これ らのアパ ー トは、

市 民の憧 れの アパー トとなってい る。そ の秘密 は、アパー トの壁 に刻 まれ た天使 や唐草 、鷲や 鯉、

神 話や伝 説 の女 神 な ど、さまざ まな彫 刻 だろう。 バ ロックの権威主 義で も、近代建 築 の機能 主義

で もないヒューマ ンなデザインに、多 くの市民 は共感 をもつ ので ある。

この ように、ヨゼフォフが再 開発 された1900年 前後 とい う時代 は、プラハ市民 が民族独 立 に燃

えてい た時代 で、新市 街 にはアール ・ヌーヴォー様 式 の住 宅が つ ぎつ ぎと建設 され、プラハ は他 に

類 を見 ない独特 の近代都 市へ と大 き く変 貌 した。 この19世 紀 半 ばか ら20世 紀 にか けて は、もっ

とも活気 にみ ちた 「プラハ の青春」だった とい える。

〈京都精華大学助教授〉
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あとがき

藤田治彦

映像 人文学 は、従 来お もに文字 言語情 報 を対 象 に資料 を収 集、保存 、研究 し、文字 言語 でその

成果 を発 表 し、講読 、講 義 という文字言 語 の読 み と語 りで教育 を行 なって きた人文学 の現在 の位

置 を確 認 し、今後 の進路 を探 るプロジェクトであ る。「言語 」とい う言葉 を借 りるな らば、視覚 言語

や音楽 言語 は美学 ・美術 史学 や音 楽学あ るい は演劇 学 な ど広義 の芸術 学の諸 領域 で研 究 が進め

られて久 しい 。写真 、映画 、ビデオ、コンピュータな どのテクノロジーは、そ れ らの研 究 を助 ける と

ともに、それ 自体 が新 しい芸 術の創 造 にも関 わ り、芸術 の理論 や歴史 の研 究 に 日々新 た な課 題 を

与 え続 けてい る。

各 国文学研 究や文 芸学 な どの諸領 域で も、文学作 品研 究 を中心 としなが らも、そ の他 の芸術 作

品や生活 文化 な どにも眼 を向けて研 究対象 や研 究方法 を拡大 し、 各 国文化研 究 への展 開 の可能

性 を探 る動 きが見 られる。画像 や音声 な ど、いわ ば文 字言語 以外 の言語 を どの ように扱 い、どの

ように研 究 と教 育 に生 かすべ きか という問題 は、少 な くとも狭 義の文学 と広義 の芸術 学 に共 通す

る課題 であ る ようだ。

これ はそれ らの諸領域 にお け る世界 共通 の課題 であ る と同時 に、西 洋 とは異 なる体系 の言語

を持 ち、 ラテ ン・アルファベ ットで はない 固有 の文 字 を用 いて独 自の知 とコミュニケーションの体

系 を築 いて きたアジアの人 文学 に とって と りわけ重要 な共通 の課 題で もある。ベ トナム舞踊 の映

像 記録 プロジェクトやハ ングルのデザインに関す る研 究 に代 表 され る ように、 本報告 書で扱 われ

てい る内容の ほ とん どがアジァ関連で ある ことは偶 然で はない。日本の 人文学、そ して非 ラテ ン・

アルファベット文 化 圏の人文学 はどの ようにして世 界の 人文学 に貢献す べ きなのか。 本報告 書が

出版 される ころに は、ラテ ン・アルファベット圏 と非 ラテ ン・アル ファベ ット圏 との建築 文化 上の 同

違 に注 目して、もう一つ の新 たな視座 の確 立 を目指 すプロジェク トがパ リを起 点にスター トす る。

報告書 の紙 面の都合 で、これ まで映像 人文学 プロジェクトに参加 され た方 々の研 究の ご く一部

しか本 報告書 には掲 載す るこ とが で きなかった。 で きるだ け早期 に新 たな紹介 の機 会 を見 つ け

たい。大阪大 学COEプ ログラム「インターフェイスの人文学」の映像 人文学 プロジェクトへ の協力

者 の皆様 に心 か ら御礼 申 し上げ たい。
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OnourprqjeCt

FUJITAHaruhiko

AmongseveralstartingprojectsofOsakaUniversity's"InterfaceHumanities"

program,"VisualHumanities"schemeisperhapsoneofthemostinnovativeprojectsthatis

inasenseagainstthetraditionalrealmandmethodologyofhumanitiesthathavelongbeen

dominatedbywords,languages,andwritingsystems.Onlytheartstudiesandarthistory

fieldsdealingwithimages,sou耳dsandhumanactionsetcareexception.However,someof

westernliteraturefields,forexample,arenowpositivelyapproachingimages,searchingfor

newpossibilitiesoftheirdevelopment,althoughtheyofcoursebasicallyremainwithwords

andlanguages.ThesameistrueinartstudiesandarthistorylBut,atthesametime,we

arealsosharinganewinterestinthebordersratherthanoutsideofourtraditionalrealms.

wherevariousnewpossibilitiesarearisingalongwiththerapiddevelopmentofnewmedia.

Therelationshipsbetweenimagesandwordsareamongthecommonresearch

themesoftheworldofhumanities.Theyarealso,however,onεofthemostimportant

themesparticularlycommontotheartsandhumanitiesspecialistsinAsiawhereunique

languageshavelongbeenusedwithnon-Latin-alphabetwritingsystems.InAsia,notonly

wordsbutalsolettersarekeepingspecialimportanceineverydaycommunicationaswelI

asinthearts.StartedwithavideodocumentationschemeinVietnamandaninternational

designhistoryforuminOsakaonAsian"ImagesandLetters"inwhichHangulwasone

ofitsmajorthemes,wearegoingtoholdanotherinternationalforuminParisconcerning

"A
rchitectureofLatin-Alphabetandnon-Latin,AlphabetCultures"aroundthetimeofthe

publicationofthisreport

Becauseofthepagelimitofthisreport,wewereonlyabletocarryjustapartof

manypaperssubmittedbytheinternationalmembersof"Visual.Humanities"project。We

should丘ndoPPortunitiestopublishtheotherpapersoneafteranotherWearegratefhlto

everyonewhohelpedusinthisinternationalandinterculturalproject.
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【全巻 リスト】

一1
◆
岐路に立つ人文科学
HumanitiesattheCrossroad

一玄 場を越える流れトランスナショナ リティ研究
TransnationalityStudies-TheFlowsinandoutofPiaces

一3
◆

シル クロー ドと世界史
WorldHis重oryReconsideredthroughtheSilkRoad

一4
.

日本文学 翻訳の可能性イメージ と しての 〈日本 〉
ImaginedJapan/JapaneseLiterature-Thepossibilityoftranslation

一5
,

言 語 の 接 触 と混 交 日系ブラジル人の言語の諸相
LanguageContactandAdmixture-SociolinguisticPerspectivesonBrazilianNikkey

一6
.
映像人文学
VisuaiHumanities

一7
.

臨 床 と 対 話 マネジできないもののマネジメント
ClinicalDialogues-ManagementoftheUnmanageable

一8
。

映像 ・音響記録DVD
AudiovisualDocumentsDVD
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